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1.は じめに 背景の もと、この プロジェク トが開始 され ました。
「スーパー メタルの技術 開発」は、平成9年 度か
らス ター トした、NEDOの 産業技術 基盤研 究 開発2.開 発 テーマ
制度 によるプ ロジェク トです。 その考 え方は、金 プロジ ェク トの技術 開発 テー マと して、以下の
属材料の組織 ・構造 を極 限 まで制御 し、結晶粒 を4つ が取 り上げ られてお ります。
微細 化 も しくはアモル ファス化す る ことによ り、(D鉄 系メ ゾスコ ピック組織 制御材料 創製技
従来材料の特性 を飛躍的 に向上 させ た革新的金属 術
材料(ス ーパー メタル)の 創製技術 を確立 しよう(2)ア ル ミニウム系メ ゾス コピック組 織制御
とする もの です。 材料創製技術
金属材料 は、最 も大量 に使 用 され、かつ多用な(3)ナ ノ結晶組織制御材料創製技術
用途 に対応 し得 る信頼性 の高い材料 であることか(4)ア モル ファス構 造制御材料創製技術
ら、 その高性能化及び リサイクル性の飛躍的な向 このなかで、我々のグループが所属 しているの
上 が可能 となれ ば、社 会 に与えるインパ ク トは極 は(3)の ナノ結晶組織制御創製技術 と、(4)の ア
めて大 きな もの にな ります。 このため、金属 材料 モル ファス構造制御材料創製技術です。「ナノ結晶
の構 造 ・組織 を極限 まで制御 し得る技術 を確立す 組織制御創製技術」は、東北大学金属材料研 究所、
ることによ り、従来金属 に比べて格段 に優れた特YKK株 式会社、三菱マテ リアル株式会社、富士重工
性 を持 った金属材料 を創製 し、新産業の創 出、資 株式会社、三菱重工株 式会社の共同研 究体制 を し
源の安定 的確保、環境 ・安全調和型社会の構築等、 いて、開発 を進 めて います。
様 々な社会 ニーズを満たす ことが急務であ ると考
えられ ます。3.ナ ノ結 晶組織制御創製技術 につ いて
一 方、近年の研究成果か ら、 図1の 研究開発の 「ナノ結晶組織制御創製技術」の 目標は、100nm
概 念に示 す ように、結晶粒径 を微細化す ること、あ 程度以下の結晶組織 を有する構造用材料の創製 に
るいはアモル フ ァス化す ることによって金属 の諸 関す る研 究を行 い、現 在使用 されて いる同種以上
特性 が大幅 に向上 す るす るこ とが確 認 され て お のL5倍 以上の強度、L5倍 以上の靱性、及び3倍
り、 このよ うな高度な特性 を有 する金属材料 を創 以上の超塑性成形性 を同時に満 たす金属材料 の創
製す る技術 が確立 されれば、経 済、社会 に与 える 製技術 を確立す ることです。
効果は非常に大 きいと期待 で きます。 この ような そのナ ノ結晶組織制御手法 として、高速粒子堆
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図4蒸 着Al-Fe合 金のTEM組 織
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積技 術及 び超 塑性成 形技術 の 開発 を行 って い ま 以上の厚板 を作 製するこ とが可能です。 また、蒸
す。高速粒子堆積 として、合金組織 の 自由度が高 気圧 の異 な る元素 を組 み合 わせ るこ とが で き ま
く、飛躍 的に高い冷却速度 を有 し、 かつ堆積速度 す。合金の組成 は電子 ビームの 出力 を調整す るこ
が速 い電子 ビーム蒸着法 を用い、nmサ イズに構造 とによ り、蒸発 量を制御 し、所望 の組成 の合金材
制御 された厚 さがcm級 の アル ミニウム基金属板 料の作製が可能 とな ります。
材 を作製 します。 さらに、ナ ノ結 晶組織構造の粒 図3に 作製 した種々のAI合 金 の組成 と硬 さの
界すべ りを利用 して、従来材料 と比較 して数桁の 関係 を示 して います。添加量が増え るに従 い、何
高歪速度領域 での高 い超塑性 変形能 によ り熱履歴 れの合金 も硬度 が上昇 してい ます。特 にAI-Fe合
を最小限に抑え、構造制御 とバルク化 を目指 します。 金 で は1%程 度の 添加量 で も200Hvの 高 い硬 度
従来 の蒸着法 では、厚板状 のバ ルクの合金材料 が得 られて おり、引張 り強度 も70GMPaと い う優
の作製 は困難 で した。本技術 開発 で導入 した連続 れた特性が得 られてい ます。その組織観察結果 を
● 電子 ビーム蒸着装置 は、図2に 示す ように、2つ の 図4に 示 します。Fe量 が少ない場合には非常 に大
蒸発源 を持 ち、母 合金 を供給 しなが ら同時 に蒸発 きな歪みが蓄積 した過飽和固溶体 が形成 され、Fe
させ ることができるようにな ってお り、厚みImm量 が 多 くな ると40nmま で微細化 したfcc-AIと ア
ペ轟 緯謙 聯 ∵躍;1 .蕩
管・ ・ 、 ∵ 脇:骨 、 七 糞
。 轟鱒:鷲
聾 騰 ∵ 睾 ㌦覧 、






モル ファス相 との混相組織が得 られてい ます。他 る装置 を開発 しま した。 急速 に加熱 し加工す るこ
にも、Al-Ni合 金 の場合には100nm程 度の結晶粒径 とで、熱履歴 を短 くし、組織 を微細 に保 った まま
の金属 問化 合物 とfcc-Alの2相 組織が、またAl-Tl超 塑性加工す ることが可能 とな ります。
合金の場合 にはTi量 が20%近 くまで過飽和 固溶 高速超 塑性成形装置 の、加圧 力は150ト ン、 ラ
体が形成 して お り、本手 法の非常 に高 い冷却速度 ム速度 は毎秒150mmで あ り、高速加工が 出来 る
によ り、ナ ノ結晶組織や アモル フ ァス構造 を有す ようになってい ます。
るバル ク状AI合 金の作製が可 能 となってい ます。 〔
また、急速昇温装置(図5)と 組 み合わせた高速4.お わ りに
超 塑性成形装置(図6)も 導 入 され、研究開発が進 金属材料は、機械的特性 や加工性 に優れ、多量
め られてい ます。 に使用 されてい ます。 スーパーメタルの開発に よ
nmサ イズに微細化 した材料 は、室温近傍で は良 り、 これ らの特性が飛躍的に向上す れば、金属素
好 な強度特性 を有 し、高温では高速超塑性 によ り 材、素形材産業、 その他の産業 および、社会への
複 雑な形状 に まで加工 できる利点があ ります。 し イ ンパク トは極 めて大 きい もの と期 待 され ます。
か しなが ら、微細化 した組織 を長時間高温 に曝 し 本稿 では、ナ ノ結晶組織制御材料創製技術 として、
て熱問加工 を行 うと、組織が粗 大化 し、機械 的特 「高速粒子堆積 ・超塑性成形技術 の研 究開発」 につ
性 が劣化 して しまう問題があ ります。 そこで、本 いて述べて きま したが、本研究開発の成果 によ り、
開発では、 高周波加熱 を利用す ることによ り、材 自動車な どの輸送機器、航空宇宙産業、工作機器、
料 を急速 に加熱 し、短時 間に加工す ることがで き 新エネルギー創出な どに効果が期待で きます。
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新研 究室紹介(1)=結 晶成 長物理学研究部門
部門担当教授 中嶋 一雄
平 成10年IO月 よ り当部 門 を担 当 して お り ま 生成素子の探 索、 といった主要な3つ のテー マか
す。 当部門では、結晶成長のメ 力ニズムを解明す らなっています。 これ らは、太陽電池 を地球規模
ることによ り、新 しい結晶材料 や結晶成長技術 を で拡 げるため に欠かせ ない高効率かつ低 コス トで
ぜ 探求 し開発 するこ とを 目指 して おります。 安全 な超大粒径 の多結 晶Sirs膜 、高効率化の極限
21世 紀 には、エネルギー ・環境 問題 の解決や次 に挑戦 できるGaAs/SiGe結 晶、従来のTiO2に よる
世代 を担 う産 業基盤 の構 築 が重要 課題 とな りま 水素生成 効率の壁 を破 るTiO2/Si結 晶の研究 ・開
す。 これ らの課題 を解決す るための重要技術 とし 発 を目的 に してい ます。
て、太陽電 池や水素生成素子に代表 される太陽光Si薄 膜の研 究では、変換効率 を下げている結晶
エネル ギー応用、レーザやULSIに 代表 され る光・ 粒界、双晶、点欠陥 を減 らすために、Si薄 膜 をゾー
電子半導体 デバ イス、たんぱ く質に代表 される生 ンメル ト法で溶融 ・再結晶化す ることで結晶粒の
体高分子 の利 用等が あ ります。 これ らの技術開発 超大粒径化 を目指 してい ます。 このため、 ゾーン
の鍵 を握 っているの は結晶材料 であ り、上記の課 の温度分 布 を制御 で き る新 しい タイ プの ゾーン
題 を解 決するためには、新 しい物性や機能 を持 っ ヒータを設計 ・製作 し、再凝固時の過冷却度 を精
た結晶 を成 長 させ る物理 を究明 し、新 しい結晶材 密制御す るとともに、結晶粒の回転や成長方 向の
料 とその成 長技術 の開 発 を行 うこ とが不 可 欠で 制御の研究 を行 い ます。GaAs/SiGe結 晶の研 究で
す。 は、歪み を緩和 で きる組成傾斜SiGe種 結晶の成長
当部門では、 半導体結晶か ら生体結 晶 までを対 をブ リッジマン法で行 い、つづ いてその上 に新 し
象 と し、 ミク ロ的 ・マク ロ的観 点か ら結晶成長の く開発 した溶質元素補給型の ゾー ン成長法 を用 い
メカニズムを解 明 し、上記の重要 課題 に貢献す る て均一組 成 を持 ったGe-rich単 結晶 を得 る研 究 を
ことを目指 してい ます。以下に研 究 をスター トさ 開始 します。
せ た、あるいは計画 して いる具体 的なテーマ とそTiO2/Si系 結晶の研 究では、水素生成効率 を大幅
の 内容 を紹介 します。 に高 めるため に、TiO2/Siの ヘ テ ロ構 造 を成 長 し
て、TiO2の 水素生成ポ テンシャル をSi太 陽電池の
(1)太 陽光 エネルギー材料 の研究 起電 力ポ テンシャルを加 えて もち上げることが可
この研 究は、太陽電池 用多結晶Si薄 膜の成長、 能か どうか を調 べ ます。この方法 では、[つ の素子
超 高効率太 陽電池 用SiGeバ ル ク結晶 とヘ テ ロエ に水素生成 と太陽電池 の二つの機 能 を持 たせ るこ
ピタキシャル成 長、TiO2/Si結 晶 による高効率水素 とがで きるため、太陽光のみで高効率に水素 を生
一 一7
成で きる可能性 が期待 で きます。 されてい ます。ヘテ ロ成長において、応力は最 も
基本的な効果 を与 えるにもかかわ らず、集中的に
(2)バ ル ク基板 と薄膜 エ ピタキシ ャルの総 合的 研究が行 われて来 ませんで した。 当部門では、こ
結 晶成長 の研究 の最 も基本 的で重要な応 力効果 を研究テー マに掲
多 くの 半導体 デバ イ スは、基板 上 にエ ピタキ げ、次の研 究を行 って います。
シャル成長 させた薄膜結晶 を用 いて います。 しか 結晶成長 モー ドをモデル化 し、歪み エネル ギー、
し、良質な基板材料が無 いために基板 と格 子整合 表面 ・界面 エネル ギー に基づいて、III-V族3元 系
で きな く、 目的 とする特性の デバイス を実現 で き のStranski-Krastanov成 長モー ドの状 態図 を決定
な いケー スが極 めて多 くあ ります。この解決法は、 しま した。 この状態図は、量子 ドッ トの作製 が容
組成の均一 な多元系バル ク結晶 を実現 し、基板の 易な材料 の選択や、成長モー ドを制御 して良質な
格 子定数 を自由に選べ るようにす ることであ りま 層状 結晶を得 たい場合の指針 として重要な意義を
す。 この実現 が困難 な理 由は、 多元系結晶が固溶 持 ちます。1
体で あるため液相線、固相線 に温度変化 があ り、成 応 力効果 を考慮 して、IIトV族 の固液、固固平衡
長界面 の温 度や溶液組成の変化 に対応 して結晶組 状態図の理論的決定 を行 ってお ります。 まず、In・
成が変わ ることにあ ります。 このため、当部 門でGaAs3元 系で状態図 を決定 しました。この ような
は成長界面 の温度や溶液組成 を精度良 く制御 する 状態図は、液相エ ピタキシ ャル成長の ような、基
技術 開発 を行 い、 多元系のバル ク単結晶を実現す 板 に拘束 された条件 における結晶成長メカニズム
る研 究を行 い ます。 を 理 解 す る た め に 大 変 有 効 で す。 さ ら に、
具体 的には、成長界面温度 を'nsitu測 定で きかGalnAsSb4元 系 の ミッシ ビ リティギャップ を 実
つ溶質元素 の補給機構が付 いた温度勾配炉 を考案 験、理論の両面か ら決定 いた します。 ミッシ ビリ
して、 高均一 な多元系バル ク基板 の結晶成長技術 テ ィギ ャップは結晶の内部応力効果 と して状態 図
の開発を 目指 してい ます。 まず、高効率 の発光素 に現 れ ます。 この4元 結晶 は光熱起電力電池 用材
子 を開発 で きる可能性 を持 つSiGeお よびInGaAs料 として有望 であ り、上記状態図 をべ一スに して、
のバルク結晶を 目標 に研究 します。 これ らの新 し 良質なエ ピタキシャル結晶 を成長 します。
1
い基板 に格 子整合 させ た高品質なエ ピタキシ ャル
結晶 の成 長 を行 い、SiGeやlnGaAsの 高効率化 を(4)高 精度モニター技術の研 究
計 ります。 また、透明電極や透明半導体、青色や 結晶成長の メカニズムを解明す るには、成 長中
紫外 光 の発 光材 料 と して期 待 で きる酸 化 亜 鉛 に何 が起 こって いるかを正確 に知 る必要 があ りま
(ZnO)の 高品質な基板 を得 るために、バ ルク単結 す。 このため、均一組成 を持 った多元系バ ルク結
晶 をク リスタルサイエ ンスコアと共同で水熱法 に 晶の組成制御 に不可欠な成長界面の温度 と位置の
よ り育 成する研 究を行 って います。insituモ ニター技術、融液の過飽和度 を実測 する
ための融液組成の測定技術、成長モー ド制御 に必
(3)ヘ テ ロ成 長 における応 力効果 とその メカニ 要な薄膜の格 子定数 ・応力のins'tuモ ニター技術
ズ ムの研究 を研 究 しています。
大多数のデバ イスはヘテ ロ構造 を利用 して作製 成長界面温度 ・位置 の測定では、試料 直近 に配
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置 した黒体 か らの赤外線放射量 をその場 測定 し、(5)有 機材料の結晶成長の研究
得た2次 元情報 に同光軸 で可視 光観察 した像 を重 生体高分 子の高品質単 結晶の育成 は、生体 高機
ねあわせ、成長界面 の温度分布 および界面位置 を 能性材料の開発や分子構造解析、 および医薬 開発
モ ニターす る試 みを行 っています。 に不可欠な技術 です。 しか し、結晶の育成は未 だ
融液 中の過飽和度 の実測 は今 までほ とん ど行わ に非常 に困難で あるため、 これ を解 消す るため5
れ てきませんで した。 当部門 では、融液の各位置 年前か ら強磁 場を利用 した研 究を始め ま した。そ
か らの蛍光X線 を分析す ることに より、組成 を実 の結果、結晶の個数、形、配向を制御す ることが
測 して融液の液相温度 を知 り、実測温 度 との差異 で き、 さらに水溶液 中の対流 を抑制 できるように
か ら過飽和度の融液内分布 を決定す る研 究を行 っ な り、結晶の質 を大 いに向上 させ ることがで きま
てい ます。 した。
現在、 ここに紹介 しましたテーマを中心 に、研
{.究 を進 めています。
新研究 室紹介(2)=ラ ンダム構造物質研究部 門
部門担当教授 松原英一郎
・ 平成ll年9月 よ り当部門 を担 当 してい ます。私 段 と して、ランダム構 造物 質を主な研 究対象 とし、
k
が金属材料研 究所 を知 ることにな ったのは、京都 ナノ ・メゾスケールでの構造評価に基づ く材料物
大学冶金学教室在学 中、本多記念会奨学生 に渡 さ 性発現機構 の理解 と材料 開発指針の提供 です。そ
れ る本 多光太郎伝 を通 してで した。現在 】号館玄 の ため、回折手法の新 しいランダム構造物質への
関 に残 されている木骨赤煉瓦の建物であった発足 適用 と共 に、新 しい回折実験装置の設 計 ・製作 お
当初 の研 究所 の様子 を読み、研 究における厳 しさ よび独 自の解析手法の開発 も重要な研 究課題 であ
や喜 びを垣 間見 た気 が しました。 それか ら20年 る と考 えてい ます。将来的には、回折手 法 として
余、金属 材料研 究のメッカである この研 究所の一 電 子線や 中性子 線 もX線 と併 用 してい く予 定 で
員 と して研 究する機会 を得 たことは、たいへ ん光 す。現在計画 して いる当面の研 究課題 を2、3紹 介
栄 に感 じる と共 に、 その重責 をひ しひ しと感 じて します。
い ます。
本研 究部門の 目標 は、回折手法 を主要 な解析手
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(1)溶 液化 学反応 を利用 した材料研究 の1次 元的な原子分布 を用 いることです。最近接
X線 異常散乱法、EXAFS法 、X線 異常小 角散乱法 領域 では、 この動径分布関数 を使 って原子相関な
な どによる溶液中の錯体構造解析 を用いて、電析 どを正確に決定で きますが、中距離領域では複数
機構、無電解 め っき機構 な どを中心に、 さまざま の原子相関が重な り合 ってお り、 その詳細 を予測
な錯 体 を用 い た化 学反応 機構 を考 察 して い きま す ることは難 し くな ります。そ こで、得 られたデー
す。溶液構造か らこれ らの機構 を考察す る試み は、 夕をで きるだけ精度 よ く決定す ることが必要 です
これ まで全 くな されておらず、 これ ら一連の研 究 が、そのためには実験 データをできるだ け波 数べ
はこれ まで にない新 しい知見 を提供す る と期待 さ ク トルの大 きいところ まで測定す る必要があ りま
れ ます。現在 と くに力を入れているの は、水素発 す。このためには短 い波長のX線 を用 いればよい
生触媒であるモ リブデン合金の溶液か らのめ っき わ けですが、波数ベ ク トルが大 き くな ると原子散
です。 これは燃料電池 などへの応用 と関連 し興味 乱 因子の値 も干渉 によ って小 さ くなって い き ま
が持たれ ます。 す。 そこで、試 料 を冷却 して熱振 動 をで きるだけ
抑 えて測定す るようなこ とも試み ます。 また、 中
(2)金 属 ガ ラスお よびナ ノ結 晶化 材料 の構 造評 性子 回折 と組み合わせ ることによ り、原子構造だ
価 とその物性 に関する研究 けでな く電子構 造 も実験的 に導出するこ とを試み
この研 究は、本研 究所 井上研 究室 との共 同研 究 たい と思 って います。
で行 っているプ ロジ ェク トです。本研 究室で はX
線異常散乱法、X線 小 角散乱法、EXAFS法 を用いて(4)湾 曲グ ラファイ トを用 いた回折技術 の開発
金属 ガ ラスの構造的知見 を提供 し、構 造的な立場 研究
での熱的安定性機構 を提 唱 してきま した。今後 は、 シー ト状のポ リイ ミ ドフィルムを重ねて圧 力下
これ までの研究成果 を踏 まえて、結晶化過程 も調 で焼 くことに より、大 きい曲率 を もつかな り複雑
べてい きます。そ して、 ナノ結晶材料作製の ため な形状の等方性 グラファイ ト結晶 を作製する技術
の構造的デー タを提供 する予定です。 また、複雑 を松下電器産業㈱ が開発 しま した。この技術 を用
に結晶相が混在 す る結晶化材で は局所領域の構造 いて トロイダル状の グラフ ァイ ト結晶 を作製 する
も重要であ り、X線 に よる試料全体 の平均構 造に こ とにより、集光倍率が200倍 以上の単色X線 を
加 え、電子線による局所領域構造解析 も行 います。 得 ることがで きます。 このよ うなX線 集 光素子 は
蛍光X線 イメージ ング装 置や微 小領域 回折装 置
(3)非 周期系物質の構造評価技術の開発研究 やX線 ホ ログ ラムな ど様 々な応 用が 考 え られ ま
非晶質系物質 の構造解析で一番 の弱点 は、構造 す。 このよ うな応 用装置開発の研 究 も行 い ます。
を記述するのに動径分布関数 と呼 ばれ る動径 方向
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研究所 と市民
1999年 度金研一般公開 を振 り返 って
実行委員長 今野 豊彦
昨年H月12(金)、13(土)の 両 日にわた って 一般公開を、小 中学校の スケ ジュールにいれて も
第3回 の金研一般公開が実施 され た。本稿では こ らい、で きれば授業の一環 として利用 していただ
の公 開の実施 にむけて貴 重な研究時間 をさいて活 くことであった。この趣旨の もと、8月 の始 めに仙
ピ・、 躍 された実行委員の方々、各研究室 で展示物の準 台市 内の小 中学校 に簡単 なポ スターを配付 した。
備 をされ、 また実際 に説明に当た られ た方 々、事 それ に先立 ち、一般公開のキャッチ コピーを作 ろ
務 サイ ドで公 開 をバ ックアップ して くだ さった うということにな り、所内公募 の後、「科 学の杜か
方々な ど、公開 に携 ったすべての方々を代表 して、 ら、21世 紀への贈 り物」「のぞいてみよう、先端科
一 般公 開に至 る経緯 ・当 日の状況等 を振 り返 って 学の世界 をi発 見 しよう、遙か な未来 を1」 の
みたい と思 う。 二つ を採択、ポ スター等の宣伝 に用 いるこ ととし
た。引 き続 き、9月 にはA2版 の正式なポスター を
【実行委員会発足の経緯 】 作製 した。前回のポ スターが業者 にデザイン等 を
6月 の知的情報管理 委員会 において今 年度 も金 依頼 して作製 したの に対 し、今回のポスターは企
研一 般公 開を実施す る方向が打 ち出 された。委員 画段 階か らのほ とん どの作 業 を副委 員長 とボ ス
会か ら依頼 を受けた私は、あ くまで も自主参加 と 夕一掛 との合 同チームで行 い、 コス トパ ッフ ォー
い うこ とを基 本 に各研 究室 に参加 の可能 性 を問 マ ンスの よい杜 の緑 を基調 とした親 しみやすいデ
い、同時に委 員会発足のための実行委 員を募 った。 ザインのポス ターとな った。このポ スターをIO月
この段階では草 の根的な準備委員会のよ うな もの に仙台市内の各学校や市民 センターな どの関係先
であ ったが、集 まって くださった方々の一般公開 に配付、 また、地下鉄駅構 内やコン ビニな どに も
に関す る意識 は高 く、初回の委員会は一昨年の一 掲示 をお願 い し、今回の イベ ン トの宣伝 に努めた。
般公開の反省会 も兼 ねて、活発な議論 が交 わされ さらに、II月 初 めには仙台市以外 の小中学校 に も
た。公開 を実施 する期 日等、大筋 案がで きた段階 配付 した。
で今年度の金研一般公開の実施 と実行委 員会 の発
足 を7月 の教授 会で承認 していただ き、我 々の活 【ホームページ】
動 は正式にス ター トした。 金研一般公開の概要 を小中学生 に事前に知 って
もらうことを目的に一昨年にな らい、今 年 もボー
【広報活動 】 ム ページ(HP)を 開設 した(ア ドレ ス:http://
まず、最初 に始 めな くてはな らない ことはこのkoho.imr.tohoku.ac.jp/young99/)。HPの 作成に際
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して、今 回のHPを この一般公 開のためだけに作 を各参加部門にいったん還 元 した後、各参加部門
成 するのか、あるいは、金研の(特 に小 中学校 に の了解 を得て、今 回の公 開の記録 として このHP
対 する)定 常的なアカウンタ ビリテ ィ発現の場 に は情報広報室の管理の もとで常時、 ブラウズで き
するか という位 置づけを実行委員会 のメンバー全 る状態 に してある。つ まり、このHPは 情報発現 の
員で討論 した。「一 般公 開」という単発 のイベ ン ト 場 として現在 も機能 してい るわけであ り、大勢の
と異 な り、HPは 定常的な情報発信の機能 を本来的 方々に再度ブ ラウズ していただ きたいと思 ってい
に有 するメディアであ り、作成す るサイ ドとして る次第 である。 また、 この種の一般 向 けHPを 今
この段 階でHPの 性格付 け を してお くことは必須 後、 どの ようにア ップデー ト・管理 し、定常的な
であ った。我々の結論 は、小 中学生向け常設HPを アカウ ンタビ リテ ィの発現 の場 として い くかは、
念頭 に今回のHPを 作製 す ることは実行委員会の これか ら所全体 で取 り組むべ き問題 であろう。
目的 と与え られた時間 をはるか に越 えてお り、今
回はあ くまで一般公開の存在の周知徹底 を第一の 【パ ンフレッ ト】
目的に考えよ うというものであった。 内容 は各参31の 参加 団体 が 日頃 どの よ うな研 究 ・活動 を
加部門に一任 し、一般公開に限定 したもので も、よ 行 っているのか、 また、公開当 日は どんな展示を
り一般的な小 中学生向け研究室紹介で も構 わない 行 うか といった ことが子供 で もす ぐにわか る親 し
と した。そ して、一般公開後のHPの 在 り方は公 開 みやす いパ ンフを作 ることを目標 にパ ンフレッ ト
が終了 してか ら改めて委 員会 で検討す ることとし 掛 が企画 ・立案 ・制作 を担 当 した。9月 に各研 究室
た。 に原稿 を募 り、 また、 同時 に表紙 や展示会場の配
この ような共通の理解 の もと夏休みか ら9月 に 置図の作製 を開始 した。 アモ ロフ ァスや磁石 な ど
か けて、各参加団体でそれぞれの展示あるいは研 各参加 部門の研 究内容 を象徴 す るアイ コンをHP
究内容 をわか りやす く説明す るファイル を作成 し と統一 させて各参加部門のページや 目次 に掲載す
た。最終的 にはHP掛 が子供 向 けに金研 と一般公 る こと、 また、今 回からカラーのペー ジを希望 す
開の紹介のページの作成 を行 い、個 々のフ ァイル る参加部門 と目次等 には使 用 して もらうな どの新
間の相互 リンクをはった後.IO月 につ いに金研一 しい試み を始め、 これまで以上 に分か りやす いパ{
般公 開HPと して リリース した。 この ように我 々 ンフレッ トとなるよ う努力 した。 また会場掛 との
実行委員会 で作成 したHPは 、一般公開用 と限定 連携 で、 それぞれの展示場所 の呼 び名 も訪問する
して開設 したわけだが、 このHPに アクセ ス して 側に とってあ ま り意味のな い#号 館○ ×な どとい
いただけば分 かる通 り、 この種の メディア として う表現 をやめ、展示会場○○番 とい う形式 に統一
はか な り完成度の高 いもの となっている。他の研 した。
究機関や大学 ・予備校等か らの評判 はなかなかの 完成 したパ ンフレッ トは親 しみやす く、好評で
ものであ り、 また、 こういった反響の 中か ら、逆 あ った。特 にカラーのペー ジが 「読 むパ ンフレッ
に、現在の子供 たちにいかに先端科学 を伝 え よう ト」か ら 「見て楽 しいパ ンフレッ ト」への脱皮が
か と努力 している方々の有 する共通の認識 を感 じ 効果的に行われたこ とを物語 っている。しか し、一
とることがで きた。 方でア ンケー トの結果 では参 加会場 を示 した見取
一般公開終了後、 それぞれのフ ァイルの著作権 り図が分か りに くい との意見 をい くつか ち ょうだ
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い した。それで も一 昨年の もの と比較 する とわか 小中学校 か らの授業 を兼ねた見学 とい うの は一件
るのだが、今 回の参加会場見取図はかな り改善 さ もな く、 そ ういったことを前提 に して きた金曜 日
れ ているはずだ。 これ以上 はパ ンフレッ トの問題 の開催 とい うや り方 に大 きな反省 を促 す結果 と
というよ り、所 内に点在す る各展示場 をいかに統 な った。(ちなみに一昨年 も授業の一環 としての入
一す るか、 とい う一般公開全体の企 画に関する問 場者 を金曜 日に迎 えた とい う記録 はない。)一 方、
題であ ると我 々実行委員 は考 えてい る。 二 日目は家族連 れや一 般 の方々が大 学生 に加 わ
り、600人 弱の入場者 数 とな った。これ ら、入場者
【会場準備】 の分布、 アンケ ー ト結 果 な どは実行委 員会のHP
外部か ら来 られる方 々に、「金研 は どこにあって に掲載 されてお り、その他 の舞台裏の情報 を含 め、
受付は どこか」 とい うこ とがわかる ように一番 丁 記録 として常時公開 されているので興味のあ る方
付近か ら効果 的にポ スター ・案内標識 等を掲示 す はアクセス して欲 しい。(後 述)
(る こと、あるいは会場 内での立 ち入 り禁止 区域、喫
煙場所の指定、 さ らには緊急時の連絡網 を徹底す 【案 内掛】
ることな どはすべ てたった4名 の会場準備掛の仕 「所 内に点在す る展示会場」とい う現在 の一 般公
事であ る。この掛のお陰で当 日、金研 内外に数10開 の形式の大 きな欠点を補 うのが公開 日当日の案
種 に及ぶ標識が張 り巡 らされ、来訪者 が迷わず に 内掛の活躍であ る。外 回 りの誘導 を担 当する掛 と
各展示会場 を回 れ、 また、不用意 な危険 にさ らさ ツ アー を担 当す る掛 とに仕 事 は大 き く分 け られ
れない ように との配慮 を徹底 して行 うこ とが でき る。前者 は多数ある金研への入 り口か ら2号 館の
た。今 回の会場準備の特徴は前回に も増 して、来 受付 までの誘導 を担 当、後者 は所内 に入 ってかっ
訪者 に親 しんでいただけるアイデア を様 々な個 所 てがわ か らな い来 訪者 の方 々に対 し要領 よ く約
に盛 り込 んだことだと思 う。例 えば、 エレペー タ90分 でい くつかの展示 会場 を巡 るツアーを担 当
内の表示、排他的な印象 を与えるこ とを極力 さけ した。すなわ ち現在 の金研 の一般公開では、最後
た 「立入禁止」の表示 、車での入場 をご遠慮 して の段階 において、入場者の方々 と我々受け入れサ
いただ く旨の表示な ど、一 つ一 つの標識 には心の イ ドとが一対一 で対応す ることによ って、各展示
こ もった表現が溢れて いた。 さらに今回、渉外掛 会場への誘導 をはか っているのである。
の判 断で、万一の事故 に備 えて傷害保険 に加入 し、 ツアー コンダクターは一定の時間を束縛 され る
万全 の体制 で臨んだ。 ので、主 に金研 に所属す る学生 の方々にアルバイ
トととして参加 していただ いた。 「ラ ッシュ」時 に
【当 日】 は約IO分 間隔 で出発 す るツアーが間に合わ ない
当 日は初 日が あいに くの冷 たい雨、二 日目は逆 ほ どの盛況振 りであった。 これ らのバ イ トの学生
に快 晴、 という天候 であ った。入場者分布 をみ る の方 々の意識は我 々委員会サイ ドの頭が下が るほ
と、初 日は午後2時 過 ぎまで行われ た機器分析研 ど高 く、第一線において大活躍 していただいた。参
究会 の出席者の方々、また、県立 工業高等学校、東 加者 によるこのツアーの評価 はかな り高 い。やは
北工業大学な ど、団体の来訪者 の方々が多 く、400り 、初 めて金研 に入 った方々に とっては、展示会
人弱 の入場者数 を数 えた。 しか し、期待 していた 場が分散 する所 内はわか り難 か った ようであ る。
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現在 の展示 会 場分散 形 式で一 般公 開 を続 ける限 我 々が本 当に期待 していた児童生徒、特 に中学生
り、 この案 内掛 による一対一の誘導 は必須 である の比率が極端 に少ないの は、最近 の理系離れ を反
と思 われる。 映 しているといって しまえばそれ までだが、一研
究所 の一般公開 とい う範 ちゅうを越えた 日本の将
【スタンプラ リー】 来にかかわ る大 きな問題 だ と思 うのは実行委員の
一 昨年か らの伝統 を踏襲 した一般公 開の一 つの メ ンバー だけであろ うか?
出 し物が スタンプラ リー とラ リー修 了者に与え ら
れ る未来 博士号 である。今回 は大学入学か ら博 士 【一般展示】
課程修了 までの9年(考 えてみ る と長 いものだ)に31の 展示 会場 におい ては様々な工 夫が凝 ら さ
相 当す る9個 のス タンプを集 めて もらうこととし れ た展示 内容 の紹介が行われた。 その一つ一 つを
た。しか し、レポー トと称 する一般公 開の アンケー ここに紹介 す るわ け には いかな いのが残 念 であ
i
トの提 出や講演 会 もこの枠 に含 まれて いるので、 る。 どの展示 も創作者の意気 込み とアイデアに満
負担 になってはいない。各展示場 で展示内容 に関 ちた ものであ り、 「義務的なアカウ ンタ ビリテ ィ」
連 した質問 とその答 えをキー ワー ドの として書 い を遙か に凌駕 した レベルの高い内容 を持つ もので
て もらうの だが、前回 までは形式が不揃 いで来訪 あった。実行委 員長 として借越 であるが、 この場
者 か らみて分か り難 いという声があ り、今 回、A4を お借 りして展示 の企画準備 にあた られた職員 ・
のパネルで統一形式の質問板 を作成 し、一 目見 て 学生の方 々に心か ら敬意 を表 した い。私個人 とし
スタンプラ リーを実施 して いることがわかるよ う ては、 この ような展示 をさ りげな く行 って しまう
に した。 各参加 団体の恐 ろしいほ どの実力が もったいない
一方、未来博士号の授与 は本多記念館視聴覚室 と思 うと同時 に、材料 の重要 さをもっと社会 に、特
において極 めて おごそか に行 われた。3名 の書道 に、一人 で も多 くの小中学生 に知 っていただ きた
家の先生の直筆 で未来博士号取得者の名前 を証書 いと切望 している次第である。一般公開 とい う限
に記 していただ き、一名一名 に博士号 を授与 した。 られた場以外 に、 これか らの大学 というのは、研
今後 もこの ような手の込んだ未来博士号の授 与方 究者の負担 を最小限 に保 ちつつ、 こ うした社会 に
法 が適切か どうか とい うことは議論の分かれ ると 対す る情報の還元 を定常的に行 ってい くことが必
ころだが、 いずれ に して も今 回、歴代の名誉 教授 要なのではないだろうか。今回、3度 目の金研一般
のお写真 を仰 ぐ厳 粛な雰囲気 の中で証書の授与が 公開 は各参加 団体が そのポテ ンシ ャル を十分 に有
行 われたことは、未来博士号取得者の側か らす る していることを体現 した もの といえる。
と印象深か ったよ うだ。
また、残念 なが らこれ まで過去2年 の未来博士 【講演会】
号取 得者の 記録 がなか ったので、今 回は どのよ う 今 回の一般公開の もう一つのメイ ンイベ ン トが
な方々に授 与 したのか という記録 をきちん と残す 藤森所長 と松 井教授 による一般聴衆 を対象 とした
ことに した。2日 間で計326名 の方々に証 書 を授 講演会 である。 タイ トルはそれぞれ 「役 に立つ不
与 した。うち、団体で きた大学生 が33%を しめ、他 思議 な磁気の話 し」と 「ミニ太陽をつ くれ」。30分
に小学生が15、 高校生 が7、 中学生 が3%で ある。 ずつの講演 は小 中学生 に も丁度 よい時 間配分 で、
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会 場 とな った講堂 が あふ れ るほ どの盛 況振 りで な情報が配 られ、期限が迫 った時の緊 急の連絡事
あった。 お忙 しい中、普段 とは異 なった聴衆 相手 項、あるいは実行委員会での決議 もれ事項な どの
の講演 を快 くお引 き受け して くださった両先生 に 重要な情 報の周知徹底 に非常に役 にたった。 ま
この場 を借 りて、委員会 を代表 して感謝 したい。こ た、各予算の執行、決算な どはたった一人の会計
の講演会 もビデオ に収め、CD-ROMと して 「閲覧」 掛 にボ ランテ ィア としてその任 を果 た していただ
で きるように してあ る。 希望の方 は実行委員 を努 いたが、予算 等の執行 ・管理 システムは実 に しっ
めた方 々に問 い合わせて欲 しい。 か りと した ものであ って、各参加 団体 ・掛問の連
絡 に問題 は生 じなか った と思 う。
【獄 黎 藁 ∴ コ 縢 騨 りfic:'・LNてr
(公 開を実施、 その後 アンケー ト結果や入場者の分 今回の金研一般公開 も無事終了 した。我 々はで
析 な どを行 い、12月 に実行委 員会 として一切の仕 きる範囲内で万全の体制で臨み、 また、各参加団
事 を終 了 し、委員会は解散 した。 この間、我々は 体の展示内容 も金研の一般公開 として先 に述べ た
9回 の実行委 員会 を開 き、一般公開の理念 か ら技 ように充分、世間に誇れる もの であ った。しか し、
術 的側面 まで を幅広 く議 論 した。また、各掛 に至 っ ここで自画 自賛す ることな く、今 回で3回 目の一
ては数 え きれ ないほ どの会合 を開 き、実務面で落 般公開 を冷静に分析す ることが、今後 の金研 一般
ち度 のないよ う準備 を重ねて きた。 この間の委員 公 開の在 り方を考 える上で重要 なのだ と思 う。
会 の活動経緯、議事録、予算決算、各掛の記録な 一般公開後の実行委員問の反省会 での一番の焦
どの舞 台裏 の記録 の一切 は実行 委 員会 のホーム 点 となった ことは、入場者が し000人 弱であ り、一
ペー ジ(http://hiraga】b .imr.tohoku.ac.jp/open一 昨年 に比べその数 は増 えたものの、特 に最初、念
house/openhouse.html)に 掲載 してあ る。 このHP頭 において いた小 中高校生の全 入場者 に対す る割
は7月 の委員会の発足時か ら、委 員の問の共通の 合 が少ない ことであった。 この結果 は、我 々が内
プラッ トホー ムと して機 能 して きてお り、現在 も 側 か らみた金研一般公開 というイベン トと、世間
archiveと して いつ で も閲覧 で きる状 態 に してあ 一般、特に小中学校の児童生徒 ・先生 か らみた こ
る。予算等、立 ち入 った情報 もあ り、不用意 なア の公 開との意識のずれが、 まだ まだ大きいこ とを
クセス を避 ける ためのパ スワー ドをか けて あ る 如 実に物語 っているように思 う。万人 が理系 に進
が、基本 的には公開 しているので、興味 ある方 は むわけではない し、 け して この公 開への参加 を強
お近 くの前実行委員か私か ら(e-mailで)ユ ーザー 要 することはで きないが、それに して も、我々実
ID等 、必要 な情報 を入手 されて、是非一度 ブラウ 行委員 は将来 を背負 って立つ科学者 の卵が もっと
ズ していただ きたい。 多 く金研 を訪れ、何か を感 じ取 って もらうこ とを
一方、今 回の実行委員会の もう一 つの インフラ 期待 していた。 しか し現実の結果は厳 しい もの で
と して効果 的に機能 したのが、実行委員 問の メイ あ り、今後の地道な努力 によ り、地域 の人 々に もっ
リング リス トであった。所定のoh99memと いう ともっ と開 けた金研 を築 き上 げてい くこ との必要
ア ドレスにメイル を送 るだけで全 実行委員 に必要 性 を教 えて くれた。
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また、一般公開の実施方法につ いて も大 きな間 こ ういった問題 に関す る改革の意識がや っと芽生
題提起があ る。一 昨年の一 般公 開に引き続 き、今 え始 めて きたばか りであ り、一般公開に して も し
回の一般公開 もボ ランテ ィア として集 まった研 究 ば ら くは今回同様、研究者 自身が企画段階か ら音
者 が企 画段 階か ら広報 を始 め とす る各掛の業務 、 頭 をとって進 めていかなけれ ばな らな いだろ う。
当 日のすべ ての対応 、そ して事後の整理 までを責 膨大 な負担 を考 える と躊躇 して しまう。が、 しか
任 もって実施 した。 しか し、 この研究者 にすべて し、 それで も一人の小学生が液体 窒素 で凍 った花
頼 った実施形態 を決 して既成事実 としていただき に 目を輝か し、磁石や超伝導 の秘密 に驚 く姿がそ
た くないのであ る。私 事で恐縮 だが、私 自身、民 こにある限 り、行 ってい くべ きイベ ン トなの だと
間企業 に勤務 して いた時代、毎年、 この ようなイ い うことを我 々実行委員一同、疑 わない。
ベ ン トを経験 し、 また、学生 として長 い間、米国 最後 にこんな夢を綴 って本稿 を閉 じたい。
の私立大学 に籍 をおいた時 も同様の イベ ン トを経
験 してきた。 しか し、 この金研の一般公開の よう20年 後 のある春 の一 日の風景 です。金研の一研
に純粋の研究者が企 画段 階か ら、 当 日の接客、そ 究室 に今 年 もまた新 しい学生 が配属 にな りま し
して事後の処理 まで をほ とん ど全責任 を もって行 た。
うこ とは極 めて異例 である と言わ ざるをえな い。 先生:「 どうして金研 に来たの?」
民間のセ ンスであれば高い給料 を払 ってる研 究者 新入生のH田K子 さん:「 あの一、私、小学校の時
にこの ような業務 を任 せるこ とは損失 につなが る か ら毎年、金研の一般公開に連れて来 られてたの
か らであ る。では何故、金研 における一般公開が で、 な んか 、 当 た り前 の よ うな 気 が して_」
この ような実施形態 をとらざるをえなか ったか と
い うと、端的 に言 って、現在の東北大学 には大学 そ して、さらに20年 後、ある新 聞の見 出 しです。
を経営す るという意識 がほ とん どないか らなので 「常温超伝導、ついに実用化の運びへ。送電 ロスが
ある。その結果が、本来 な らば極めて重要なアカ ゼ ロ、国は リニアモー ターカーネ ッ トを実現化 の
ウンタ ビリテ ィ発現 の場 であ り、宣伝の場である 運びへ。また、この材料 を設 計・合成 したH田K子
一般公開 を、研 究者 とい う素人 にその企 画か らす 氏は ノーベル物理学賞受賞決定!」 ・・・…,
べ てを任せ る形になっている。 この ようなイベ ンYoumaysayl'madreamer.But1'mnottheonly
トは本来は、大学 を経営 する側、金研であれば所one.lhopesomedayyouwilljoinus.Andtheworld
長 ・事務部 ・情報広報室 を中心 に、所の情報公 開willbeasone.
をいか に効率的に進 めてい くか という専門の常設 〈付 録〉
部局 を作 り、そ こが中心 になって推進す るのが本 ○パ ンフ レッ ト抜粋(P.72参 照)
来のや り方なのである。 この よ うな広報や情 報管oホ ームペー ジ抜粋(P,73参 照)
理 に関す る本 学の意識 の遅れ は特許 管理体 制な ど0実 行委員名簿(P.75参 照)
に も現れて いる。残念 なが ら現在の東北大学には
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で'き な試料体積 を得 るために、 よ り大型の装置 を設 年推進 してこ られた高圧 力を用 いた新物質の創製
置 する動 きが盛んであ った。 それ らの装置 を使 っ の最新の技術的進歩 を概観 し、動的圧縮、静的圧
た研 究 もいろいろ と成果 を挙 げて きたが、最近は 縮な どそれぞれの分野 における技術 的特色 を生か
む しろ、極微小試料の解析技術や極短時間の計測 した今 後の研究のあるべ き方 向を議論 しようと企
技術 の進歩 に支 え られ、 きわめて小型の装置でよ 画 された ものであ る。
り極端 な超 高圧超高温条件 を発生 し、豊富な情報
を得 る方向へ と研 究が進展 しつつある。 また研 究2,研 究会報告
の対象 も、比較的簡単な元素 や化合物、地球 深部 標記の研 究会 は平 成11年6月3日 一4日の2日
関連 の物質 だけでな く、物理化学 的に興味のある 問にわた り東 北大学 金属材 料研 究所 で開催 され
多様 な物質へ と拡が りつつある。 た。 この分野の第一 線で活躍す る研 究者 を中心 に
金研 では長年、 この ような高圧科学 の分野で学 約40名 の参加者があ り、2日 間にわた り講演 と活
界 をリー ドする研究が数多 く行 われて きた。そ う 発な討論が行われ た。プ ログラム を次に示す。
した中で、 この春 には金研 で28年 間にわ た り、2
[プ ログラム]
日時:平 成Il年6月3日(木)-6月4日(金)
場所:東 北 大学金属材料研 究所本 多記念館
6月3日(木)
13=30-13:40は じめ に 八木健 彦(東 京大学 ・物性研究所)
座長;庄 野安彦
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13:40-14:00戦 略的基礎研 究t'超高圧 ・超 強磁場 ・極低温一複合極限の生成 と物性研 究"で 目指 してい
る もの 遠藤将一(大 阪大学 ・極 限科学研究セ ンター)
14:00-14:20固 体のユ ゴニオ計測の高精度化 と衝撃誘起相転移の研究
真下 茂(熊 本大学 ・工 学部)
14:20-14:40強 力衝 撃波発生装置の導入 と新物質探索研 究 関根利守(無 機材質研 究所)
14;40-15;00衝 撃圧縮研 究の新展開一時間分解X線 回折 ・ラマン散乱実験
近藤建一(東 京工業大学 ・応 用セラ ミックス研 究所)
15:00-15:20衝 撃成形法による磁性材料の開発 斉藤哲治(千 葉工業大学)
15:20-15:50休 憩
座長:八 木健彦
15;50-16:10岩 塩型構 造 を有 する遷移金属 酸化物の高圧挙 動
野 口雄一(東 北 大学 ・金属材料研 究所)
16:10-16:30ダ イヤモ ン ドア ンビル によるメガバール領域 でのX線 回折実験
近藤 忠(東 北大学 ・理学部)
16:30-16:50放 射光 を用いた地球物質の研 究 鈴木 昭夫(東 北大学 ・理学部)
16:50-17:1011-VI族 半導体の高圧相転移 草場啓治(東 北 大学 ・金属材料研 究所)
6月4日(金)
座 長:近 藤 忠
9;30-9:50ダ イヤモ ン ドアン ビルセル とYAGレ ーザー加熱 を用いた
高温高圧下 での新物質の創成 と単結晶育成 長谷川正(東 京大学 ・物性研究所)
9=50-10:10ア ル カ リ金属 一 遷移金属 金属 問化合物の高圧 力を利用 した合成
阿籐敏行(東 北大学 ・金属材料研究所)・




II=00-11:20高 水素圧下 における超多空孔金属の創製 深井 有(中 央大学 ・理工学部)
Il=20-rl:40ベ ル ト型装置 を用 いた新材料探索 一 周期律表 を眺めなが ら
滝沢博胤(東 北 大学 ・工学部)





13:30-13:50キ ュー ビック アンビルプレスを用いた超伝導酸化物の合成
山本文子(超 電導工学研 究所)
13=50-14:10高 圧力 を利用 した新超伝導体の創成 城谷一民(室 蘭工業大学 ・工 学部)
14:10-14:30ぺ ロブスカイ ト型 高圧相の相平衡 と熱力学的安定性 赤荻正樹(学 習院大学 ・理 学部)
14:30-14:45休 憩
座長1深 井 有
14:45-15:05地 球深部物質の結晶成長 武居文彦(大 阪大学 ・理学系研 究科)
15:05-15=45遷 移金属酸化 物 と超 高圧研 究 庄野安彦(東 北大学 ・金属材料研 究所)
3.成 果 に、 実験技術 に関するバ リアーが低 くなれば、よ
初 日前半は、多重極限 と衝撃圧縮 の分野 におい り多様 な研究者 が参入 し、面 白いアイディアに基
て最近推進 されている大型 プ ロジェク トの概要 と つ く研究が進展する と期待 される。最後は庄野先
成果が報告 された。 また後半 には、 シンク ロ トロ 生 による金研 での長年の超高圧研 究の まとめで研
ン放 射 光 を用 いて行 った極 限条件 下 のX線 その 究会 が締 め くくられた。
場観察実験 に よる研 究報告が行われた。 これ らは
いずれ も最新の科学技術 と大型の予算 をつ ぎ込む4.ま とめ
こ とに よっては じめ て可能 となった研 究で ある。2日 間 にわた る研 究会の発表の 中で、超高圧 を
2日 目は まず、 ダイヤモ ン ドアン ビル装置 を使 い 用 いた さまざまな新物質創製の試 みの、最新の状
こな して得 られた新物質合成の研 究報告がな され 況が明 らかにされた。従来 しば しば、圧力は温度
た。 ダイヤモ ン ドアンビル装置 は試料室が きわめ に較 べて物質の性質に対す る影響 が小 さいと考え
て小 さ く、得 られ る試料 の量が 少ない という欠点 られて きた。 しか し最近の超高圧 実験 における圧
はある ものの、極端な高温 高圧条件 を生成で きる 力領域 の拡大 はこのよ うな考 え方 を覆 し、温度変
ことや、気体試料 を取 り扱 えるこ とな ど、従来の 化 に劣 らず多様な物性 の変化が、圧 力変化 によっ
高温 高圧実験 にはな い特 色を持 ってお り、今後の てもた らされることが明 らか にされて きた。 シン
ー層 の発展が期待 され る。2日 目の午前後 半か ら クロ トロン放射光 をは じめ とす る極微小試料か ら
午後にかけては、キュー ビックプ レスを用 いた、さ さまざまな情報 を得る実験技術の発達や、極短時
まざまな超伝導酸化物 をは じめ とする新物質の合 間の計測技術 に支え られた新 しい衝撃 実験技術の
成 の研 究が紹介 された。従来超 高圧実験 というも 発達 によ り、 実験可能 な圧力温度領域 は今後 もさ
のはかな り特殊な もの と考え られて きたが、 この らに拡が り、新 しい物性 を持 った物質 も次 々と創
ような分野 では、最近 は装置その ものが取 り扱 い られてい くと期待 される。超高圧研 究におけるそ
易 くな り、高圧装置が いわば"高 圧 電気炉"と いっ の ような、今後の発展 の展望 を得 るために大変役
た捉 え方で使われ るようにな って きた。 この よう に立つ研 究会 であ った。
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研魔会報告《2)=
準 結 晶研 究 会
藥 安 邦(金 属 材 料 技 術 研 究 所)
1,は じめに は周期方向 においてやや大 きいとい う結果が得 ら
準結晶の研 究は、金属 、物理、数学 および建築 れた。後半では、準結晶の電気伝導、光伝導、電
学な ど多 くの分野での発展が進 められて いる。本 子ス ピン共鳴 および電子分光な どの手 法を用 いて
研 究では、 それ ら異分野 の研 究者 を一堂 に会 して 準結晶の電子物性 を電子構造 と対応 させて議論 さ
議論する ことによ り、国内の準結晶研 究のポテン れた。電子エネルギー損失 スペ ク トル の測定 によL
シャル を高 くす ると共に、斬新 な知見 を得て準結 り近似結晶の擬 ギ ャップを捕 らえ、準結晶への近
晶研 究にブ レー クスルー をもた らす ことを期待 し 似 度の違 いで ギャップの深 さが異 なる との報告は
て開催 された ものであ る。6月16日 ～18日 の3日 特に興味が引かれた。午後前半では中性子散乱 に
間 にわた って金研 の講堂 にて開催 された。研 究会 よるフ ォノンと磁気散乱の測定が報告 され、準結
には、49件 の発表 があ り、74名 の参加者 が出席(登 晶構 造の対称性 に対応 した磁 気散乱 が観測 され、
録者のみ)し た。 準結晶には短距離iのある種の準周期的 な磁気構造
が形成 されているこ とが提案 された。 また、 コン
2.研 究会報告 ピューターシ ミュ レー シ ョンによる近似結晶 と準
16日 の前半では、主 として構造 と電子状態 に関 結晶のブ リルアンゾー ンの3次 元可視化 も非常に
す る理論計算 であ り、準結晶特有の乱れ と構造 に 興味 が注がれた。午後の後半 では、多面体 と正20
起因する電子物性 について議論 された。後 半では、 面体 準結晶 の構造 が 中心 であった。"準 結晶 と建
準結晶の試料作製 と機械 的性質 について数件の発 築"と 題す る講演が行わ れ、準結晶 が発見 される'
表があ り、準結晶中で正20面 体対称性 に対応 した 前 に正20面 体 と準周期構造 がすで に建 築 に応 用
エ ッチ ピッ トが観 測 されたこ とや、準結晶の高圧 されていたこ とが紹介 された。 また、 多次元半正
に対す る高 い安定性(70GPaま で安定)の 報告が 多胞体の多 くの応用例 も示 され た。
注 目された。 また、機械 的性質では、準結晶 中のAトPd-Mn正20面 体準結晶の構造 モデルの投影
転位の熱活性化 運動は結 晶転位のパイエル ス機構 法 から得 られた原子 ク ラスターは、X線 回折法 か
による運動 と類似 していることが提案 され た。 ら求め らた現 実の近似 結 晶構造 中の原 子 ク ラス
17日 の午前前半 では、熱的 と力学的性質 に関す 夕一とほぼ同 じであ ることか ら、既知の正20面 体
る発表が主 で、6次 元格子 常数 の温度依 存性 か ら 準結晶構造 モデルは よい近似 にな って いるこ とが
熱膨張係数の見積 もり、 高温比熱か ら高温相転移 明 らか となった。
の観測、2次 元準結晶 中の拡散係 数の測定等の発18日 午前では、準結晶の関連結晶の構造 につい
表が あった。2次 元準結晶 中のCoの 自己拡散係数 て論 じた発表が主であ った。六方晶一準結晶問の
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相転移 が観測 された ことか ら、投影法 では近似 結 的だった。全体 の発表 を見渡 して、良い試料 が得
晶 として記述で きない ものの、 この六方晶は準結 られ るようにな った こともあって物性 測定 とその
晶構造 に深 く関連 した もの と結論 された。また、こ 議論 がかな り精密 になってお り、準結晶に対 する
の既知 の六方晶構造には大 きな原子 クラスターが 理解が着実に進んでいるこ とが読み取れた。特筆
存在 しないこ とか ら、 この種 の準 結晶に も大 きな すべ きのは準結晶構造 につ いて新 しい実験 事実に
原子 クラスターがな いと推論 された。 また、準結 基づ き、新 しい考え方 が提案 され た。従来の準結
晶の構造 を一種の変調構造 と して見 なす考 え方 も 晶の構造 は大 きなク ラスターを基本 と し、 このク
示 された。 この他 に、原子ク ラスターを主体 と し ラスターが準周期 かあるいは周期的 に配置する こ
た新 しい近似結晶の構造が解 かれた。 また、単準 とによって、準結晶あるいは近似結晶 にな ると一
結晶X線 回折 法 に よ り相変 態 にお け るフ ェイ ゾ 般的に信仰 されて いた。今 回の研究会では異な る
ン歪みの役割 を調べた報告があ った。午後の最後 考えが提案 された。そ うだ とする と、投影法で結
のセ ッシ ョンでは、主 と して高分解能原子像 に基 ばれた準結晶 と近似 結晶の関係が崩れ ることにな
づ き、 準結晶 と近似結晶の構 造が盛 んに議論 され る。今後、 この点が議論 を呼 びそ うで、準結晶の
た。特 に準結晶 中に大 きな クラスターがあるか ど 構 造研究 も新 しい局 面 を迎 え るよ うな予 感が し
うかは、議論の焦点 になっていた。 この点 は今後 た。
の準結 晶の構 造研 究の 争点 に な りそ うな感 じで
あった。最後 に、フラクタルの 占有領域 を12回 対4.ま とめ
称 の2次 元準結 晶の構造 を再現する とい う試 みが 今 般、発表内容、 出席者 、議論 のポ テンシャル
された。 を見れば、研究会 は成功である と言 えよ う。準結
晶研 究 自身は、 多 くの興味深 く新 しい知見が得 た
3.成 果 とは言え、準結晶研 究 を盛 り上 げるには、応用 と
研 究会 には約74名 の研究者が参 加 し、3日 間に 新合 金の開発が欠かせな い、 と全体 の研究者が共
わ たって興味深 い研究結果が発表 され、 また、熱 通に意識 している。次回の研 究会 を開 くまで、大
をこもった議論 が行われ、 日本の準結晶研究のポ きな進展が期待 され る。最後に、今 回の研究会の
テンシャルの高 さを物語 って いる。特に、最後の 世話に尽 力され た平賀先生 をは じめ、平賀研究室
発表 までほぼ同 じ人数 で聴講 していた ことが 印象 の方々に深 く感謝す る。
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「結 晶 粒 界 とそ れ に 関 わ る諸 現 象 」
代表 者 佐 久間健 人(東 京 大学 大学院工 学系研 究科教授)
Lは じめに とんど開催 されていなかった。 また、「濡れ性」や
「超塑性の新 しい展開」が文部省の科学研究費特 「ガラスの粘性」など超塑性に関連深い特性であり
定領域研究(平 成8年 一lO年度)に 採択 されて以 ながら研究会のテーマとして取 り入れられること
来、超塑性およびその関連分野の研究が著 しく活 が少なかった分野に関しても、これらに関する研
ノ
性化 している。 この特定領 域研 究に おいては、 ナ 究者 の参加 を得て、学際的な見地か ら超塑性 とい
ノ結晶材料(合 金、金属 間化合物)、 非平衡材料、 う現象 の本 質 を理解 す る必要が あ る と考 え られ
ファイ ンセ ラ ミックス材料 などにお ける超塑性発 る。
現 に対する材料組織、構 造因子、高温変形特性、粒 本研 究会 は、上記のよ うな背景 を基に、超塑性
成長、相変態 な どに関す る詳細な実験 を行 い、現 の発現 に最 も関連の深 い結晶粒界 とそれに関連す
象 の本 質 を総合 的に解析す るとともに、超塑性現 る諸現象 に焦点 を しぼ り、超塑性現象 に関する最
象 の力学的本性 を理解、記述す るための理論 的整 近の実験結果の整理 とそれに基づ く理 論的整備 を
備 、マク ロな超塑 性変形 と ミクロな変形機構 を統 進めるために企画 された。
合する力学系の確立、微細粒境界解析 法の超塑性
解析 への適用 な どを研究 目的 と している。2.研 究会報告
これ までの超塑性 に関す る研 究か ら、超塑性の 研 究会 は平成11年7月30(金)、7月31(土)の
発現 には 「粒界 すべ り」 をは じめ とする粒界 にか2日 間 にわた り、東北大学金属 材料研 究所講堂 に
かわる さまざまな現象が複雑に関連 しているこ と おいて開催 された。 プ ログラム は以下 の通 りであ(
が明 らかに され ている。 しか しなが ら、 これ まで る。
「粒 界」を主 テー マ とした超塑 性関連の研 究会 はほ
7月30日(金)
挨拶 佐久 間(東 大)
座長 広橋(千 葉大)
14:00-14:40(1)基 調 講演 「粒界工学の展望」 東北 大 渡邊忠雄
座長 川原(東 北大)
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「界 面 す べ り」
14:40-15:20(2)基 調 講 演 「粒 界 す べ り ・移 動 の 転 位 機 …構 」 横 浜 国 大 福 富 洋 志
15:20-15:40(3)「Cu-Mo人 工 積 層 複 合 材 料 の 界 面 す べ り挙 動 」 九 大 吉 田 冬 樹
座 長 連 川(東 北 大)
「粒 界 破 壊 ・キ ャ ビ テ ィ の 発 生 と粒 界 性 格 』
15i40-16=20(4)基 調 講 演 「界 面 破 壊 と界 面 構 造 ・粒 界 性 格 」 阪 大 柴 柳 敏 哉
16:20-16=40(5)「 超 塑 性 変 形 に お け る キ ャ ビテ ィ の 発 生 と粒 界 連 結 性 」
東 北 大 ○ 小 林 重 昭 、 連 川 貞 弘 、 渡 邊 忠 雄
16:40-17=00(6)「SiO2ffk量 添 加 ジ ル コ ニ ア(3Y-TZP)の 超 塑 性 特 性 に 対 す る キ ャ ビテ ー シ ョ ン の
影 響 」 金 材 技 研 ○ 森 田孝 治 、 平 賀 啓 二 郎
7月31日(土)
座 長 本 橋(茨 城 大)
9;OO-9:40(7)特 別 講 演 「トラ イ ボ ロ ジ ー に お け る 界 面 問 題 」 東 北 大 梅 原 徳 次
座 長 花 田(東 北 大)
「粒 界 の 化 学 的 性 質 と 物 性 」
9=40-IO:20(8)基 調 講 演 「ガ ラ ス 融 体 の 物 性 」 九 大 森 永 健 次
10:20-lI:00(9)基 調 講 演 「濡 れ の 原 子 論 」 阪 大 野 城 清
座 長 古 城(阪 大)
II=00-Il:20(10)「 セ ラ ミ ッ ク ス 多 結 晶 体 中 に 残 留 す る粒 界 ガ ラ ス 相 の 粘 性 の 評 価 」
京 都 工 芸 繊 維 大G.Pezzotti
II:20-II:40(ID「Structure,segregation,compositionandbondingofgrainboundaryinSi-based
ceramics=Stableandunstableinterfacialphases」JSTHuiGu
II:40-12:00(12)「 ア ル ミナ セ ラ ミ ッ ク ス の 高 温 変 形 と粒 界 電 子 構 造 」
東 大 ○ 吉 田 英 弘 、 幾 原 雄 一 、 佐 久 間 健 人
挨 拶(事 務 局);
3.成 果 お よ び ま とめ 性 能 ・多 機 能 を も っ た 構 造 材 料 、 機 能 材 料 の 設 計
渡 邊(東 北 大)は 「粒 界 工 学 の 展 望;高 温 材 料 開 発 へ の 社 会 的 要 求 が 強 ま っ て きて い る現 状 を指
の 粒 界 設 計 ・制 御 」と題 し た 基 調 講 演 に お い て 、 高 摘 し、 こ の よ う な 時 代 の 要 請 の 中 で 、 結 晶 粒 界 お
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よび異相界面、表面の設計 ・制御 に基 づ く材料設 の発現 に は粒 界 すべ りの促 進 とキ ャビテ ィの発
計 ・開発が次世代の材料開発 の新 しい方策 と して 生 ・粒界破壊の抑 制が必要 で、そのためには粒界
世界的 に注 目されて きて いることを述べ た。また、 微 細組織 の最適化 が不 可欠 で ある こ とを指摘 し
界面制御 によ り材料の高性能化 がはか られ た実例 た。 その上で、組織最適化 に関す る基礎知見 を得
を紹介 した。 るために、AI-Li系 合金 を用 いて結晶粒経分布、結
福富(横 浜国大)は 、粒界 すべ り ・移動の素過 品粒方位分布、粒界性格分布 、粒 界連結性 などの
程 に関す る研 究 につ いて、 方位制御 した種 々の性 多結晶組織因子 を定量評価 し、超 塑性変形挙動 に
格の粒界 を有す る双結晶 を用いた精密 な実験 を紹 及 ぼすそれ らの組織因子の影響 を調 査 した結果 を
介 し、粒界すべ り ・移 動を粒界転位のすべ りと上 報告 した。その中で、粒界すべ りが容易 なランダ
昇運動 によ り説明 した。 その結果 を基 に、粒界す ム粒界存在頻度 を高め ることは必ず しも超塑性変
べ りの転位モデルか らみた超塑性 における微 細粒 形の発現 につながる もので はないこ と、超塑性変
の意味 につ いて、粒界 すべ り硬化の抑制 と粒界へ 形にと もな って生 じるキャビテ ィは、 ランダム粒
の転位 の供給 という観 点か ら考察 した。 界が2つ 以上連結す る粒界三 重点において特 に顕
吉田(九 大)はCu-Mo人 工積層複合材料の異相 著 であ ることを示 し、粒界性格分布 に加 え、粒界
界面すべ りに関 して報告 し、異相界面すべ り挙 動 連結性が超 塑性変形の発現 に対 して重要な因子 と
は界面構 造の影響 を強 く受 けること、異相界面 す なることを述べ た。
べ りは界面上 あ るいはその近傍 での転位 の上 昇運 森田(金 材技研)は 、SiO2微 量添加 ジル コニアの
動 に律速 されている ことを示 した。 超塑性 変形特性 に影響 を及 ぼすクラック状 キ ャビ
柴柳(阪 大)は 、Cu-Ni合 金の高温粒界破壊 と粒 ティの形成 ・成長過程 について報告 した。キ ャビ
界性格分布 との関係 について報告 した。粒界破壊 ティは粒界三重点 に形成 されたガラスポケ ッ トを
の多 くは ランダム粒界 で生 じていること、また、高 起点 と して形成 され、変形 とともにガラスポケ ッ
温での変形条件 とボイ ドの形成量 との関係 を粒界 トか ら粒界 に流れ込んだガ ラス相 に沿 ってク ラッ
性格 と関連づけて整理 し、変形初期 では ランダム ク状に成長することを示 し、初期粒経やSio2添 加
粒界 あ るいは Σ値の 大 きな粒界 でボ イ ドの形成 量の増加 はガラスポケ ッ トの 形成 を促進するため:
が生 じ、 この傾 向はひずみ速度が小 さいほ ど顕著 に、 クラック状 キャビテ ィが多数形成 される こと
であ ることを述べ た。一方、 ランダム粒 界であっ によ り、延性の低 下につながることを指摘 した。ま
て もボイ ドを形成 しない粒界があ ることや対応粒 た、特別講演 と して梅原(東 北大)は 「トライボ
界であ って も破壊応力が異な るな どの事実がある ロジーに おける界面問題」 と題 して講演 し、(D
ことは、対応 方位関係か らだ けでは整理 し得ない コーテ ィング膜 と基盤 の界面、(2)固 体 同士の界
組織 因子 があ り、粒界面方位や粒界 ・粒 界3重 点 面(接 触面)、(3)固 体 と液体の界面 における界面
近傍 の局所変 形状態な どを考慮 す る必要 があるこ 問題 につ いて最新の研究成果 につ いて紹介 した。
とを指摘 した。 さらに複合材料 の異 相界面構造の その中で、例 えば、 コーテ ィング膜が硬 くなる と
高温安定性 に関す る最近の研 究 を紹介 した。 摩耗率 が大 き くな り寿命 は長 くな る方に遷移す る
小林(東 北 大)は 、超塑性変形におけるキ ャビ が、一 方、 同時 に膜 が硬 くな ると膜の剥離 に対 す
テ ィの発生 と粒界連結性 と題 して講演 し、超塑性 る臨界膜厚が増加 し、この観点か らは寿命 が減少
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するこ と、 また、 コーテ ィング膜の摩擦係数は雰 るとともに、HRTEM、EELSに より粒界構造の観察
囲気 ガスに著 しく影響 されるこ とな どが指摘 され および粒界化学的組成の測定 を行い、粒界 ガラス
た。本特別講演 は、超塑性研 究における界面 問題 相の粘性 と化学組 成 との関連 を評価 した研究 を紹
に対 して非常 に示唆 に富む内容 であった。 介 した。
特別講演の後 は、セ ラ ミックスの超塑性 と特 にH.Gu(科 学技術振 興事業団)は シ リコン基の非
関連 が深 い 「ガラスの融体 物性(特 に粘性)」 「塗 酸化 物セラ ミックスの粒界 につ いてサブナノオー
れ」 に焦点 を合わせ、森永(九 大)、 野城(阪 大)ダ ーでのEELSの 測定 を行 い、 窒化 珪素 の粒界 に
が基調講演 を行 った。森永 は、粘度の代表的測定 存在する酸窒化物相は非常 に安定であ り、N/0の
方法、均一融体の粘度の組 成依存性、温度依 存性 原子数比は異 なる窒化珪素 セラ ミックスで もほぼ
な どにつ いて紹介 し、 ガラスの粘度 という観 点か 一定であるこ とを示 した。 また、共有結合性の高
ら超塑性変形 に対す る私見 を述べ た。例 えば、Sio2い セ ラ ミックスでは、粒界 における空 間電荷が不
へ
{G系 のガ ラスはAI
,。,等の酸イヒ物が添加 され る とガ 純物(添 加元m)の 粒界儲 と関わ り合 うであろ
ラスの構造単位が小 さ くなるために7-8桁 の粘性 うことを述べ た。
の低下 が起 こることを示 した。 またガラスの ファ 最後に吉 田(東 大)は 、 アル ミナセラ ミックス
イバ ー化、 セラ ミックスコンパウ ン ドの押 し出 し の高温変形特性 と粒界の原子問化学結合状態 との
やイ ンジ ェクシ ョンを例に取 り、 これ らの場合 に 関連に着 目し、各種 ランタノイ ド元素 を微量添加
は粘度 が105Pa・s程 度 に調製 され る とい う共通 したAl203焼 結体 のク リープ試 験 を行 った結果 に
点 を指摘 し、超塑性変形 において液体の流動 性が ついて報告 した。微量 ランタノイ ド元素 の添加 に
支配 的な系 があ る とす れば粘 度が105Pa・sで 固 よってA[20,の ク リープ変形が著 し く抑 制 され る
液共存相 を実現 できれば超塑性 変形の発現が可能 こ と、ク リープ特性 に及ぼす ドーパ ン トの効果 は、
となるであろ うと推察 した。 イオン半径 等のパ ラメー タでは整理 で きず、粒界
野城 は、 これ までマクロな現象 として捕 らえら での原子問化学結合状態の変化 に起因する可能性
れていた濡 れの現象 を、固体の表面構造 との関連 が高 いことな どを示 した。
か ら原子論 的に解釈 しようと している研 究につ い 以上の ように、結晶粒界 ・界面 に関わる第一線
て紹介 し、濡 れ性 の温度依存性 、表面方位依存性 の研究者の参加 を得て、界面現象 に関する最新の
が原子的な レベル での表面構造の変化 によって生 情報や今後の問題点等 を得 ることがで きた。 また
じることを示 した。 また、濡れ性 に影響 する因子 本研究会には、 「トライボ ロジー」「融体 物性」 な
と して、(1)液 体金属 およびセ ラ ミックスの熱力 ど幅広 い分野 の研究者の参加 によ り、超 塑性 とい
学的安定性、(2)雰 囲気(特 に酸素分圧)、(3)温 う現象 を別の角度か ら再検討す ることがで きた有
度、(4)合 金 添加 元素、(5)表 面荒 さがあげ られ 意義 な機会であ り、超塑1生の本質 にさらに一歩踏
ることを述べた。 み込む ことがで きたといえる。 また、本研 究会 に
G,Pezzotti(京 都工芸繊維 大)は 、粒界 ガラス相 より今後の超塑性研究 における新 たな指針 が得 ら
を含む種 々のセ ラ ミックスにつ いて粒界 すべ り挙 れた もの と思われ る。
動 を超高温内部摩擦装置 を用 いて系統 的に調査す
一25一
研験 報告(4)目
遷移金属酸化 物 における新 しい量子現象
永 長 直 人(東 京 大 学 大 学 院 工 学 系 研 究 科 教 授)
1,は じめ に 合 系 に お い て 発 現 す る 新 し い 量 子 現 象 を 理 論 的 、
遷 移 金 属 酸 化 物 に お け る 電 子 系 で は 遍 歴 性 と局 実 験 的 に 集 中 的 に 議 論 す る 研 究 会 を 行 っ た 。 ま た
在 性 の 競 合 か ら生 じ る そ の 強 相 関 効 果 の た め に新 関 連 分 野 と し て 有 機 導 体 、 半 導 体 の 人 工 構 造 、高
奇 な 集 団 的 量 子 現 象 が 数 多 く発 現 す る こ と が わ 温 強 磁 性 体 の(CaLa)B6、 な ど電 子 問 相 互 作 用 が 物
か っ て き た 。 そ の 舞 台 と して は 具 体 的 に は 高 温 超 性 を 支 配 し て い る 系 に つ い て も第 一 線 の 研 究 者 を
伝 導 酸 化 物 、巨 大 磁 気 抵 抗 を 示 す マ ン ガ ン 酸 化 物 、 招 待 して レ ビ ュ ー を お 願 い し、 分 野 の 発 展 の 方 向
p一波 超 伝 導 が 見 つ か っ た ル テ ニ ウ ム 酸 化 物 、 梯 子 性 を議 論 し た 。
型 物 質 、各 種 の 量 子 ス ピ ン 系 な ど が 挙 げ ら れ る。こ
れ らの 系 で は が 、 ス ピ ン と 電 荷 及 び 軌 道 と い う 内2.研 究 会 報 告
部 自 由 度 が 前 面 に 現 れ る 新 し い 物 理 が 展 開 さ れ て 研 究 会 で の 講 演 題 目 と講 演 者 は 以 下 の プ ロ グ ラ
い る 。 こ の 遷 移 金 属 酸 化 物 の 電 荷 ・ス ピ ン ・軌 結 ム の と う り で あ る。
[プ ロ グ ラ ム]
日時=平 成lI年Il月15日(月)～lI月17日(水)
場 所:東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所2号 館 講 堂 、 会 議 室
Nov.15(Mon.)
[0]10:00-10:10Welcome前J]1禎 通
(HighTcCuprates)Chair=山 田 和 芳
[1]10:10-10:25Znimpurityinhigh-Tcsuperconductors-STMstudy一
内 田 慎 一 、 永 崎 洋 、S.H.Pan、J.C.Davis
[2]10=30-10;40PseudogapandsuperconductinggapanisotropyinLa2_,Sr、CuO4
藤 森 淳 、 溝 川 貴 司 、 内 田 慎 一 、 吉 田 鉄 平 、 井 野 明 洋 、C.Kim、Z.-X.Shen、
永 崎 洋
[3]10:45-lO二55SuperconductMtyinthetetragonalphaseoflow-dopedLSCO
後 神 達 郎 、 堀 純 也 、 菊 川 直 樹 、 岩 田 慎 吾 、 中村 文 彦 、 藤 田 敏 三
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[4]II;00-[1:10Pseudogapandresonancepeakinhightemperaturesuperconductors
原 科 浩 、 佐 藤 正 俊
(BreaklII=15-II=30)
[PlユlI=30-13:00POSTERPREVIEWANDPOSTERChair藤 田 敏 三
LunchandPoster
(HighTcTheory)Chair:ネ 畠 山 秀 敏
[5]14=30-14;45EffectofstrongcouplingingaugetheoryofhighTcsuperconductors-Confinement,
stripe,phaseseparation,superconductivity一 永 長 直 人
[6]14=50-15:00Stripesinthetwo-dimensionalt-Jmodel小 形 正 男
[7]15=05-15:15HowtoenhancepairinginstabilitiesofdopedMottinsulators-Proposalsfrom
insightsonquantumcriticality一 今 田 正 俊 、 常 次 宏 一 、 河 野 昌 典
[8]15=20-15:30Halleffectinhigh-Tcsuperconductors上 田 和 夫
[9]15=35-15:45Superconductivitiesinhigh-Tccupratesand2D-organiccompounds-Aretheir
originsthesame?一 守 谷 亨 、 近 藤 恒
(Break=15:50-16:10)
(StrongCorrelation=Theory)Chair:今 田 正 俊
[10コ16=iO-i6:20Low-energydynamicsoftheIDorbitallydegenerateMottinsulator川 上 則 雄
[ll]16=25-16:35AnomalousmagnetisminCeCu2Si2-Effectofrandomness一
河 野 浩 、 福 山 秀 敏 、M,Sigrist
[12]16:40-16=50Spinliquidstatearoundadopedholeininsulatingcuprates
遠 山 貴 己 、 柴 田 康 雅 、 前 川 禎 通 、Z.-X.Shen、 永 長 直 人
[13]16:55-17=05Non-perturbativeapproachtoLuttinger'stheoremandFermisurfaceoftheKondo
lattice押 川 正 毅
[14]17:10-17=20Non-FermiliquidandexoticorbitalorderinmultichanneldegenerateAnderson[attice
鶴 田 篤 史 、 小 林 晃 人 、 大 野 義 章 、 松 浦 民 房 、 黒 田 義 浩
[15]17:25-17=35Frustrationandgaugefield大 串 研 也 、 永 長 直 人
[16]17:40-17:50Chiralorderinspinglasses/1[村 光
(BreakwithBeer:17=55-18:25)
(ExoticMaterials)Chair:・ 」・菅 皓 二
[17]18:25-18:45Chargeorderinginthetransition-metalorganics(Review)」 鹿 野 田 一 司
[18]18:55-19:021nterplayofelectrontransportandmagnetisminorganicconductors
榎 敏 明 、 榎 本 健 吾 、 西 條 純 一 、 加 藤 健 広 、 宮 崎 章
[[9][9:05-19:12Chargeorderinginorganicconductors(ET2)X妹 尾 仁 嗣
[20]19:15-19:22Exoticoxides(vanadiumandcobaltoxides)
上 田 寛 、 礒 部 正 彦 、 山 内 徹 、 山 田 宏 之 、 赤 星 大 介
一27一
[21]19:25-19;32TEMstudyontheoxygenvacancyorderinginYBaCo205+edoubleperovskite
中 山 則 昭 、 赤 星 大 介 、 上 田 寛
[22]19;35-19:42Spin-vacancy-inducedantiferromagneticphaseinanewHaldanecompoundPbNi2V208
内 野 倉 國 光
[23]19:45-19:52EpitaxialfilmsofFe4+(3d4)-per。vskite。xides寺 嶋 孝 仁 、 林 直 顕 、 高 野 幹 夫
[24コ19:55-20:02Sニ1/2Kagome-likecompoundCu3V207(OH)2.2H20広 井 善 二
Novユ6(Tues.)




前 野 悦 輝 、 西 崎 修 司 、 毛 志 強 ・
[27]9;30-9=40SearchforspontaneousmagneticfieldinSr2RuO4usingmicro-Hal[probes
為 ヶ 井 強 、K.Behnia、 奥 田 修 弘 、 大 井 修 一 、 芝 内 孝 禎 、 毛 志 強 、 前 野 悦 輝
[28]9145-9:55Spin-orbitcouplinginSr2RuO4andCa2RuO4studiedbyspin-resolvedcircularly-polar-
izedphotoemission
溝 川 貴 司 、LH.Tjeng、G.A.Sawatzky、G.Ghiringhelli、0,Tjernberg、N.B.Brookes、
中 辻 知 、 深 澤 英 人 、 前 野 悦 輝




中 尾 裕 則 、 村 上 洋 一 、 若 林 裕 助 、 木 山 隆 、 田 ロ 康 二 郎 、 十 倉 好 紀
[31]IO=50-II:00Anomalousx-rayscatteringinLaMnO3高 橋 学 、 五 十 嵐 潤 一 、P,Fulde,
[32]lI=05-Il:15Grouptheoreticalstudyofresonantx-rayscatteringinmanganites
石 原 純 夫 、 前 川 禎 通
[P2]Il:20-12:50POSTERPREVIEWANDPOSTERChair十 倉 好 紀
LunchandPoster
(Mn-oxides)Chair:宮 野 健 次 郎
[33]14:30-14=50Charge/orbitalorderinmanganitesandotheroxides(Review)十 倉 好 紀
[34]i4:55-15=05Quantumspinsinthedoubleexchangemodelininfinitedimensions
長 井 健 太 郎 、 桃 井 勉 、 久 保 健
[35]15:10-15:20Lowtemperatureresistivityofhalf-metalliccompounds(LSMOandCrO2)古 川 信 夫
[36]「5=25-15:35Probingofsurfacemagnetic/electronicpropertiesofMnperovskitebyscanningprobe
microscopy/spectroscopy松 本 卓 也 、 馬 健 行 、 田 中 秀 和 、 川 合 知 ニ
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[37]15:40-15:50Spindynamicsandorbitaldegreesoffreedomindouble-layeredmanganeseoxides
廣 田 和 馬 、 久 保 田 正 人 、 藤 岡 弘 文 、 吉 沢 英 樹 、 守 友 浩 、 遠 藤 康 夫
[38]15:55-16:051nterrelationbetweentheorbitalpolarizationandmagneticstructureinIayered
manganites
守 友 浩 、 穐 本 卓 巳 、 大 山 研 司 、 岡 本 敏 史 、 石 原 純 夫 、 前 川 禎 通 、 廣 田 和 馬 、




山 田 安 定 、 橘 田 啓 太 郎 、 納 土 晋 一 郎 、 池 田 直
[40][6:40-16:47SpingapandferromagnetismindopedMottinsulatorswithstrong卜lund'srule
couplingB.Ammon、 今 田 正 俊
[41]16:50-16:57MetaトinsulatortransitioninpyrochlorecompGunds(R,Bi)2Ru207(R=Y,Sm,Eu)
-Effectsofantiferromagneticfluctuationsontransportproperties一
吉 居 俊 輔 、 村 田 一 大 、 佐 藤 正 俊
[42]17:00-17:07SubmillimeterwaveESRstudyonstronglycorrelatedmagneticoxides
野 尻 浩 之 、 小 山 佳 一 、 本 河 光 博
[43]i7:10-17:17NMRstudyofchargeorderinginvanadiumoxides
伊 藤 正 行 、 秋 本 修 之 、 山 田 浩 之 、 磯 部 正 彦 、 上 田 寛
[44]17:20-17=27Crystalstructureofα ノーNaV20sinsingletstate
澤 博 、 大 濱 哲 夫 、 村 上 洋 一 、 藤 井 保 彦 、 磯 部 正 彦 、 上 田 寛
[45]17;30-17=37NuclearmagneticresonanceandrelaxationofCuinedge-sharingCu-Ochaincom-
poundCa。.85CuO,吉 村 一 良 、 加 藤 将 樹 、 小 菅 皓 二
[46]17:40-17=47Non-stoichiometrycontroloftransitionmetaloxideswithhighvalencestateusingsoft
chemistryandhighpressuremethod菅 野 了 次 、 平 野 敦 、 武 田 隆 史
[47]17:50-17=57Synthesisoftransition-metaloxidesA3BB'06withK4CdCI6typestructure,andtheir




high-T。cuprates黒 木 和 彦 、 有 田 亮 太 郎 、 青 木 秀 夫
[48]】8:30-18二37Spinandchargef]uctuationsinYBCOsuperconductors
A.Garrett、 新 井 正 敏 、 遠 藤 康 夫 、 田 島 節 子
[49]18:40-18=47ChargedstripesandmagnetoresistanceanomaliesinantiferromagneticYBCO
安 藤 陽 一 、A.N.Lavrov、 瀬 川 耕 司
一一29一
[50]18:50-18:57Stripevs.superconductingordersinLa2_x_yEuySr,CuO4
小 嶋 健 児 、 永 崎 洋 、 内 田 慎 一
[51]19:00-19:07Spindynamicsinthespin-glassLa2.,Sr、CuO4
松 田 雅 昌 、藤 田 全 基 、 山 田 和 芳 、遠 藤 康 夫 、脇 本 秀 一 、M.A.Kastner、R.J.Birgeneau、
G.Shirane
[52]19:10-19:171nterferenceeffectsbetweenthesuperconductinggapandmagneticexcitationsin
Bi2Sr2Cal-、Y、Cu20sandLa2.,Sr、CuO4水 貝 俊 治 、 細 川 俊 彦 、 早 水 尚 樹
[53]19:20-19:27Specificheatof(La,Nd,Sr)2CuO4measureduptoroomtemperature
武 田 淳 、 犬 飼 俊 之 、 佐 藤 正 俊




佐 藤 宇 史 、A.Kaminski、 高 橋 隆 、 門 脇 和 男 、J.C.Campuzano
[56]19:50-19:57SuperconductinggapandpseudogapProbedbyphonons
田 島 節 子 、M.F.〕monov、V.Zelezny、 山 中 明 生
Nov.17(Wed.)
(HighTc)Chair:佐 藤 正 俊
[57]9:00-9=20Vortexofhigh-Tcsuperconductors;vortexcoreandvortexmatter松 田 祐 司
[58]9:25-9=32SuperconductinganisotropyinYBa2Cu40ssinglecrystaI
石 田 武 和 、 奥 田 喜 一 、 安 達 成 司 、 田 島 節 子
[59]9二35--9=42NMRstudyonchargingeffectsofthevortexcoreofhigh-Tcsuperconductors
熊 谷 健 一 、 古 川 裕 次 、 松 田 祐 司
[60]9:45-9:52EffectsofchargefluctuationonHalle什ectinvortexstate加 藤 雄 介1
[61]9=55-IO=02TheoryofJosephsoneffectinp-wavesuperconductors田 仲 由 喜 夫 、 柏 谷 聡
(Break=10:05-10:20)
[P3]10;20-lI;40POSTERPREVIEWANDPOSTERChair=永 長 直 人
LunchandPoster
Chair:前 川 禎 通
[62]14:00-14:20Quantumcriticalpoint:theory(Review)三 宅 和 正
[63]14=25-14:45Quantumcriticalpoint:experiment(Review)北 岡 良 雄
[64]14=50-15:05Resonanttunnelinginnanoscalemolecularmagnets宮 下 精 二
[65]15=10-15:30Periodicpotentialandumklappscatteringinmesoscopicsystems(Review)
勝 本 信 吾
[66]15:35-15:40Comments佐 々 木 貴 彦 、 福 山 秀 敏
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[67]15;40-16=00HightemperatureferromagnetismLa-dopedCaB6高 木 英 典
[68]16:05-16:15ConcludingRemarks内 田 慎 一
PostersessiOn
Nov.15(Mon.)
[PH]Spingapandneutronpeaksinthedopedtwo-dimensionalHubbardmode[浅 井 美 博
[pI.2]Motttransitioninquasi.one.dimensiona[Hubbardmodel藤 本 聡
[PI-3]Antiferromagneticandsuperconductingcorrelationsonthed-pmodel小 池 上 繁 、 山 田 耕 作
[PI-4]Pseud。gapandsuperconductinggapinstrongcouplingsuperconductors重 城 貴 信 、 山 田 耕 作
[PI-5]Theoryofpseudogapphenomenainhigh-Tccupratesandtheirmagneticfielddependences
柳 瀬 陽 一 、 山 田 耕 作
[Pl-6]Pseudogapinducedbysuperconductingfluctuationandanomalousmetalsinthed-pmodel
小 林 晃 人 、 鶴 田 篤 史 、 松 浦 民 房 、 黒 田 義 浩
[Pl-7]d-waveandp-wavesuperconductivityintwoandthreedimensionalHubbardmodel-AFLEX
study一 有 田 亮 太 郎 、 黒 木 和 彦 、 青 木 秀 夫
[Pl-8]Aself-consistentapproximationinthetheoryofspinfluctuation-inducedsuperconductivity
中 村 賢 、 浜 田 典 昭
[P1-9]Electrictransportinjunctionswithmanganites井 上 順 一 郎 、 伊 藤 博 介 、 大 沢 友 克
[PHO]SPinwaveexcitationandorbitalpolarizationinmanganeseoxides前 園 涼
[PI-ll]Orbitaldegreeoffreedomandphasetransitioninperovskitemanganites
岡 本 敏 史 、 石 原 純 夫 、 前 川 禎 通
[P卜12]OntheoriginoftinyDrudeweightofmanganite-Fermiliquidcorrection一
前 橋 英 明 、 三 宅 和 正
[P1-13]PhysicsofdopedMottinsulatorsanddopedJahn-Tellerinsulatorsinmanganites-Whatare
different?一 中 野 博 生 、 求 幸 年 、 今 田 正 俊
[pH4]Magnetizationprocessinelectronsystemswithorbita[andspindegrees。ffreedom渡 辺 真 仁
[PH5コExactspectralfunctionsoftheonedimensionalt-Jmodel有 川 晃 弘
[PI-16コSystematicstudyofmagneticinteractionsininsulatingcupartes
水 野 義 明 、 遠 山 貴 己 、 前 川 禎 通
[PH7コMagneticandorbitalinstabi[itiesinCa2.,Sr.RuO,中 辻 知 、 前 野 悦 輝
[PI-r8]CarrierdopingintheMottinsu」atorCa2RuO4深 澤 英 人 、 前 野 悦 輝
[PH9]Superconductingpropertiesof3-KphaseSr2RuO4矢 口 宏 、 秋 間 崇 、 前 野 悦 輝
[Pl-20]SearchforthesuperconductingmultiphasesinSr2RuO4
毛 志 強 、 西 崎 修 司 、 秋 間 崇 、 前 野 悦 輝
一31一
[PI-21]Ga-NMRofR2GaSbO7(RニYb,Tb)withmagneticallyfrustratedmoments
小 林 義 明 、 宮 下 健 、 深 町 俊 彦 、 佐 藤 正 俊
[PI-22]ElectricalresistivityofBaCoS2inthehighpressuremetallicphasemeasureddowntoO.25K
安 井 幸 夫 、 佐 藤 正 俊
[Pl-23]MagneticpropertiesofIinearchainoxideSr3NilrO3withalternatingspinsSニ1/2andI
浅 野 貴 行 、 網 代 芳 民
[Pト25]Opticalprobeofchargedynamicsandmagnetic-fieldeffectinlayeredmanganites
La2.2,Srl+2,Mn207戸 部 克 弘 、 沖 本 洋 一 、 石 川 忠 彦 、 木 村 剛 、 十 倉 好 紀
[PI-26コDirectionalorderingandcol」ectivefluctuationoforbitalincolossa!magnetoresistivemanganites
斉 藤 英 治 、 富 岡 泰 秀 、 十 倉 好 紀
[PI-27]Specificheatofcharge-orderedmanganitesinmagneticfields朝 光 敦 、 富 岡 泰 秀 、 十 倉 好 紀
[P卜28]MagneticandelectricalpropertiesintheMnbasedspinfrustratedartificial[atticesstudiedby{
SPM/LaserMBE田 中 秀 和 、 川 合 知 二
[Pl-29]Phaseseparationinbandwidth-controlledmanganites
町 田 晃 彦 、 守 友 浩 、 森 茂 夫 、 大 山 研 司 、 中 村 新 男
[Pl-30]Orbitalstateinthespin-orderedstateofIayeredmanganites
穐 本 卓 巳 、 守 友 浩 、 大 山 研 司 、 岡 本 敏 史 、 石 原 純 夫 、 前 川 禎 通 、 廣 田 和 馬 、 中 村 新 男
[PI-31]ElectronicstructureofCrO2asinvestigatedbyopticalspectroscopy
山 本 龍 之 介 、 守 友 浩 、 中 村 新 男
[PI-32]P-xphasediagramofhole-dopedspinladderSrl4_、Ca,Cu24041
本 山 直 樹 、 内 田 慎 一 、 竹 下 直 、 毛 利 信 男
[Pl-33]Col「ectiveexcitationontheslightlyhole-dopedladdersofSr14_、Ca、Cu24041systems




水 貝 俊 治 、 鈴 木 正 宏
[PI-35]SpingapandholepairingofSr14_,AxCu24041(A=Ca,La)studiedbythethermalconductMty
小 池 洋 二 、 工 藤 一 貴 、 野 地 尚 、 牧 克 彦 、 辻 成 悟 、 熊 谷 健 一
[PI-36]Superconductingpropertiesofthespin-ladderSr2Ca12Cu2404)underpressure
中 西 剛 司 、 高 橋 博 樹 、 竹 下 直 、 毛 利 信 男 、 本 山 直 樹 、 永 崎 洋 、 内 田 慎 一 、 秋 光 純
[Pl-37]Dynamicsinthehole-dopedspin-laddersystem(Sr,La)i4_、Ca、Cu24041
藤 山 茂 樹 、 瀧 川 仁 、 本 山 直 樹 、 永 崎 洋 、 内 田 慎 一
[Pl-38]PossibilityofspontaneousvortexphaseinErNi2B2C
川 野 は づ き 、 竹 屋 浩 幸 、 吉 沢 英 樹 、 門 脇 和 男
[Pl-39]LargemagnetoresistanceinsinglecrystallineNdSrNiO4
生 田 博 志 、 森 加 泰 、 野 崎 洋 、 琵 琶 哲 志 、 水 谷 宇 一 郎
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[P卜40]Spatiallymodulatedmagneticordernearthequantumcriticalpointstudiedby、 μSR
門 野 良 典 、幸 田 章 宏 、髭 本 亘 、大 石 一 城 、角 田 和 之 、秋 光 純 、石 田 憲 二 、北 岡 良 雄 、C.Geibel、
F.Steglich
[PI-41]NMRstudyofchargeorderingincv'-NaV205
大 濱 哲 夫 、 澤 博 、 後 藤 敦 、 清 水 禎 、 磯 部 正 彦 、 上 田 寛
Nov,16(Tues.)
[P2-1]Bicriticalphenomenaofantiferromagnetismandsuperconductivityintheπ 一BEDTsalts
村 上 修 一 、 永 長 直 人
[P2-2]GeneralizedKondoprobleminresistanceshuntedJosephsonjunction-Newtypeofstrong
correlati。ne什ects一 加 藤 岳 生 、 今 田 正 俊
[P2-3]Pseudogapandsuperconductingfluctuationsinhigh-Tccuprates-Lightandshadeinaweak
couPlingtheory一 小 野 田 繁 樹 、 今 田 正 俊
[P2-4]Electronicstateandchargeorderinginvanadiumbronzesα'-NaV205andβ 一A、V205
太 田 幸 則 、 西 本 理
[P2-5]Hartree-FocktheoryonmultiplespindensitywaveinCoO獅 子 堂 達 也 、 城 健 男
[P2-6]Mottgapinquasi-one-dimensionalelectronsystemslε 一expansionandDMRG
岸 根 順 一 郎 、 米 満 賢 治
[P2-7]Photoexcitedstateandnonlinearopticalresponseinstronglycorrelatedsystem
水 野 義 明 、 筒 井 健 二 、 遠 山 貴 己 、 前 川 禎 通
[P2-8コ 丁heoryofresonantinelasticx-rayscatteringincuprates
筒 井 健 二 、 近 藤 浩 、 遠 山 貴 己 、 前 川 禎 通
[P2-9]ChargestripesandelectronicstatesinunderdopedLa2_,Sr,CuO4
柴 田 康 雅 、 遠 山 貴 己 、 前 川 禎 通
[P2-10]Largesinglecrysta[growthofLa2_、Ba、CuO4,(La,Y)2_、Sr,CuO4,La2_,(Sr,Ba)xCuO4(x～ 「/8)with
lowtemperaturetetragona]phase
池 田 靖 訓 、 藤 田 全 基 、 山 田 和 芳 、 鈴 木 栄 男 、 千 葉 嘉 一 郎 、 深 瀬 哲 郎
[P2-Il]Superconductingtransitiontemperaturesof(R,Pr)Ba2Cu30yandBi2212systems-DoestheTc-
suppressionrelatedwiththeI/8problemexist?一 安 倍 誠 、 安 井 幸 夫 、 佐 藤 正 俊
[P2-12]Nearlylocalizedexcitationsinthe2Dspin-gapmaterialSrCu2(BO,)2
樹 神 克 明 、 加 藤 益 丈 、 瀧 川 仁 、 陰 山 洋 、 鬼 塚 賢 三 、 上 田 寛
[P2-13]Responseofthepseudogaptohighmagneticfieldsinunderdopedandoverdopedhigh-Tcsuper・
conductors鄭 国 慶 、 尾 崎 弘 幸 、 北 岡 良 雄
[P2-】4コLaモticedistortionofsuperconducting(Nd,Ce)2CuO4
倉 橋 謙 磁 、 池 田 靖 訓 、 藤 田 全 基 、 山 田 和 芳
33一
[P2-15]Anomalouscharacteristicsofelectronicdens1tyofstatesofBi-22「2superconductor-vanHove
singularityandpseudogap一 松 田 梓 、 渡 辺 孝 夫 、 杉 田 敏 、 藤 井 武 則
[P2-16コLa-214thinfilmsunderepitaxialstrain佐 藤 寿 志 、 束 田 昭 雄 、 内 藤 方 夫 、 松 田 梓
[P2-17]QuasiparticleexcitationofBi2Sr2caCu20yandYBa2cu30yinthemixedstate--Studybytheac
impedancetechnique一
前 田 京 剛 、 土 屋 良 重 、 岩 谷 克 也 、 北 野 晴 久 、 花 栗 哲 郎 、 西 嵜 照 和 、 小 林 典 男 、 竹 谷 純 一 、
安 藤 陽 一
[P2-18]MetallicdoubleCuOchainsinYI248andPrl248堀 井 滋 、 和 久 公 則 、 高 木 英 典
[P2-19]TransportandμSRstudiesonthel/8problemintheLa-,Bi-andY-basedcuprates
小 池 洋 二 、 阿 子 島 め ぐみ 、 足 立 匡 、 野 地 尚 、 渡 邊 功 雄 、 永 嶺 謙 忠
[P2-20]TwodimensionalspingapsystemSrCu2(BO3)2陰 山 洋 、 鬼 塚 賢 三 、 上 田 寛
[P2-21]Theoverviewanddevelopmentofpropertiesontransitionmetalmicoroclusterl
河 本 充 司 、 古 川 裕 次 、 熊 谷 健 一
[P2-22]Highpressurebehavior。fV205草 場 啓 治 、 阿 藤 敏 行 、 菊 地 昌 枝
[P2-23]S=1/2HeisenbergantiferromagneticchainsinthefrustratedspinellatticeofGeCu204
山 田 高 広 、 広 井 善 二 、 高 野 幹 夫
[P2-24]Newquantumspinmagnets:S=1/2alternatingchainsystem,highpressureformof(VO)2P207
and2DspintrimercompoundLa4Cu3MoO:2東 正 樹 、 齋 藤 高 志 、 高 野 幹 夫
[P2-25]Lowdimensionalpropertiesoftransition-metaloxideswiththetri-rutiletypestructure
加 藤 将 樹 、 吉 村 一 良 、 小 菅 皓 二
[P2-26]Hole-assistedspin-PeierlstransitioninLii.、VO2(xニO.16)山 田 安 定
[P2-27]``Devil'sstaircase"typephasetransitionsinNaV205underhighpressure
大 和 田 謙 二 、 仲 戸 川 博 人 、 武 末 尚 久 、 藤 井 保 彦 、 若 林 裕 助 、 中 尾 裕 則 、 村 上 洋 一 、 礒 部 正 彦 、
上 田 寛
[P2-28]Photoemissionstudyofthemeta卜insulatortransitioninVO2
岡 崎 浩 三 、 小 林 研 介 、 藤 森 淳 、 小 野 田 雅 重
[P2-29コImpurityeffectontheout-of-planechargetransportinhigh-Tcsuperconductors
増 井 孝 彦 、 吉 田 宏 二 、 田 島 節 子
[P2-30]CuNQRstudyoftheimpurity-dopedYI248伊 藤 豊 、 町 敬 人 、 渡 辺 宣 朗 、 腰 塚 直 己
[P2-31]PhotoemissionspectruminHgI201内 山 裕 士 、 山 本 文 子 、 胡 尉 之 、 田 島 節 子
[P2-32]MagnetismofspinladderSrldCu24041anditsrelatedcornpounds
熊 谷 健 一 、 西 河 良 平 、 辻 成 悟
[P2-33]ResonantRamanscatteringandphotoinducedmetastabilityinoxygen-deficientYBa2Cu30、
長 田 実 、 垣 花 眞 人
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[P2-34]Ho[e-dopingdependenceofthemagneticpropertiesintheone-dimensionalcopperoxides
松 田 雅 昌 、 伊 藤 利 充 、 山 口 博 隆 、岡 邦 彦 、加 倉 井 和 久 、 白 根 元 、J.E.Lorenzo、L.P.Regnault
[P2-35]SuperconductMtyandmagnetismin(Ho,Dy)Ni2B2CH.Doh、M.Sigrist、B.K.Cho、S.1.Lee
[P2-36]Metal-insulatortransitioninageometricallyfrustratedsystem:R2Mo207田 口 康 二 郎 、 十 倉 好 紀
[P2-37]Quasi-one-dimensionalFermisurfaceinLSCO山 瀬 †専之 、 河 野 浩
[P2-38]Effectsoflocalizedspinsintwo-dimensionalorgan1cconductors堀 田 知 佐
[P2-39]Fluctuationoforderparametersandelectromagneticresponseinthegaugetheoryofhigh
temperaturesuperconductivity熊 谷 敦 也 、 林 正 彦 、 海 老 澤 　 道
[P2-40]MagneticrelaxationinitinerantferromagnetC。S2本 河 光 †専、 小 山 圭 一 、 野 尻 浩 之
[P2-41]High-resolutionphotoemissionstudyonsuperconductors辛 埴 、 横 谷 尚 睦 、 木 須 孝 幸
Nov.17(Wed.)
[P3-1]Spininjectionandmagnetoresistanceinferromagnet/superconductor/ferromagnettunneljunc-
tions今 村 裕 志 、 高 橋 三 郎 、 前 川 禎 通
[P3-2]MicroscopictheoryfortheinterplaybetweentheJosephsonplasmaandthec-axisopticalphonons
inhigh-Tccuprates小 山 富 男
[P3-3コ 丁ransportpropertiesthroughquantumdomainwal:withaGoldstonem。de山 中 雅 則 、 高 麗 徹
[P3-4コBandstructureofferromagneticCoS2薄 田 学 、 浜 田 典 昭
[P3-5]NumericalstudyonthemodelparametersinIaddercompounds
本 田 泰 、 横 山 寿 敏 、 堀 口 剛
[P3-6]Tunnelingeffectincuprate柏 谷 聡 、 田 仲 由 喜 夫
[P3-7]Quasiparticlestatesneartheimpurityint-JmodeI
土 浦 宏 紀 、 田 仲 由 喜 夫 、 小 形 正 男 、 柏 谷 聡
[P3-8]Theoryofsurfacestateint-Jmodel田 沼 慶 忠 、 田 仲 由 喜 夫 、 小 形 正 男 、 柏 谷 聡
[P3-9]Josephsonef「ectinLuttingerliquids/unconventionalsuperconductorjunction
平 井 隆 司 、 草 部 浩 一 、 田 仲 由 喜 夫 、 柏 谷 聡
[P3-10]ACJosephsonef『ectinunconventionalsuperconductor
吉 田 亘 克 、 田 仲 由 喜 夫 、 柏 谷 聡 、 井 上 順 一 郎
[P3-ll]Tunnelingeffectinunconventionalsuperconductorferromagnetjunction
吉 田 亘 克 、 田 仲 由 喜 夫 、 柏 谷 聡 、 井 上 順 一 郎
[P3-12]Incoherentmetallicstateinthedouble-exchangeferromagnet=モransportandopticalpropertiesof
Lal.xSr、MnO3竹 中 康 司 、 澤 木 裕 子 、 水 貝 俊 治
[P3-13]Magneticandcrystalstructurerefinementusingthehighef「iciencyneutronpowderdiffractometer,
HERMES大 山 研 司 、 東 方 綾 、 小 野 寺 秀 也 、 山 口 泰 男 、 守 友 浩 、 廣 田 和 馬
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[P3-14コPhasediagramandtwo-dimensionalcharge-transportofNdi_、Sr、MnO3crystals
桑 原 英 樹 、 野 田 耕 平 、 奥 田 哲 治 、 梶 本 亮 一 、 吉 沢 英 樹 、 十 倉 好 紀
[P3-15]c-axissuperfluidresponseandquasiparticledampingofunderdopedBi:2212andBi:2201
松 田 祐 司 、M,B,Gaifullin、 筑 本 知 子 、 下 山 淳 ・一 、 岸 尾 光 二 、 吉 崎 亮 造
[P3-「6]UpPercriticalfieldandunusualtransportpropertiesofoverdopedTl:2201
井 澤 公 一 、 松 田 祐 司 、 長 谷 川 正 、 筑 本 知 子 、C.J.vanderBeek、M,Konczykowski
[P3-17]HighlyanisotropicmicrowaveconductivityandpenetrationdepthofBi2Sr2CaCu20yinthesupercon-
ductingstate北 野 晴 久 、 岩 谷 克 也 、 木 下 健 太 郎 、 阿 比 留 竜 一 、 前 田 京 剛
[P3-18]ChargeandspinorderinginNd)/3Sr2/3FeO3
梶 本 亮 一 、 大 原 泰 明 、 久 保 田 正 人 、 吉 沢 英 樹 、 朴 成 基 、 十 倉 好 紀
[P3-19]HeavymassFermiIiquidbehaviorofLiV,04spineI
近 藤 眞 一 郎 、 浦 野 千 春 、 野 原 実 、 高 木 英 典
[P3-20]CoexistenceofferromagnetismandsuperconductivityinLnSr2RuCu20s?
方 明 虎 、 吉 村 一 良 、 加 藤 将 樹 、 小 菅 皓 二
[P3-21]Thefirst-orderphasetransitionbetweendimerized-antiferromagneticanduniform-antifer・
romagneticphasesinimpurity-dopedCuGeO3益 田 隆 嗣 、 内 野 倉 國 光
[P3-22]Magnetican・maliesi・pressu・e-ind・cedmetallicst・tei・V、0、-Spin-・rbit・lc・upledliq・id?一 一
水 戸 毅 、 北 岡 良 雄 、 吉 村 一 良 、 小 菅 皓 二
[P3-23]Creationofone-dimensionalspinsystem(Sニ1/2,1)byartificialIatticeson(lIO)surfaceand
theirnovelmagnetic&electricproperties田 畑 仁 、 村 岡 祐 治 、 植 田 研 二 、 川 合 知 二
[P3-24]SpinorderingandsuperconductivityinLa2_,Sr,CuO4(x～1/8)
深 瀬 哲 郎 、 鈴 木 栄 男 、 千 葉 嘉 一 郎 、 南 暢 幸 、 後 藤 貴 行 、 山 田 和 芳
[P3-25]Low-temperaturesynthesisof(Ba,Sr,Ca)-Cu-Osystemfromthehydroxometallateprecursor
加 藤 雅 恒 、 長 井 一 郎 、 小 池 洋 二'
[P3-26]Transportpropertiesofsingle-crystallineNd2_yCeyCuO4_crwithy=0.13～0.15
菊 川 直 樹 、 伊 藤 昌 和 、 山 根 浩 志 、 松 本 保 吉 、 藤 田 敏 三
[P3-27コStructuralstabilityandphysicalpropertiesof(Sr,Ba)2Cu304(Cl,Br)2withtheCu304plane
加 藤 雅 恒 、 田 名 網 孝 昭 、 小 池 洋 二
[P3-28]Spincorrelationattheboundarybetweenspin-glassandsuperconductingphasesofLSCO
藤 田 全 基 、 山 田 和 芳 、 松 田 雅 昌 、 脇 本 秀 一 、 平 賀 晴 弘 、 廣 田 和 馬 、 遠 藤 康 夫 、 白 根 元
[P3-29]StructuralphasetransitionofNdo.sSro.sMnO3inmagneticfield
小 林 典 男 、 淡 路 智 、 渡 辺 和 雄 、 藤 原 学 、 渡 辺 洋 介 、 西 嵜 照 和
[P3-30]PhysicalpropertiesofpyrochloremolybdatesneartheFM-SGphaseboundary勝 藤 拓 郎
[P3-31]Percolativephaseseparationin(La,Pr,Ca)MnO3system
上 原 政 智 、K.H.Kim、 森 茂 生 、C.H.Chen、S-W.Cheong
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[P3-32]ShortrangechargeorderinbilayermanganiteLa2_2、Srl+2,Mn207(0.30<x<0.50)
久 保 田 正 人 、 吉 沢 英 樹 、 清 水 浩 一 郎 、 藤 岡 弘 文 、 廣 田 和 馬 、 遠 藤 康 夫 、 守 友 浩
[P3-33コCarrierdistributionandsuperconductivityinmultilayerhigh-TccupratesprobedbyCu-NMR
徳 永 陽 、 小 手 川 恒 、 石 田 憲 二 、 鄭 国 慶i、 北 岡 良 雄 、 常 盤 和 靖 、 伊 豫 彰 、 伊 原 英 雄
[P3-34]Spin-gapinoverdopedhigh-Tccupratesandquantumspin-laddersystems-NMRstudyunder
thehighmagneticfield一 後 藤 貴 行 、 中 島 理 、 田 中 秀 数 、 清 水 禎 、 後 藤 敦 、 深 瀬 哲 郎
[P3-35]SpinfluctuationsintheunderdopedLSCO
平 賀 晴 弘 、 遠 藤 康 夫 、 藤 田 全 基 、 山 田 和 芳 、J.Kulda、A.Ivanov、Y.S.Lee、B.Keimer
[P3-36]Oxygendopingef「ectonspincorrelationsinLa2CoO4
中 島 健 次 、 澤 田 貴 文 、 吉 澤 英 樹 、 加 倉 井 和 久 、 遠 藤 康 夫
[P3-37]Theneutroncriticalscatteringstudyon(Cul_xMg、)GeO3nearphaseboundary
西 正 和 、 中 尾 裕 則 、 藤 井 保 彦 、 益 田 隆 嗣 、 内 野 倉 國 光 、 白 根 元
[P3-38]MagnetismandresistMtyofferromagneticMott-insulatorLu2V207
社 本 真 一 、 田 澤 洋 志 、 小 野 泰 弘 、 梶 谷 剛
[P3-39]Neutroninelasticscatteringstudyonasinglecrystalof丁b2Ti207withstrongmagneticfrustration
金 田 昌 基 、 安 井 幸 夫 、 伊 藤 雅 典 、 原 科 浩 、 佐 藤 正 俊 、 奥 村 肇 、 加 倉 井 和 久
[P3-40]TunnelingspectrainCo/BSCCOtunneljunctions石 橋 隆 幸 、 佐 藤 勝 昭
[P3-41]PressureinducedferromagnetismofSr3Ru207
上 床 美 也 、 小 坂 昌 史 、 池 田 伸 一 、 白 川 直 樹 、 前 野 悦 輝 、D.M.Forsythe、S,R.Julian
[P3-42]Crystalgrowthandphysica】propertiesofdelafossite-typemetallicoxideswith-two-dimensional
triangular-latticeIayers長 谷 川 正 、 田 中 正 幸 、 武 居 文 彦
発 表 、 討 議 さ れ た 主 要 問 題 は
(D銅 酸 化 高 温 超 伝 導 体 の 異 常 物 性 と 超 伝 導 メ カ ニ ズ ム=
特 に ス ピ ン ギ ャ ッ プ 、 非 磁 性 不 純 物 効 果 、 ス ト ラ イ プ 構 造 、 磁 気 構 造 と 超 伝 導 の 関 係 な ど が 主 要 テ ー マ
と し て 議 論 さ れ た 。
(2)マ ン ガ ン 酸 化 物 の 巨 大 磁 気 抵 抗 と そ の 周 辺 物 性:
低 温 電 気 伝 導 の 理 論 、 層 状 化 合 物 の 磁 気 及 び 軌 道 構 造 の 研 究 な ど が 報 告 さ れ た 。
(3)ル テ ニ ウ ム 酸 化 物 のp一 波 超 伝 導:
超 伝 導 の ペ ア リ ン グ 対 称 性 、 近 接 物 質 の 金 属 一 絶 縁 体 転 移 、 中 性 子 散 乱 、NMRに よ る 磁 気 励 起 ス ペ ク ト
ル の 研 究 な ど が 報 告 さ れ た 。
(4)梯 子 型 銅 酸 化 物
(5)各 種 量 子 ス ピ ン 系
な ど で あ る 。
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3.成 果 また時 間反車云対称性 の微小ホール素子 を用 いた観
本研 究会 で得 られた新 しい知 見は以下 の通 りで 測 の試 み も紹介 されたが現時点では まだ検 出には
ある。 至 っていな い。
(D高 温超伝導=(4)梯 子型酸化物:
STMト ンネル スペ ク トロス コ ピーの新 しい実 超伝導 を示 すSr14.,Ca,Cu24041を 中心 に梯子型物
験 結果が報告 されZn周 辺 の位 相 シ フ トや超伝 導 質 における磁気秩序、NMR、 光 スペク トル、非線形
秩序パ ラメターの様子が明 らかに された。低正 孔 伝導 などが報告 され た。
濃度領域 の ス ピン ギャップ状 態 につ いては比熱、(5)量 子ス ピン系:
帯磁率、輸送現象な ど異なる実験結果 を用 いて総NaV20s,PbNi2V20,,Cu3V207(OH)22H20,CuNb206,
合 的な理解が ほぼ達成 された。又、"ス トライプ状La4Cu3MoOI2,CuNb206な ど新 しい量子 ス ピン系 が
態"の1/8以 外の組成 にお ける可能性 につ いて電 多数開拓 され、 その電荷秩序 やダイナ ミックスが
荷 ダイナ ミックスと中性 子散乱 の実験結果 を用い 実験、理論の両面か ら明 らかに された。
て議論 され た。
(2)マ ンガン酸化 物:4.ま とめ
従来、 あま りま じめに考え られていなか った軌 昨年度に続 き遷移金属酸化物 の研究会 を行 った
道の 自由度が 巨大磁気抵抗 を始 めとす る各種 の物 が、 この年で非常 に多 くの進展 があ り、 この系が
性 に本質的 に重要であるこ とが実験、理論の両面 新奇な量子現象の宝庫 であるこ とが明 らか とな っ
か ら明 らか にな って きた。2層 構 造 を持 つ3-2-7た 。共鳴X線 散乱な どの実験技術の進歩が継続 し
構造 に関 して磁気構造 と磁気励起の実験 が進みそ て お り、理論 的にも多 くの系 を統一的に理解 しよ
れが軌道の 自由度 を考慮 するこ とで、理論 的に再 うとす る機運が熟 して きた。68件 の 口頭講演、123
現で きることが報告 された。又、X線 共鳴散 乱 を用 件のポスター発表 という発表件数が この分野の 日
いた軌 道秩序 の 直接観 測 も大 きな進 歩が見 られ 本のアクテ ィビテ ィーの高さを示 している。 又今1
た。 回の研 究会 で も若い研 究者の参入 および成長が際
(3)ル テニ ウム酸化物;立 って見 られ た。
Sr2RuO4の 超伝 導状態 におけ るギ ャップの節 の この ような機会 を与 えて下 さった東北 大学金属
存在 に関 して比熱やNMRの 緩 和率 のデー タを用 材料研 究所 に深 く感謝 するとともに、ひ き続 きの
いて議論 された。 それに対す る理 論 と して各種 の 御支援をお願 い申 し上 げる次第です。
p一波ペ ア リングの対称性 が理論 的 に提案 され た。
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研魔含報告(5):
21世 紀 の 環 境 と材 料 を考 え る
代 表 者 高 橋 英 明(北 海 道 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 教 授)
1.は じめに 深め ると共に、今後の研 究の方向に関 して討議す
地球資源の節約、地球環境 の保全 および新エネ ることを目的に したものであ り、 高温酸化、二酸
ルギー源の創 成 は21世 紀 に人 類が直面 す る重 要 化炭 素 リサ イクル のた めの触媒 材料、金属 ス ク
な課題 のひ とつ とな っているが、環境保全 ・新 エ ラップの リサイクル における問題、 関連す る耐環
ネルギー供給関連の新機 能材料、種 々の物質の リ 境材料 とその評価技 術 な ど多様 な報告 が行 われ
サイクルに伴 う諸問題 、各種廃棄物処理のための た。
特殊 な環境 に耐 える材料 、 ライフサ イクル アセ ス
メ ン トにおいて鍵 とな る材料 の寿命延伸 ・エ コロ2.研 究会 の経過
ジカル材料の腐食間題 ・既 存の材料の保全の試 み、 本 研 究会 は平 成11年ii月25日(木)、26日
高性能材料の追求 に伴 う諸問題 な ど、環境 とエネ(金)の 両 日、本所2号 館1階 講 堂において開催 さ
ルギーに関連す る材料研 究は様 々な観点か ら行 わ れたが、多数の講演 と80名 をこえる参加者 による
れている。本研 究会は、21世 紀 における環境 と工 活発な質疑応答 があ り、盛 会であ った。 プ ログラ
ネル ギーに関連 して材料 が直面 する と思われ る諸 ムは次の通 りである。
問題に関連 した研究の現 況 を紹介 し合 い、理解 を
11月25日(木)
TiAl合 金 の耐酸化性 に対す る硫化処理 と第3元 素添加 の効果 北大院工 泉 岳志(院)、 成 田敏夫
溶融Na2SO4中 における塩基 度の電気化学的制御 と金属酸化物の溶解性 秋 田大工学資源 原 基
アモル ファスNi-Zrお よびNi-Zr-Sm合 金触媒前駆体の酸化挙動
東北大金研 山崎倫 昭(院)、 幅崎浩樹、川嶋朝 日、浅 見勝彦、東北工大 橋本功ニ
スクラップ鋼材 か らの トランプ元素 の湿 式法 による除去 と回収
束工大院 水流 徹、片岡 敦、西 方 篶
バ イポー ラー電解槽 を用 いたアル ミニウム電解精製 における電解槽の作 動特性
北大院工 上 田幹人、近 田昭一、佐々木健 、大塚俊明
次世代型超鉄鋼耐食材料の開発 金材技研 野田和彦、西村俊弥、 山本正弘、宇野秀樹 、小 玉俊明
耐食バル クアモルフ ァス合金の作製
東北 大金研 幅崎浩樹、佐藤武明、川嶋朝 日、東北工大 橋本功二
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銅の初期腐食挙動 に及ぼす酸化物皮膜の影響 北大院工 伊藤 純(院)、 佐々木健、 大塚俊明
環境脆化 マップ 阪大院工 柴 田俊夫
オー ステナイ トステ ンレス鋼 の粒界応 力腐食割れ機構 の一考察 大阪府 大工 西村六郎
11月26日(金)
チタンの再不働態化電流 に及 ぼすア ミノ酸 とタンパク質 の影響
金材技研 塙 隆夫、廣本祥子、神 山佑 子
微生物腐食の金属 加工への応 用 山口大工 熊田 誠、小渕茂寿
塩酸 中におけるInPの カソー ド分解反応 北 大院工 瀬尾 眞浩、粟飯原光英、AchimWalterHassel
めっき膜の構 造 および物性 制御 に関す る新 しい理論 の提案 都立大院工 渡辺 徹
電位 ノイズ法に よる応 力腐食割 れ発生予知 大阪府大工 井上博之 山川宏二
埋設管の腐食孔の分布調査 クボ タ 片野幸雄、阪大基礎工 磯貝恭史
銀め っき銅線の腐食挙 動 日立機械研 石 川雄一、南谷林太郎
低合金鋼の さび層 の状態 とその防食性 に関す る一考察 姫路工大工 山下正人、室蘭工大工 三澤俊平
鉄 さびの生成 と構 造に及 ぼす合金元素の影響
神 戸製鋼材研 中山武典、湯瀬文雄 、大阪教育大 石川達雄
3、 成果 酸 ガスの リサイクル システム実現 との関連 でCO2
最近、エネルギー効率の一層の向上 を目指 した の水素化 によるメタン生 成反応 を高効率で行 わせ
研 究の一環 と して高温 での過酷腐食性環 境下 での るための触媒 として、 ジル コニア担持 ニッケル触
金属材料の耐食性 が問題 になって いるが、最初 に 媒が注 目されているが、 山崎倫昭(東 北大金研)ら
成田敏夫(北 大院工)ら はTiAI合 金の耐 酸化性 に はア モル フ ァスNi-Zrお よ びNi-Zr-Sm合 金触 媒
対す る硫化処理 と第3元 素添加の効果についての 前駆体 の酸化挙動 を調べ、触媒 として有用な正方}
検討 を行 った結果 を報告 した。 まず、硫化処理 に 晶 ジル コニア微細粒子の安定性 につ いて結晶粒径
よ り表面に必要 元素 を濃縮 させ る試 み を行 い、成 効果 によって説明 を試 み、正方晶 ジル コニアの安
功 した ことを報告 し、 さ らに多数の添加 元素 につ 定化 臨界結晶粒径 を]2-13nmと 見積 もった結果
いて耐 酸化性 向上 の効果 につ いて試験 を行 い、Ti一 を報告 した。
AI-Cr-W(Ta)合 金 を新 たに開発 し、その優秀性 に 水流徹(東 工大院)ら はスクラップ鋼材 か らの
ついて報告 した。 トランプ元素の湿式法による除去 と回収、特 にア
また、原基(秋 田大工 学資源)は 溶融Na2SO2中 ンモ ニア系溶液での銅 の除去 ・回収 と亜鉛 の除去
にお ける塩基度 の電気化学的制御 と、Nio、Cr203お について電気化学的検討 な らびに経済性 の検討 を
よびAl20,と いった保護性 皮膜構 成金属酸化 物の 行 い、特 にCuに 関 しては溶解 に使 用 した電流の
溶解性 について検討 し、酸化 物の溶解量 と塩基度 対反応 でCuの 電解採取 がで きれば電気代 の問題
が分極 電位 によって変化す る結果 を報告 した。炭 は解決 で きるとの見通 しを披露 した。上 田幹人(北
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大院工)ら はアル ミニウムの リサイクル における につ いて考察 し、 その機構 を定性的 に説明するモ
ブ レンデ ィングの繰 り返 しに伴 う再 生地金 の グ デル を提案 した。
レー ドダウン化 による悪循環 を阻止 す るための技 塙隆夫(金 材技研)ら はチ タンの再不働態化電
術 として電解精製 法を検討 し、バイポー ラー電解 流に及ぼすア ミノ酸 とタンパ ク質の影響 を調べ る
槽 を用 いたアル ミニウム電解精製 における電解槽 ため、 これ らを含 む溶液中で瞬 間的 に破壊 するこ
の作動特性 について報 告 した。 この電解 系では純 とで生成 したTiの 新生 面露 出か ら皮膜再生 まで
度99,92～99.96%の 電析アル ミニウムが得 られ、 電流値変化 を20μs間 隔で測定 し、皮膜再生 まで
三層 式電解法 に比較 して、約1/3の エネルギー消 に溶出す る金属 イオン量の算 出を行 い、 ア ミノ酸
費 です ませ ることがで きることを示 した。 は溶出を加速す るが、蛋 白質は抑制 する効果があ
野 田和彦(金 材技研)は 次世代型超鉄鋼耐 食材 るとの結果 を得た。 これらの結果を もとに、 ア ミ
料 の開発 に関 し、特 に海洋 ・海浜 における耐環境 ノ酸 は溶 出イオンと結合 し皮膜再 生 を妨 げるが、
性 の高い低合金鋼の開発 との関連 で、高窒素ステ 蛋 白質は新生面 に吸着 し、見か け上 、皮膜再生 を
ンレス鋼 の作製 と低 合金耐候性鋼 のさび層のイオ 促進するため と結論づけた。熊田誠(山 口大工)ら
ン選択透過性 につ いて調べ、報告 した。高窒素 ス は鉄酸化細菌 であるチオバ チル ス ・フ ェロオキシ
テ ンレス鋼 としては均一 な1%N含 有 ステ ンレス ダンスを用 いた金属銅 および金属 鉄の微細加工 を
鋼 創製 に成功 し、著 しい耐局部腐食性 向上 に成功 試み、細菌の培養 液の最適pHを 決定する と共 に、
したこと、 また各種鋼材表面 に生 じるさびの イオ 加工機構 について も考察 し報告 した。
ン選択透 過性 については、微 量の合金 元素 によ り 瀬尾眞浩(北 大院工)は 塩酸 中におけるInPの カ
イオン選択透過性が大 きく変化 し、添加元素 によ ソー ド分解反応 に関する検討 を行 い、InPは 塩酸
るイオ ン選択透過性変化 と外界か らの塩化物 イオ 溶液 中で、ある電位 よ り卑にカ ソー ド分極 する と、
ン侵入阻止効果 との関連 を議論 した。幅崎浩樹(東 水素 発生 反応 と平 行 して、InPの カ ソー ド分解反
北 大金研)ら は最 近 開発 した耐食 バル クアモ ル 応 が生 じる こと、n型InPで はp型InPよ り全 力
フ ァス合金の濃塩酸 中における超高耐 食挙 動につ ソー ド反応 に対するカソー ド分解反応の割合 が大
いて報告 した。伊藤純(北 大院工)ら は銅 の初期 きいこ となどの結果 を報告 した。
腐食挙動 に及ぼす酸化 物皮膜の影響 につ いて、IR一 渡辺徹(都 立大院工)は30年 にわたる各種 め っ
RASに よ り調べ、初期酸化物の防食効果は皮膜 の きの透過電子顕微鏡観察か らめ っき膜の構造 およ
厚 さの みな らず、結晶性 が高いこ とが重要であ る び物 性 制御 に関 す る新 しい理 論 の 提 案 を行 い、
との結果 を報告 した。 め っき膜 は高温状態か らの急冷固体 に似 た構 造 を
柴田俊夫(阪 大院工)はTiAIの 脆化条件 を実験 示 し、各種半金属元素の混入は不純物 ではな く合
的に調 べ、電位 一pHダ イアグラム上 にTiAl環 境脆 金元素 として とらえるべ きことな ど、従来の過電
化 マ ップ をプ ロッ トし、脆化領域がTiの 不働態 と 圧 によって制御 され るとす る考 え方に疑 問を呈 し
密接 に関連 していることを明 らかに し、報告 した。 た。
西村六郎(大 阪府大工)は オーステナイ トステン 井上†専之(大 阪府大工)ら は応力腐食割 れの き
レス鋼の 粒界応 力腐 食割 れ機構 に関 し、鋭 敏 化 裂発生 を予知 できるモニ タリング法の開発 の一環
オー ステナイ トステンレス鋼の粒界応 力腐食割れ として、電気化学的 ノイズ法の一つである電位 ノ
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イズ法 による応 力腐食割れ発生 予知 を検討 し、電 に β一FeOOHの 存在 割合 で統一 的 に説明 で きるこ
位 ノイズ法の利点、予知方法の実際、電位 ノイズ とを示 し、Ti添加耐候性鋼 におけ るTiの 著 しい効
か らの局部ア ノー ド電流の推定方法、実験室実験 果 を説明 した。
と現場への応 用における際の問題 点な どを報告 し
た。片野幸雄(ク ボ タ)ら は埋設管 の腐食孔の分4.ま とめ
布調査 を行 い、 その結果 を統 計的に解析 し、腐食 本研 究会 は 「21世 紀の環境 と材料 を考 える」と
深 さ を確 率 変 数 と してiog-normal、Weibull、g一 いうテーマであったが、21世 紀 は遠い将来の こ と
Gamma、 対数、およびGammaの5種 類 の分布に当 で はな く、 まさに明 日の現 実的問題である との認
て は め 整 理 し、71%が1。g-normal、20%が 識の下 に、参加者が当面取 り組んでい る種 々の材
Weibull、残 りが一般化Gammaに 従 うこ と、さ らに 料の リサイクル、既存の材料の寿命延伸、過酷環
埋 設期間 が10年 程度 で はWeibull分 布 を示 すが、 境下での腐食 など、環 境保全や新エネルギーに関
数 十年 経過 すれ ばIog-normal分 布 に従 うよう に 連 した研 究の現況紹介 と今後の研究の方向に関す ㍉
なるこ とを報告 した。 る討議が、活発 に展開 された。本研究会でのテー
石川雄一(日 立機械研)ら は電子部品に多用 さ マは非 常に広 い範囲 にわ た る研 究が 関わ って お
れている銀め っき銅線の腐食挙動 を調 べ、 リー ド り、最近 の細分化 された単一の学会等では とて も
部や コネクタ部 における機密性 の低 さか ら生 じる 議論 し尽 くせ ない問題 を、本研究会で まとめて議
腐食事例 と対策 について報告 した。 また、 山下正 論 で きた意義 は大 きい。環 境問題 および エネル
人(姫 路工大工)ら は低合金鋼 の さび層の状態 と ギー問題 を解決す るためには、広範囲の専 門分野
その防食性 に関 し、特に γ一FeOOHか らCr置 換微 の研 究者間 の密接 な協 力が今後 ます ます 必要 に
細ゲーサイ トへの変化 における中間段階 における なって来ているが、その意味 で、本研 究会 の果 た
非晶質 さびの役割について考察 し、このX線 的非 した役割は大 きい。最後に本研究会の意義 と重要
晶質物質 はCr置 換 超微細 ゲー サイ トで ある と考 性 を考 えると今後 もこの種 の研究会 を継続 して開
える とさび相の遷移 を統一的 に解釈 で きるという 催すべ きことが 多数の参加者か ら強 く要望 された
結果 を報告 した。中山武典(神 戸製鋼材研)ら は ことを記 して まとめ とする。 「
鉄 さびの生成 と構造 に及 ぼす合金元素 の影響 を特 文責 浅見勝彦(東 北大金研)
42
IMRニ ュースNo.33研 究会 報告
研葦秘会瑠昆告(6)=
高温超伝導体における渦糸状態
代 表 者 前 田 京 剛(東 京 大 学 大 学 院 総 合 文 化 研 究 科 教 授)
1.は じめ に 波やス ピン密度波の ダイナ ミクスとも関連 し、広
高温超伝導体の渦糸状 態は、従来の超伝導体 と い意味での量子凝縮相 に共通す る問題 である。
は異 なって多彩 な相転 移 を示 す こ とが解 って き 本研 究会の 目的は、 この ような高温超伝導体の
た。 これは、渦糸の持つ熱エネルギー、渦糸間相 渦糸状態に関す る我が国の最先端の研 究の現状 を
互作 用エネル ギー、 ピン止 めエネル ギーな どの渦 互 いに認識 し、今後の研 究の発展 を促すこ とであ
糸状態 を規定 するエネル ギーがほぼ同 じ大 きさを る。
持つために、磁場や温度な どの環境パ ラメー ター
の変化 によって容易に影響を受けるためである。-2.研 究会報告
方、最近 、渦糸 のスタテ ィックな構造 に関す る問 本研 究 会 は、1999年12月13日 ～15日 の3日
題ばか りでな く、渦糸内部の電子状 態や渦糸の ダ 間、金属材料研 究所2号 館講 堂において開催 され、
イナ ミクスに関する問題が興味 を持 たれ て いる。64名(所 外47名 、所 内17名)の 参加者の もとに
電子状 態は高温超伝導の メカニズムに直接 関連す41件 の講演 と討論が行われ た。プ ログラムは以下
る問題であ り、 またその ダイナ ミクスは電荷密度 の通 りであ る。
12月13日(月)
(1)<渦 糸の微視 的構二造 と電子状態1>座 長 前田京剛(東 大院総文)
オーバー ドー プTI-2201に おける抵抗転移 とフラックスフロー抵抗 東大物性研 井澤公一
ク リー ン リミッ ト超伝導体YNi2B2cに おける準粒子励起 東大物性研 柴 田明徳
Bi2Sr2CaCu20yに おける高周波応答 と熱伝導度の測定 東大院総文 岩谷克也
YBa2Cu30y単 結晶の混合状態 における高周 波電磁応答 東大院総文 土屋良重
酸化物超伝導体の混合状 態における面内異方性 北陸先端大 岩崎秀夫
渦糸は電荷 を持つか?;核 四重極共鳴 とホール効果 東大物性研 松 田祐司
(li)<渦 糸 の微視的構造 と電子状態ll>座 長 小 山富男(東 北 大金研)
t-Jモ デル における磁束電荷の ドー ピング依存性 東大院総文 小形正男
超伝 導磁束状態 と反強磁 性の競合 と相転移 金材技研 胡 暁
スペ ク トラル ・フ ロー と超伝 導体 中の渦糸の ダイナ ミクス 東北大院情報 林 正彦
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渦糸 まわ りの準粒 子状 態の核磁気緩和率への寄与 岡 山大理 滝川光明
複数の秩序変数 を持つ超伝導体の渦糸構 造 一UPt3とSr2RuO4を 中心 として 北大理 北 孝文
二成分GLModelの 渦糸液体一渦糸固体転移 京大院理 礒谷 清
12月14日(火)
(lil)〈渦糸 のダイナ ミクス 〉 座長 為 ヶ井強(東 大院工)
W/Si単 層膜 および多層膜 におけるボル テックス ダイナ ミクスのサイズ効果 東北大極低 セ 野 島 勉
伝導 ノイズ測定 によるWashboard変 調動的磁束の再秩序化 東大院総文 戸川欣彦
Bi2Sr2CaCu20,の 混合状態 における非局所 的電気伝導 超電導工研 中尾公一一
磁気緩和 と空 間分布 を考慮 したBi-2212の 磁束相図 電総研 山 口裕二
(IV)<渦 糸相図1>座 長 石 田武和(大 阪府 大工)l
Bi,Sr,CaCu208.,に おける磁束相転移の試料サイ ズ依存性 東大院工 為 ヶ井強
傾斜磁場下 におけるBi2Sr2CaCu20s.yの 磁束状態 東大院工 徳永将史
磁束液体状 態 とピン止め効果 筑 波大物質工 木村和広
層 間位相差のスケー リングに基づいた高温超伝導磁束格子融解 の統一的理解 金材技研 野々村禎彦
磁気 トル ク法によるYBa2Cu30yの 磁束格子融解 の測定 東北大金研 柴田憲治
(V)<渦 糸相図II>座 長 花栗哲郎(東 大院新領域)
ブラ ッググラス、渦糸 グラス、渦糸液体 における位相 コヒー レンス 東大物性研 松 田祐 司
ボルテ ックス相の安定性 阪大院理 川村 光
60K相YBCOの グラス転移 北陸先端大 内藤 智之
YBa2Cu40sの 磁束格子融解 大阪府大工 石 田武和
YBa2Cu30yの 渦糸相転移 と臨界点 東北 大金研 西嵜照和r
Bi-2212単 結 晶の磁束 線デ ピンニングの精密磁化測定 金材技研 平 田和人
(Vl)〈 渦糸相図 川〉 座 長 門脇和男(筑 波大物質工)
点欠陥 で ピン止め された磁束格子の相 変化:コ ン ピューター ・シ ミュレーシ ョン
日立基礎研 菅野量子
点欠陥 を含 む高温超伝導磁束系の相図 金材技研 野 々村禎彦
スプレーグラス転移での応答量の臨界的挙 動 京大院理 池 田隆介
磁気 特性評価 か らみ た柱状 欠陥 を もつ超伝導体 における磁束状態:
ピーク効果 とBoseGlass転 移線 超電導工研 筑本知子
Bi(Pb)2212の 電磁気的異方性 とコラムナー欠陥の磁束 ピニング 東大院工 中山有理




(VID〈 ジ ョセブ ソン渦糸 〉 座長 立木 昌(金 材技研)
JosephsonVortexStates京 大院理 池田隆介
パ ンケー キか らジ ョセブ ソン磁束への過程 に どんな物理があ るか 筑波大物質工 門脇和男
高温超伝導ab面 に平行 な磁場 に誘起 されたジ ョセブ ソン磁束系の相転移 金材技研 胡 暁
Bi2Sr2CaCu208+yに おける磁束系の相転移 と固有 ジ ョセブソン特性 金材技研 大井修一
NMRに よるボルテ ックス ・ロックイン状 態の観測 東大院工 鹿野 田一司
(VIII)〈ジ ョセ ブソンプラズマ 〉 座長 松 田祐司(東 大物性研)
ジ ョセフソン磁束 とジ ョセブソンプラズマ共鳴 筑波大物質工 掛谷一弘
ジ ョセブソン ・プラズマにおける古典的非線形効果(巨 視的量子効果)原 研 町田昌彦
高温超伝 導体の量 子電荷 ダイナ ミクスとジ ョセ ブソンプラズマ 東北大金研 小山富男
3,内 容 存性や超伝導、 反強磁性相、正常相間の相転移が
1日 目は午後 か ら始 まり、渦糸状態 における準 議論 され た。 また、 コア内部の電子状 態が与える
粒子が いかな る性 質 を持 ち、 どのよ うに記述す る 影響 につ いて、 渦糸の ダイナ ミクス(林)やNMR
こ とが できるかについて、 実験 と理論の両面か ら(滝 川)な どの具体 的な物理現象 に関 して調 べ ら
議論 され た。前半 では、過剰 ドープ領域 にあるTIれ 、実験への提 言がなされ た。複数の秩序 変数 を
系酸化 物の抵抗転移 にお ける異 常の原 因(井 澤)持 つ場合の渦糸構造 が考察 され、UPt3、Sr2RuO4、銅
や、Bi系 、Y系 における準粒子の電子状態が高周 波 酸化物の場合について議論 された(北 、礒谷)。
表面 イン ピー ダンス(岩 谷、土屋)や 核四重極共2日 目午前前 半は、渦糸 の ダイナ ミクスに関す
鳴(松 田)の 実験 に よって調べ られ、 スタテ ィッ るセッシ ョンで、w/Si単 層膜 ・多層膜 の渦糸運動
クな相変化 との関連や渦糸 内部 の反強磁 性相関の の形態が膜総数に依存す ること(野 島)、BSCCOの
可能性が議論 された。一方、ク リー ンなs波 超伝導 伝導度 ノイズに渦糸の コ ヒー レン ト運 動による と
体の典型 と してYNi2B2Cの フラ ックスフ ロー抵抗 考 えられ るWashboard変 調 が観測 されたこ と(戸
と比熱が測定 され、準粒子の コア外への しみ出 しの 川)、BSCCO単 結 晶において多電極測定 が行 われ、
可能性が指摘 された(柴 田)。さらに、Nd,.、Ce、CuO4非 局所的電気伝導 の定量的解 析が試 み られたこ と
とYBa2Cu30yの 磁i場を伝導面 に平 行 にか けた場合(中 尾)、酸素濃度の異 なるBSCCOの 磁化緩和 か ら
の抵抗の異方性 が調 べ られ、d波 超伝導体 に特徴 第2ピ ー クが相転移線 と考 えられ ることな どが報
的な4回 対称性が観 測 され、特 に60K相YBCOで 告 され た。 午前 後半の セ ッシ ョンでは、渦糸相図
顕著 であることが報告 された(岩 崎)。1と して、まず、BSCCOに 関 して融解転移 や ピーク
後半 には、渦糸 コア内部の電子状態がt-Jモ デ 効果 における試料 サイズ依存性 偽 ヶ井)と 傾斜
ル(小 形)やSO(5)理 論(胡)に 基づ いて考察 さ 磁場の効果(徳 永)が 、 またBSCCO系 の渦糸相図
れ、 それぞれ コア内部の電荷密度の ドー ピング依 における柱状 欠陥の効果が欠陥量 を変えて(木 村)
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調べ られた。さらに、3次 元frustratedXYmode1に 係(伊 高、筑本)が 議論 されてい る。
基づ いて相関位 相差 が計算 され、磁束格子融解 温 最終 日は午前のみで、前半の}部 では、伝導面
度での位相差 の飛びが異 方性 の広 い範囲 にわた っ と磁 場が平行 な場 合 の磁 束 系の構 造 と相転移 が
て スケール される ことが示 された(野 々村)。 最後G-L理 論 とモンテカル ロシ ミュレー シ ョンに基づ
に トル ク法に よって、ハ イブ リッ ドマグネッ トを いて議論 された(池 田、胡)。 また、 実験か らは、
利用 した強磁 場で磁束格 子融解 に ともなう磁化 のBi2212に 関 して磁 場 を伝導 面 に垂 直な方 向か ら
飛び を観測す るテクニ ックが紹介 され た(柴 田)。 平行 な場合に変えていった際 に磁束相 が どの よう
午後 は、すべて磁束相 図に関するセ ッシ ョンで に変化す るか(門 脇)、 メサ構 造 をもったBi2212
あ る。 マイク ロ波の連続 スイープによって相境 界 における磁束状態 での ジ ョセ ブソン特性、有機化
におけるジ ョセブ ソンプラズマ共鳴 が測定 され、 合 物の磁束状 態に関 するNMRに よる研 究(鹿 野
ブラッググラスの相境界 では、共鳴周波数が ジャ 田)が 紹介 された。後半のセ ッシ ョンでは、固有
ンプす る こと(松 田)、 点欠陥 を持 つ場合のボ ル ジ ョセフソン接合構造 におけるジ ョセブソンプラ(
テ ックスグラス相の熱力学的安定性が レビュー さ ズマ共鳴が議論 され、 ジ ョセ フソン磁束配置 にお
れ、 また シ ミュレーシ ョンの結果 として不安定な けるジ ョセ フソンプラズマ共鳴モー ドが調べ られ
相 と して存在 する こと(川 村)が 報告 された。 ま た(掛 谷)。 また、 ジ ョセブソンプラズマモー ドを
た、60K相YBCOの ボル テックスグ ラス融解相転 古典論の範囲で扱 える場合 に対 して電荷の ダイナ
移(内 藤)及 びY系i24に お ける磁束格 子融解(石 ミクスが理論 的に考察 された(町 田、小 山)。
田)の 性質、酸素濃度 の異 なったYBCOの 相図の変
化 に関する詳細 な実験結果(西 嵜)、Bi2212単 結晶4,ま とめ
のデ ピニ ング ライ ン近傍 における磁化 の精密測定 高温超伝導体 を中心 と した 「強相 関」系超伝 導
の結果(平 田)が 報告 された。 体の磁束状態 を研 究 して いるわが国の第一線の研
午後後半のセ ッシ ョンでは、種々の格 子欠陥が 究者 が集 まって研 究成果 の報告 と議 論が行 わ れ
渦糸相 図に及 ぼす影響が理論 ・実験の両サイ ドか た。今回参加 することので きなかった渦糸の直接
ら議論 された。 まず、 点欠陥の効果がモ ンテカル 観察 に関する領域 を除 いて、本研 究会 は、わが国 ・
{
、
ロシ ミュレーシ ョンによって調べ られ、磁 場誘 起 の磁束状 態の研究 をほぼ網羅 している。計測技術
型の ブ ラッグ グラ スーボルテ ックスグ ラス転移、 の発展、結晶作製技術の進歩 にる良質 な試料の作
ブラッググ ラス ー液体転移、 デピニング転移 の存 製、 さらに キャリヤや ピニングセ ンターが人工的
在が確認 され、 それ らの転移の次数 も議論 された に制御 され るよ うになって、 この領域の研究は こ
(菅野 、野々村)。 また、 スプレー状の柱状 欠陥 を こ2～3年 の問に急速 に進歩 した。平衡状態の渦糸
持つ場合 のグ ラス ー液体転移の臨界点近傍 の振 る 相図 に関 してはかな り理解 が進 み、研究の方向は
舞 いも考察 された(池 田)。 さらにBi2212に 関 し ダイナ ミクス、渦糸内部の準粒子の電子状態等の
て実験 か ら欠陥 による磁束 ピニングの効果 が、特 分野 に移 っている。 これ らの問題 は、高温超伝導
に異方性 の 強 さ と ピニ ングメ カニ ズム との関係 の理解 に今 までにない切 り口を与 える もので、新
(中山)、 柱状欠陥や面状欠陥 と磁 場の方向 との関 たな展開が期待 され る。(文 責:小 林典 男)
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IMRニ ュ ー スNo.33ワ ー ク シ ョ ップ 報 告
ワークシiヨツプ報告 ㈹=
次世代機能素子用基盤 としての単結晶の育成 と評価(そ のIl)
結 晶 材 料 化 学 研 究 部 門 教 授 福 田 承 生
1.は じめに2.ワ ー クシ ョップ報告
21世 紀の情報化社 会 を支 えるのは、移動体通信 本 年 の ワーク ショップ は 平 成ll年8月19日
用の新圧 電結晶、次世代通信 ・光情報処理 か ら医(木)、20日(金)の 両 日にわたって金属材料研 究
学応用 までの レーザー結晶 な どの酸化 物、 フッ化 所2号 館1階 講堂 および会議室において開催 され
物、複合化合物 を中心 とする新 しい単結晶である。 た。大学 および国立研 究所機関か ら62名 、企業か
しか し、 これ らの新単 結晶材料開発 は半導 体のそ ら33名 、計95名 の参加の もとに別記のプ ログラ
れに対 し未熟な段階にあ り、要求 目標 との技術格 ムに基づ いた講演 と討論が行われた。
差 が著 しい。
現在、 日本学術振 興会第16[委 員会 「結晶成長3.研 究成果
の科学 と技術」の未来開拓 学術研 究推進事業研 究 佐 々木の希土類 ・カル シウム ・オキシポ レー ト
プロジ ェク ト 「次世代機 能素子 用基盤 としての単 系 結晶の育 成 と評価 ではSHG結 晶 の設 計 方法 に
結晶の育成 と評価」(プロジェク トリーダー:福 田 指針 を与 えた。島村 の作製 したフッ化物単 結晶は
承生)が 平 成9年 度か ら5ヶ 年計 画で金属 材料研 紫 外域光 学へ の応 用 が有効 であ るこ とが示 され
究所 を研 究拠 点 とし、上記テー マで行 われている。 た。小川 は非線形光学結晶 を光散乱法 によ り評価
この プロジ ェク トに関連 したテーマについて多数 し、同方法が欠陥検出 に有効 であるこ とを示 した。
の共同研 究が提案 され てお り、本 ワークシ ョップ 小玉は新 しい紫外蛍光材料 となるフッ化物結晶 を
は、上 記テーマの関連研究者が集い、総合的観点 育成 し、結晶中のCe3+の 光学特性 を報告 した。Ko
か ら討論 す ることで研 究をよ り効率的に推進する はMBE法 によって半導体上 に成長 させ た フッ化
ことを目的 と して計画 されてお り、同テーマで行 物層 をAFMに よって詳細に観察 した。横谷 はエキ
わ れ る ワー クシ ョップは 昨年 に続 き2回 目とな シマ レーザー アブ レーシ ョンを用 いて、Sicお よ
る。 びTi:Al20,rs膜 の作成 に成功 した。吉川 は μ一PD
昨年 と同様、第一 日目にはプ ロジェク トの成果 法 によって高融点酸化物の ファイバー単結晶の作
発表 を関連研 究発表 と共に行 った。第二 日目には 製 を試み、 これ まで得 られ ていない単 結晶の作製
詳細 な成果 内容 と してポスター発表 も用意 し、容 に成功 した。勝亦 は熱刺激発光 スペク トルによる
易に研究の進行状況 を共有 で きるよ うに した。同 蓄光型蛍光体の トラップ評価の報告 をした。川添
時に、招待者 によるプロジ ェク トへの新 しい提言 は計算機 シ ミュレーシ ョンによる計算結果 を動画
をお願 い し、関連研 究者に より活発 なご討論 をい で示 しつつ、材料設計 の将来 につ いて展望 した。
ただいた。 浅井 は全固体 アイセイフレーザーの高効率化 と
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そ の 応 用 と し て の 衛 星 搭 載 ラ イ ダ ー に つ い て そ の"GrowthandCharacterizationofCe-doped
概 念 と 開 発 意 義 に つ い て 論 じ 、 平 野 は 化 学 溶 液 法LiCaAIF6SingleCrystals",K.Shimamura,NaMu一
に よ る 強 誘 電 体 薄 膜 の 作 製 に つ い て 報 告 し た 。 伊jilatu,K.Nakano,S.LBaldochi,Z.Liu,H.Ohtake,N.
藤 は 電 界 印 加 法 に よ る 〕NbO3、LiTaO3結 晶 の ドメSarukuraandT.Fukuda,J,Cryst.Growth197(1999)
イ ン 超 格 子 作 製 プ ロ セ ス の 開 発 と 、 そ の 応 用 と し896-900.
て 光 パ ラ メ ト リ ッ ク 発 振 デ バ イ ス の 特 性 解 明 を"GrowthofCaF2:R3+(R=Nd,Er)・ しayersby
行 っ た 。 瀬 川 はZnO薄 膜 の 励 起 子 発 振 に つ い て のMolecularBeamEpitaxy",J.M.Ko,Y.ChenandT.
報 告 を 行 い 、Wangは 光 リ ソ グ ラ フ ィ ー 用 の 新 材 料Fukuda,J.KoreanAssoc.Cryst.Growth9(1999)1一
に つ い て の 紹 介 を 行 っ た 。5.
ア メ リ カ 、 ロ シ ア 、 フ ラ ン ス 、 ドイ ツ 、 ブ ラ ジ``GrowthofNewLangasiteSingleCrystalsfor
ル 、 ス ペ イ ン 、 韓 国 、 中 国 、 台 湾 か ら も 参 加 者 がPiezoelectricApplicati。ns",T.Fukuda,H,Takeda,K.
あ り 、 活 発 な 議 論 が 行 わ れ た 。Shimamura,H.Kawanaka,M.Kumatoriya,S.Mura・(
kami,J,SatoandM.Sato,Proceedingsofthellth
4.ま と めIEEElnternationalSymposiumonApplicationsof
昨 年 に 引 き 続 き 、「次 世 代 機 能 素 子 用 基 盤 と し てFerroelectrics(1999)315-319.
の 単 結 晶 の 育 成 と 評 価 」と 題 し た テ ー マ の も と で 、"GrowthofCa8La2(PO,)602SingleCrystalsas
い か に し て 寿 命 ・再 現 性 の 点 で も 優 れ て い る 高 品SubstratesforGaNEpitaxialGrowth",A.Yoshikawa,
質 の 単 結 晶 あ る い は 薄 膜 を 作 製 す る か と い う 重 要V.V.Kochurikhin,N.Futagawa,K.ShimamuraandT.
な 議 題 に 対 し て 研 究 結 果 の 報 告 と 議 論 が 行 わ れFukuda,J,Cryst.Growth204(1999)302-306.
た 。 代 表 者 と し て は 、 こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 場 が"MolecularBeamEpitaxyofCa卜 、R、F2+、(RニNd,
我 が 国 だ け で な く世 界 の 学 術 界 ・産 業 界 に 向 け てEr)Layers:StudyofRHEEDPatternandLattice
の 情 報 発 信 地 と な る こ と を 望 ん で や ま な い 。Mismatch",J.M,KoandT,Fukuda,J.Cryst.Growth
200(1999)490-497.


































ワ ー ク シ ョ ッ プ プ ロ グ ラ ム
主 催:東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所
日 時:1999年8月19日(木)、20日(金)
場 所:東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 講 堂 ・会 議 室
テ ー マ:次 世 代 機 能 素 子 用 基 盤 と し て の 単 結 晶 の 育 成 と 評 価(そ のII)
第[日 目;8月19日(木)「 次 世 代 機 …能 素 子 用 基 盤 と し て の 単 結 晶 の 育 成 と 評 価(そ のII)」
13:00-13:10開 会 の 挨 拶 東 北 大 金 研 福 田 承 生
座 長 小 平 紘 平(北 海 道 大 学)
13:10-13:30希 土 類 ・カ ル シ ウ ム ・オ キ シ ボ レ ー ト系 結 晶 の 育 成 と 評 価 大 阪 大 工 佐 々 木 孝 友
13:30-13:50紫 外 域 光 学 応 用 フ ッ 化 物 単 結 晶 の 作 製 東 北 大 金 研 島 村 清 史
座 長 猿 倉 信 彦(分 子 科 学 研 究 所)
13:50-]4:10光 散 乱 法 に よ る 非 線 形 光 学 結 晶 の 評 価 学 習 院 大 理 小 川 智 哉
14:10-14=30新 紫 外 フ ッ 化 物 蛍 光 材 料 、Ce3+:BaMgF4秋 田 大 工 学 資 源 小 玉 展 宏
14:30-「4:50GrowthofuoridelayeronsemiconductorbyMBE東 北 大 金 研J.M.Ko
I4:50-15:20休 憩
座 長 中 嶋 一 雄(東 北 大 学)
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15:20-15:40パ ル スレーザー アブレー シ ョンを用いた光機能性薄膜の作成 宮崎大 工 横谷篤至
15=40-16:00μ 一PD法 による高融点酸化物 ファイバー単結晶の作製 東北 大 金研 吉川 彰
座 長 宮沢 靖人(無 機材質研究所)
16=00-16;20蓄 光型蛍光体 の単結晶育成 と評価 東洋大 工 勝亦 徹
16:20-16:40計 算機 シ ミュレーシ ョンによる新材料の設計 東北 大 金研 川添良幸
16=40-18:00自 由討論
18:00-20:00懇 親会
第2日 目=8月20日(金)「 次世代機 能素子用新結晶創成への提言(そ の11)」
(
座長 宮澤 信太郎(ウ シオ電機)
9=30-10;OO全 固体化アイセイフ レーザの高効率化 とスペース ライダーへの応 用
東北工大、宇 宙開発事業団 浅井和 弘
10:00-lO:30化 学溶液法による強誘電体薄膜の作製 名大 工 平野 眞一
座長 皆方 誠(静 岡大学)
lO=30-1i:OO誘 電体 ドメイン超格子 を用 いた非線型光学 デバイ スの研究
東北 大 通研 伊藤弘 昌、谷内哲 夫
Il:eo-ll二30ZnO薄 膜の励起子 レーザー発振 理 化学研 究所 瀬川勇三郎





1ヨ本学術振興会第161委 員会未来 開拓 プ ロジェク ト 「次世代機能素 子用基盤 と しての単結晶の育成 と評
価」 と東北大学学際科 学研究 センター プロジ ェク ト 「変調構造 フォ トニクスマテ リアル研 究」の成果発表
【5:00一 閉会 の挨拶 東北大 金研 福 田承生
※ポスター発表
マイク ロ引 き下 げ法による新規 共晶体 フ ァイバーの作製 とその高温特性 東北大 ・金研 長谷川健 治
マイク ロ引下げ法による変調構造 フォ トニクスマテ リアルの開発 東北 大 ・金研 吉川 彰、福田承生
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コル キ ラ イ ト型 フ ッ化 物 単 結 晶LiAEAIF6(AE=Ca,Sr)の 作 成 と 評 価
東 北 大 ・金 研NaMujilatu、 島 村 清 史
シ ー ラ イ ト型 フ ッ化 物 単 結 晶RELiF,(RE=Y,Lu)の 作 成 東 北 大 ・金 研 中 野 憲 司
水 熱 合 成 法 に よ るZnOの 合 成 及 び 性 質
東 北 大 ・金 研 、 東 北 大 ・ク リス タ ル ・サ イ エ ン ス ・コ ア*、 秋 田 高 専**関 口隆 史 、 宮 下 哲 、
小 原 和 夫*、 宍 戸 統 悦*、 坂 上 登**、 福 田 承 生*
Threedimensionaloscillatorythermocapillaryconvectioninliquidbridges
IMR,TohokuUniv,Z,Zeng,H,Mizuseki,K.lchinoseki,K.HigashinoandY.Kawazoe
可 視 ～ 紫 外 領 域 の 半 導 体 変 調 構 造 フ ォ トニ ク ス マ テ リ ア ル の 研 究 東 北 大 ・金 研 八 百 隆 文
半 磁 性 半 導 体 の 磁 気 ク ラ ス タ ー に 関 す る研 究 東 北 大 ・工 梶 谷 剛
ナ ノ構 造 希 薄 磁 性 半 導 体 の 磁 気 光 学 特 性 東 北 大 ・科 研 岡 泰 夫
ポ テ ン シ ャ ル 繰 り込 み 理 論 の 開 発 お よ び こ れ を 用 い た 格 子 モ デ ル に よ る 相 転 移 の 研 究
東 北 大 ・金 研 佐 原 亮 二 、 水 関 博 志 、M.Sluiter、 大 野 か お る、 川 添 良 幸
ll-Vi族 半 導 体 量 子 点 の 光 ル ミ ネ ッ セ ン ス と 光 伝 導 東 北 大 ・理 後 藤 武 生
紫 外 大 出 力 波 長 可 変 レ ー ザ ー の 開 発 分 子 研 大 竹 秀 幸 、 猿 倉 信 彦
CrystalgrowthandopticalpropertiesofnewUVphosphor,Ce3+=BaMgF4秋 田 大 ・工 学 資 源 小 玉 展 宏
フ ッ化 物 結 晶LiBaF3,BaMgF4中 のCe3+の 光 学 特 性 岐 阜 大 ・工 山 家 光 男
希 土 類 ・カ ル シ ウ ム ・オ キ シ ボ レ ー ト結 晶 に お け る光 損 傷 と そ の 改 善 方 法
阪 大 院 ・エYongfengRuan、 古 屋 博 之 、 吉 村 政 志 、 森 勇 介 、 佐 々 木 孝 友
光 散 乱 法 に よ るBBOの 評 価 学 習 院 大 ・理 津 留 俊 英 、 小 川 智 哉
熱 刺 激 発 光 ス ペ ク トル に よ る 蓄 光 型 蛍 光 体 の トラ ッ プ 評 価
東 洋 大 ・工 勝 亦 徹 、 酒 井 理 恵 子 、 小 室 修 二 、 森 川 滝 太 郎
極 短 パ ル ス レ ー ザ ー ア ブ レ ー シ ョ ン に よ る 光 機 能 性 材 料 薄 膜 の 作 製 宮 崎 大 ・工 横 谷 篤 至
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ワークシ目ツプ報告(2)=
中性 子 回 折 に よ る化 合 物 磁 性 体 の構 造 の研 究
高 能 率 中 性 子 粉 末 回 折 装 置HERMESを 用 い た 研 究
放 射 線 金 属 物理 学 研 究 部 門 教 授 山 口 泰 男
1,は じめ に し、 さらに装置の将来的 な展望 について意見 を交
磁性体の磁気構 造の研 究や、酸化 物 ・水素化物 わす事 を主な 目的 としている。さ らに、HERMESを
等軽原子 を含む化 合物の結 晶構造の研 究には、 中 含 む各種の 中性子散乱装置の特性 を比較す る事 に
性子 回折 は不可欠の実験手法 である。金研 が3年 より、HERMESを より有効 に使 ってい くには どう
前 に 建 設 し た 高 能 率 中 性 子 粉 末 回 折 装 置 した らよいか、について もユーザーか らの要望 をf(
(HERMES)は 、その デー タ集積効率の 高さか ら、非 ふ まえて議論 した。
常 に広範囲の分野において物質の原子 レベル での
構造研 究に用い られて きた。特 に最近 では、Mnぺ2.ワ ークシ ョップ報告
ロブスカイ トを中心 とする遷移金属 酸化物、 およ 本 ワー クショップはII月8日 、9日 の両 日、東
び強相関f電 子系化 合物の研 究 において、多 くの 北大学金属材料研 究所2号 館1階 講堂 で開催 され
重要な成果 を上げ続 けている。そ こで今 回の ワー た。46名(内 金研22名)の 参加者が あ り、活発
クシ ョップでは、この1年 間にHERMESで 行われ な議論がな された。以下 に全体 のプ ログラムを示
た実験 の成果に基づ き、遷移金属酸化 物、f電 子系 す。
化合物の研 究 を中心 とす る諸問題 につ い て議 論
日時=平 成lI年 目 月8日 、9日t
場所=東 北大学金属材料研究所講堂
II月8日(午 後1時 半か ら午後5時40分)
13=30「 は じめ に」 山口泰男(金 研)
13=35ヨ4:50Mn酸 化物 座長:前 川禎通(金 研)
13=35-14:00「 中性子散乱に よる層状 マンガン酸化物の軌道状態の研 究」 有馬孝尚(筑 波大)
14=00-14:25「LaI.、Ca、MnO3(x～1/8)の 粉末 中性子回折」 小野泰弘(東 北 大工)
14:25-14:50「HERMESに よる層状 ペ ロブスカイ トMn酸 化物La2-2、Srl+2,Mn207の 磁気 ・構造相 図
の決定」 廣 田和馬(東 北大)
15:00-16:15V,Fe系 酸化 物 座 長;吉 沢英樹(物 性研)
15=OO-15:25「SrV2011の 中性子散乱 と磁気構造」 喜多英 治、畑 慶 明(筑 波大)
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[5:25-15=50「Fe4+を 持つSr3Fe207-dの 電荷不均化 反応 と磁性」 神 山 崇(筑 波大)
15:5G-16=15「V205の 高圧相転移」 草場啓 次(金 研)
16:25-17:40Rietveld角4析 他 座長:神 山 崇(筑 波大)
16:25-16:50「HERMESと3軸 分光器 を用いた遷移金属 酸化物の研究」 吉沢英樹(物 性研)
16:50-17:15「 粉 末構造精密化 システムREMEDYの 開発 とその応 用」
泉富士夫、池田卓史、熊澤紳太郎、胡 尉之、山本文子、及川健一(無 機材研、KEK、
東京商船大、超電導工学研 、 原研)
17;15-17i40「 ホイ スラー型Ni2MnGa系 合金の マルテ ンサ イ ト型変態 と磁気転移」
井上和子(龍 谷大)
18:00一 懇親会(2号 館5階 セ ミナー室)
lI月91ヨ(午 前9時30分 か ら12時30分 まで)
9=30-10:45Li電 池 他 座長:梶 谷 剛(東 北 大工)
9=30-9:55「Li二 次電池用正極材料Lil+、Mn2-、04の 物性、熱力学的安定性 と電池特性」
井手本康、小川秀平、小浦延幸(東 京理 科大)
9=55-10:20「 リチ ウム電池電極材料の構造 と物性」 菅野 了次(神 戸大理)
10=20-IO:45「 重 い電子系超伝導体UPd,(AIi.xGa,)3の 粉末 中性子回折 」 阿曽尚文(物 性研)
II=00-12:30四 重極秩序 他 座長:廣 田和馬(東 北 大理)
II=00-II=25「 多段磁場誘起転移 を示 すCe3SnCの 磁気構造」 小坂 昌史(埼 玉大理)
II;25-11=50「HoB2C2に おける特異な反強四重極秩序転移」 山内宏樹(金 研)
[1:50-12=15「TbB2C2の 基底磁気構造 と異方的磁化過程」 東方 綾(金 研)
12:15-「 おわ りに」 大山研 司(金 研)
く
3.成 果 り、HERMESが 広 い分野 で有効な装 置であ り、すで
本 ワー クシ ョップの中心 になった中性 子粉末回 に多 くの重要 な成果が得 られている事が実例 とと
折装置HERMESは 汎用の装 置であ り、現在 非常に もに示 され た。以下 に簡単 に講演 を まとめてみた
広 い研究分野で活用 されている。 この事 を反映 し い。講演者の敬称 は省略 させていただいた。
て、本 ワー クシ ョップでの 講演 分野 も多岐 にわ 山口(金 研)に よる開会の挨 拶があ り、続 いて
たった。本 ワー クシ ョップではい くつかの中心話HERMESに 対す る課題 申請が順調 に増加 している
題 を用意 した。すなわ ち、Mnを 中心 とする遷移金 事、それにともない論文数 も急速 にの びて いる事
属酸化物の研究、Li電 池材料 の開発、希土類 での が報告 され た。
四重極秩序の問題の研 究、 さ らにRietveld解 析 プ 最初の講演は、有 馬(筑 波大)に よる層状Mn酸
ログ ラムRIETAN2000に 関 して、 それ ぞれ最前線 化 物の研究の報告である。Mn酸 化物 は、 スピン、
の方々に講演 していただいた。 これ らの講演 によ 格 子、電荷の振 る舞 いが密接に絡 み合 って いて、そ
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の ため 巨大磁気抵抗 など興味深い物性 を しめす系 り、SrV,Oiiの50Kで の回折パ ターンに室温 で は
として、最近大 きな関心 を呼ん でい る。有 馬は、 観測 されなかった核散 乱 を見 いだ し、構 造転移 に
HERMESお よび中性子三軸分光器 に よる実験 を行 よ り結 晶構 造 が三方 晶系P31cに 変化 して いる
い、層状Mn酸 化物La2-.Srl.、Mn207で の スピン密 事 を示 した。 また、低 温相で磁気散乱 ピー クも観
度分布 を明 らか に し、3d軌 道状態 を知 る試 み を 測 し、c軸 二倍周 期構造 ではあるが複雑 な磁気構
行 っている。HERMESだ けでな く、偏 極中性子散乱 造 をとる事 も明 らか に した。また、VにFeを ドー
実験や共鳴X線 回折 と組み合わせる事で、より詳細 プ したSrFe、V6-、OlIでも同様 の実験 を行 い、Feが
な3d軌 道の情報 が得 られる事を指摘 した。小野(東 入 るVサ イ トを確定 し、かつ各Vサ イ トでの磁気
北大)はMn酸 化物Lal.,Ca.MnO3で の中性 子粉末 モーメ ン トの 振 る舞 い を 明 らか に し た。 この
回折実験 について講演 した。小野 はLal-.Ca.MnO3HERMESで 得 られた結果 は磁化過程 測定の結果 と
での結晶構造 と磁気構造 を決定 し、 ヤンテラー歪 よ く一致 する事 を示 した。
みの温度変化 を明 らか に した。 神 山(筑 波大)は 、Fe4+を 持つSr3Fe207.、 で起 きk`
廣 田(東 北大)は 、HERMESを 用いた詳細な実験 ている2Fe`+か らF6++Fe5+へ の電荷不均化 につい
に より、特 に大 きな巨大磁気抵抗効果 を示す層状 て講演 した。HERMESを 用いた磁気散乱測定か ら、
Mn酸 化 物La2.,Srl+,Mn207で のホール濃度 に対す 磁気構造決定 を行 った。低 温でおおよそa軸2倍 、
る磁気構造、結晶構 造相図を完成 させた。遷移金c軸4倍 周 期 の 長距 離 秩序 を示 す磁 気 ブ ラッグ
属酸化物の研 究において相 図 を完成 させ る事 は、 ピークが観測 された。 さらに、非常にブ ロー ドな
複数の 自由度、 とくに電子の持 つ軌道の 自由度 が 磁気散 漫散 乱がT,以 上250K付 近 まで観 測 され
この系の物性 に与 える影響 を理解す るうえで重要 た。 これは何 らかの磁気 的短距離相 関が高温 まで
である。廣田 は、La2.,Srl+,Mn207で の酸素八面体 の 存在 している事 を意味 していて、μSR測 定 におい
歪みのホール濃度変化 を定量的に示 し、3d電 子の て室温付近 で もミューオン緩和が残 っている事 と
eg軌 道 の う ち、低 ホール濃 度 で は3z2-r2状 態 関連づけ られる。 さらに、神 山はパルス中性子源
が、高ホール濃度ではx2-y2状 態が安定 になる事 での粉末回折の専門家であ り、原子炉の角度分散
を示 した・その結果・ホ ール灘 の増加1こともな 型装 置 とパ ル ス源 でのT・F型 装 置の 利点 の比較(
い、強磁性領域 か らキ ャン ト構造領域 、反強磁性 を行 い、磁気散乱測 定でのHERMESの 有用性 を指
領域へ と移 ってい くメカニズムを明 らかに した。 摘 した。
第一 日目第二のセッシ ョンはFe、V系 酸化物の講 草場(金 研)は 高圧合成で作成 され るバナ ジウ
演 である。喜 多(筑 波大)は 、六方晶バナジ ウム ム酸化物V205で の結 晶構 造解 析 をHERMESを 用
酸化物SrV60iiで の磁 気構造 および結 晶構 造決定 いて行 った。この実験 は非常 に印象 的であった。な
をHERMESを 用いて行 った。SrV6011を 含 むAV60iiぜ な ら、試料の量が230mgと 非常に少ないにも関
(A=Na,K(一 価)お よびPb,Sr(二 価))は 、そ わ らず、構造解析 に耐 えるデー タを測定 している
の電気伝 導度 や磁性 がAイ オ ンの価 数 に よって か らである。従 って、草場の実験 はHERMESの 微
多様 な振 る舞い を示 し、かつ この系 で複数の構 造 少試料 に対する優れた性能 を証明 した実験 として
転移 も起 きてい る事か ら、 その物性 の解明 に興味 重要であ る。 これ はまた、 これ まで 中性 子実験 が
が持 たれ て いる。喜 多 はHERMESで の 実験 に よ 不可能であ った高圧合成の分野の研究 にとって も
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福音 となろ う。 さらに、中性子 はバ ナジウムの散 るシステムであ る。MEM解 析 と全パ ター ンフ ィッ
乱 長が非常 に小 さいため、得 られる情報 はほとん テ ィング とを交互に繰 り返 す反復解法 を採用 して
ど酸素 サイ トの もの であ る。これは、X線 回折 で得 いて、通常の構造モデルでは表現 しきれな い原子
られ るバ ナジウムサイ トの情報で酸素 の情報 をほ の不規則分布、非調和 熱振 動な どを扱 うの に適 し
とん ど含 まない事 と対 をな していて興味 深い。す てい る。
なわ ち、X線 と中性子 で、バナ ジウム と酸素 を独立 井上(龍 谷大)は 、ホイスラー型合金Ni2.16Mno.s4Ga
に観測する事 がで きるの である。草場 はHERMESを ベースに、NiをPdで 、GaをGeで 置換 した合金
の実験 により、V205の 高圧相の構造 が斜 方晶系に での マルテンサイ ト変態について講演 した。置換
属 し、P222,Pmm2,Pmmmの いずれかの対象性 を した合金 に磁場 をか ける事で、そのマルテンサイ
持つ事 を示 した。 卜変態 に起 因する形状記憶効果 をコン トロールす
吉沢(物 性研)は 、特 に、酸化物研 究に おいて る 事 が 研 究 の 目的 で あ る。HERMESを 用 い た
'も
っと も有効かつ効率 的な中性子散乱装 置の使 いNi2(Pd。,、6Mn。84)GaとNi、(NiDI6MnD84)(Ga。,s4Ge。.16)
方 はどの ような ものか、 について興味深 い指摘 を での 中性子回折 によ り、両者 との常磁性領域 では
行 った。すなわ ち、HERMESの 利点 は広 いQ領 域 ホイスラー構造 をとり、かつPdはGaサ イ ト入 り
でのデータを高 い分解 能で測定す る事 にあ り、狭 一 部のGaはMnサ イ トに入 る事が 明 らか になっ
い範 囲の測定や特定の ピークの温度変化測定な ど た。一方、強磁性領域 である15Kで は、ホイス ラー
は、 む しろ二軸、あ るいは三軸分 光器 を用 いる方 構造 とは大 きく異な る複雑 な構造 をとる。 この構
が有 利である事、限 られたマシ ンタイムで最大の 造 は、ホ イス ラー構 造 が斜 方 晶 に 歪 ん だ相 と、
成果 を上 げるには装置の使 い分 けが重要 である事monoclinic構 造 をとる相 との2相 共存 で理 解 で き
を指摘 している。吉沢は、Mn酸 化 物Ndl-、Sr、MnO3る ものである。井上 は、それぞれの相の存在 比や
お よびRu酸 化 物Ca2-、Sr、RuO,+dで の 中性 子 回折 格子定数の温度変化 を詳細 に測定 し報告 した。
実験 をHERMESで 行 っている。Ndl-、Sr,MnO3で は、 ワーク シ ョップ第2日 目の 最初 の講演 はLi電
ホール濃度に対 する詳細な磁気構 造、結晶構造相 池材料 に関す る もの で ある。Li電 池 材料 の研 究
〔 図 を完成 させ・ それがM… イオ ンの車九道秩 序 や は・ よ幅 エネル ギー滴 電位 の材糀 見つ ける
電荷秩序 と関連 させ て理解で きる事 を示 した。 ま という応 用上 の興味 もあ り、現在活発 に物質探 査
たCa2.、Sr,RuO4+dで は、この物質で酸素量 によって が行われている。 また、 これ らの物質は軽原子Li
電気伝導度、磁性 が大 きく変わ るメカニズム を明 および0を 含むの で、中性 子回折が この分野で果
らか にす る目的で、過剰酸素の入 った試料 での磁 たす役 割 は大 きい。 まず井手本 ら(理 科大)は 、
気構造、結晶構 造相 図 を作成 した。HERMESを 用 い てLi二 次 電 池 用 正 極 材 料
泉(無 機材研)ら は、粉末回折実験の デー タをLi)+、Mn2.、04で の結晶構造決定 を行 い、電気伝導率
解 析す る構 造精 密化 シ ステムREMEDYに つ いて な ども含めて、物性 の組成依存性 を明 らか に した。
講演 した。泉 は、現在最 も信頼 されているRietveldこ の結果、Li量 あるいはMn価 数 が増加す るにつ
解 析 プ ロ グ ラムRIETANシ リー ズの 開 発 者 で あ れ、Li-Oお よびMn-0問 距離が短 くなる傾 向が あ
る。REMEDYは 、RIETAN98と 最 大エン トロピー法 る事 を示 した。また、ス ピネル型LiMn204で は低温
プログラムMEEDを 組み合わせ、構造 を精密化す で斜方晶への構造転移 が起 きている事 を示 し、か
一55一
つLi量 あるいはMn価 数の増加が、この転移 を抑 メカニズム、 および四重極転移の可能性 を探 るた
制す る事 も明 らか にな った。 さらにこの結果 と電 めに、HERMESを 用いて低温での磁気構 造決定 を
池作 動試 験 の結果 との 比較 か ら、Li量 ある いは 行 った。その結果、低温 では磁気 モーメ ン トがa軸
Mn価 数の増加 が結 晶構造 を安定 させ、その結果 サ に向いたa軸 方 向2倍 周期 で ある事が示 され た。
イ クル特性が 向上 す る傾 向があ る事 が示 され た。 しか し、結晶学 的にはCeは 一つの サイ トに位 置
菅野(神 戸 大)は 、遷移金属 を含 むLi電 池材料、 す る に も関わ らず、 ユニ ッ トセル中の3つ のCe
LiMO,,LiM204(M:遷 移金属)で の中性 子回折実験 の うち1つ は磁i気モーメ ン トの大 きさがoに な っ
をHERMESを 用いて行 い、これ らの物 質での結晶 ているか、あるいは他のCeと は90度 ずれている
構造 と電池性能の関係 を示 した。LiFeO2で は、室 可能性 を指摘 した。 これは各Ce位 置での2回 対
温での解析 パ ター ンが低対称 の層状構造 を もつ相 称軸 の 向 きが異 な る事 と関連 して いる と思 われ
に10%の 立 方晶相 が混入 して いる事 で理解 で き る。 また、小坂 は中性子回折パ ター ンを注意深 く
る事 を示 した。 また リチウムマンガンス ピネルで 測定 し、Ce3SnCで は、T,近 傍 で3倍 周期構造 を も1
は、充放電反応機構 と劣化の機構の解明のために、 つ新 たな相 が存在 して いて、磁気 的な秩序一秩序
さまざまな条件 で作成 され た試料での構造解析 を 転移が起 きている事 を明 らかに した。
行 った。その結果、800C以 上 で焼 結 した試料 では 山内(金 研)お よび東方(金 研)は 、 この1年
酸素欠損が生 じる事が示 された。酸素欠損 は電池 間のHERMESの 最重要成果である、希土類正 方晶
の性能 に強 く関連す るため、詳細 を明 らか にす る 化合物 における四重極秩序 についての最新結果 に
事 は重要であ る。 この酸素 欠損 は、 リチ ウム比の ついて講演 した。山内によれば、HoB2C、 は、T,〉
増加あ るいは焼成温度の低下 で減少す る事 も示 しTQ、 すなわ ち磁気秩序 が実現 している状 態で四重
た。 極秩序 が起 こる希有の物質で ある事 を示 し、T<
阿曽(物 性研)は 、重 い電子 系ウラ ン化合物UPTQ、TQ<丁 くT,の 両相 で の磁気 構 造 を解 明 した。
d,Al3と そ れ にGaを ドー プ した化合 物 につ い てT<TQで は基本 的 には四 重極 秩序 物 質DyB2C、 と
講演 した。UPd2AI3は 低 温で反強磁性 相 と超伝導相 同 じ磁気構造 を とる事 を示 し、HoB2C、 でのT<TQ
が共存 す る物質 で、か つ5f電 子 が両方の長 距離 相が四重極秩序相であ る事 を証明 した。 また中間 、
ド
秩序 に関連 している系 と して、最近非 常に注 目さ 相 の磁気構造が、短距離相関的な長周期構造 であ ㌦
ている。阿 曽はHERMESを 用 いてUPd,(AlI.、Ga、)3る 事 も示 した。 東方 は、TbB2C、 は、四重極秩序物
での中性子回折 実験 を行 い、磁性 と超伝導へのGa質DyB2C2 ,HoB2C、 とは異 な り、c軸 方向の90度 磁
置換 の影響 を調 べた。x=0.1,0.3の 試料で実験 を 気構造 をもたず、 む しろ180度 反強磁性構造 をと
行 い、xニO、3で もx=0と 同 じ反 強磁性構 造 を と る事 を示 した。これはTbB2C2は 少な くとも無磁 場
る事、 また、磁気 モー メン トはx増 加 に伴 い減少 下 では四重極秩序 を起 こす可能性 の無 い事 を意味
し、Ga置 換が反強磁性相実現 を抑 制する事 を示 し している。一 方、長周期構造 な どにDyB2C2,HoB2C、
た。 との共通性があ り、 また磁化過程測定か ら磁場下
小坂(埼 玉大)は 、立 方晶Ce3SnCに おいて 「悪 での四重極 秩序 相の存 在 が示唆 され て いる事か
魔の階段」 と もいうべ き6段 以上 の磁場誘起転移 ら、TbB2C、 で もやは り四重極相互作 用は重要 な役
を見 いだ した。そ こで、小坂 は、 この 多段転移 の 割を果 た している といえる。山内、東方 の講演 は、
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RB,C,で の基底状態 が四重極 相互作用の 影響 を強 短 時 間 で 多 数 の 試 料 を測 定 す る事 が で き る
くうけてお り、かつ磁気 的相互作用 との共存競合HERMESは すでに必要不可欠な装置 となって いる
によって非常 に多彩 な磁性 を示す事 を明 らか に し 事が示 された。 さらに最近応用の方面 で研 究が進
ている。 展 して いるLi電 池材 料の研 究 で もHERMESは 成
最 後 に装 置 責 任 者 の 大 山(金 研)に よって、 果 を上 げている。 また、ig99年 に入 ってか ら急速
HERMESの テー マと して、100mg程 度の微 少量試 に興味 を集めつつあるRB2C2系 化 合物での四重極
料 での測定、 および液体、 アモル フ ァス、化 学の 秩序 に関す る報告 が2件 あ り、正方晶での四重極
分野でのs(Q)測 定 を重要視 している事が説明 さ 秩序化の解明に対 し、HERMESを 用いた磁気構造
れた。 決定が本質的に重要 な役割 を果た して いる事が示
された。
4.ワ ー クシ ョップ まとめ ワー クショップ全体 を通 して、今後HERMESと
今回の ワー クシ ョップで は、HERMESの 性 質 を 中性子回折装置 が狙 うべ き方向性 につ いて有意義
良 く反映 し、非常 に広範 囲の多岐 にわ たる講演が な議論 を持つ事がで きた。特 にユーザーか らの要
なされ た。中性子回折実験 の最大の利点の一つ は、 望 を直接受 ける事 で、現段階での装置 の問題点が
磁気構造や化合物中の軽 元素(酸 素、 リチウム)な 非常 にク リアーになったのは、HERMESと いう装
どの構造 を、正確 にかつ同時に、比較的簡単 な実 置 に責任 を持つ 我々に とって大変 有意 義 で あっ
験 で決定で きる事 にある。本 ワー クシ ョップで、最 た。
近非常 に強 い興味 を集 めている酸化物の物性研 究 最後 に非常に多忙 な時期 に もかかわ らず、講演
に対 し、HERMESが 非常に重要 な役割 を果 た して を快 諾 して いた だい た講 演者 の 方々、参加 者 の
いる事が示 された。 特に、ホール ドー プ量 を変 え 方 々にお礼 を申 し上 げたい。
た多数の酸化物試料 で測 定 を行 い、ホール量 に対(文 責:大 山研司)
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1,は じめに2.概 要
平 成II年1[月29日(月)午 後1時 半 よ りII月 以下、口頭発表 の概要 を順 を追 って紹介す る(敬
30日(火)午 後5時 までの二 日間にわ た り、金属 称略)。
材料研 究所2号 館1階 講堂 において表記の ワー ク は じめ に近藤 は開会の挨拶に おいて、本 ワー ク
シ ョップが開催 された。本 ワー クシ ョップは、ナ シ ョップ開催 までの経緯、科学 と物理学 が融合 し{
ノメー ター スケールでのマイク ロクラスターや物 た形 での クラスター研究が今後益 々重要 になって
質表面の創製 ・制御 に関する研 究が近年、急速な い くであろうこと、理論 ・実験が共 同 してその両
発展 を遂 げて いる中で、国内の 実験 ・理論の専門 面か ら研究 を進めてい くことの必要性 な どにつ い
家 を一堂 に集め、実験 と理論 が共 同 した形で行わ て 「その 出来 ること ・出来な いこと」 とい う言葉
れて きた最近の研 究成果の報告 や情報交換、 さら を用 いて、 これ までの共 同研 究の背景説明 と興味
には将来の共同研 究発端の場 とするために企画 さ 深いイン トロダクシ ョンを行 った。
れ た。具体的な内容は以下 に既述 する通 りであ る 続 いて川添は、ナ ノチュー ブや シクロデキシ ト
が、近藤教 授 との同テーマでの実験 ・理論 ジ ョイ リンな どを用 いたナ ノデバ イ スの可 能性、 スー
ン トワー クシ ョップは既に平成4年 か ら7年 にわ パーコン ピュー ターか らよ り新 しい次世代超 高速
たって本所 において実施 され、その成果はScience計 算機への道具立ての変遷、特 に、電子デバ イス
ReportRITUの 特集号 と して2巻 刊行 されている。 や記憶素子の将来像 を提言 し、 これ を活用 したハ
また、Springerシ リー ズのAdvancesinMaterialsイ パ フ ォーマンス コンピュー ティングの重要性 を(
Researchの 一巻 と して も刊行予定 である。今回の 強調 した。具体 的 には第一原 理や タイ トバ イ ン
ワー クシ ョップは昨年度 よ り開始 された重点的研 デ ィング法 を用いたオー ソ ドックスな マイク ロク
究の テー マと して採択 された ワークシ ョップの一 ラスターの構造最適化計算が益 々重要 にな って く
つであ り、参加者 は65人 にのぼ り、昨 年同様本所 ること、一次元伝 導体 ・半導体やDNAデ バイスの
の ワークシ ョップ としては規模 的に も従来の もの 量子的 学的性能 評価 法な どにつ いて幅広 く論 じ
よ りもか な り大 きな もの とな った。特別講演1件 た。
と25分 講演22件 の合計23件 であ ったが、その他 橋 詰 は、水素 終 端 したSi(100)2xl表 面 に おい
の重要 な発 表 のた めに初 日タ方 にポ スター セ ッ て、STMの 針先 に電圧 をかけることによ り表面水
シ ョンを開催 した。ポ スターの発表件 数は2[件 で 素 を選択 的に取 り除ける ことを示 した。 この操作
あ った。 で水素 を一列 に取 り除 くと、む き出 しにな ったSi
原子列がパ イエル ス転移 を起 こ し、STMで 測定 さ
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れ るダング リングボ ン ドの振幅 に特殊なパ ターンKCIで はCu'はo-center位 置 にあ り、振 動子強度
が現れ ること、このパ ター ンが極低 温では凍 結 し は絶対零 度で も有限で ある。NaClは ち ょうどこれ
てSi原 子数が奇数 ・偶数 に応 じて対称 ・非対称 に らの中間的であ り、振 動子強度 は τの平方根 に比
な ることな どを川添グル ープの李 らによる第一原 例 して増加する。
理 シ ミュレー シ ョンの結果 を交えて報告 した。 さ 大槻は、原子核 反跳反応 を利用 した フラー レン
らに東大工の渡辺 らの第一原理計算 による一次元 への重 い異種 原子 の挿入 の可能性 に関す る実験結
強磁性の可能性 も示唆 した。 果を報告 した。特 に、7BeをC6。 に衝 突 させた試料
尾上 は、 水銀 ランプで光照射 したC6。薄膜 結晶 をTOF測 定 し、C6Gダ イマーの強 い ピー クがあ り、
表面 のSTM像 に、規 則的なC60の パ ター ンの所 々 大量のC6。 ダイマーが生成 されてい ることを示 し
に小 さな不規則 なパ ター ンが出現 し、 これが分子 た。また、C6。に内包 された7BeのECdecayの 半減
問距離iの測定 か らC6。ダイマー に相 当す る ことを 期が、6Kに 冷 や した試料 で は52.95日 で あ るの
t"示 した
。さ らに、電子 線照射 したC6。表面 は、C6。同 に対 して、室温 では53,24日 と長めになることを
士が完全 に融合 した形の複雑 な構造 にな ることな 示 し、 これ がC6。内 に7Beが 吸着 され てい る位 置
どの実験結果 を紹介 する とともに、大澤 によ り予 が温 度変化 す るた めで はな いか との示唆 を行 っ
言 され て いるSi被 覆c60を 作 成 す るに はSiを あ た。
る程度 まとめて 同時 にC60に 吸着 させな い とエネ 奥 は、新 しいナ ノゲー ジ構造 を創成す る数多 く
ル ギー的 に不利であ るとい う、生成過程 に関す る の実験結果 を紹介 した。特 に、化学的に合成 した
田中 ・尾上 らの理 論計算結果を紹介 した。BNナ ノチ ューブ、Fe304内 包ナ ノカ プセ ル、Sic,
粕 谷 は、Arレ ーザーで光照 射 したC6。(或 い はCBNナ ノケー ジ構造、グラフ ァイ ト型 のC3N,層 構
C84)薄 膜結晶表面 のSTM像 に も小 さな不規 則パ 造 や、窒 素 原子 をC6。に 高速衝 突 させ る こ とに
夕一 ンが所 々に出現す るが、分 子間距離 が照射前 よって生 成 された窒素 内包C6。 な どの電子顕微鏡
と殆 ど変わ らないこ とか ら、 これは ダイマーでは 写真を紹介 した。 また、パ ラジウムを層 問にイン
な いと した。大野 らによるC6G単 純立方晶HOMO、 夕一力 レー トしたカーボ ンオニオ ン新物質の電子
くLUM・ 電荷甑 計算結果 と対照 させ て庵 子励起 顕微鏡 写真か ら炭素層 問E巨離 が およそ4Aで あ る
状態 を経由 して、5員 環 とダブルボ ン ドか対面 し ことを測定 し、これが孫 らの計算結果であ る4.41
た向 きに隣同士の フラー レンが凍結す る可能性 をAと およそ符合す ることを報告 した。
示唆 した。一方、700度 程度 の高温 に加 熱 したC、D稲 岡 は、微粒子 に生ず る表面 プラズモ ンおよび
薄膜試料 には明 らか に分 子間距離が短 くなったパ 体積 プラズモ ンによる光吸収 スペ ク トルの吸収 強
夕一 ンが随所 に現れ ることも紹介 した。 度 の寄与 を、各電子遷移過程か らの寄与 に分解 す
長坂 は、アルカ リハ ライ ド・イオン結晶中のCU+る 理論 的試み について紹介 した。 これ は、無限大
イ オ ンによ る3dlo→3d94sの 光学 遷移 過程 に関 のエネル ギー障壁の井戸型 ポテ ンシャル 中の電子
す る吸 収強度 の温度依存性 に関す る実験 結果 を報 系 をRPA(動 的ハー トリー近似)で 計算 した結果で
告 した。LiCIで はCu+はon-center位 置 にあ り、絶 あ る。 表面 プラズモンによる吸収(Mie共 鳴モー
対零度では非許容遷移 であるため、温度 とともに ド)は 、各運動量が1異 な り、動径量子数が同 じ
振動子 強度 がtanhτ に比例 して増加 して い く。 か1異 なる状態 間か らの寄与が大 き く、体積(ボ
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リ ュ ー ム)プ ラ ズ モ ン に よ る 吸 収 は 、 角 運 動 量 が に トラ ッ プ さ れ 、 光 吸 収 がredshiftす る こ と を 説
1異 な り、 動 径 量 子 数 が 同 じ状 態 間 か ら の 寄 与 が 明 し た 。
大 き い こ と を示 した 。 王 は 、 隅 山 ・桜 井 ら が 実 験 で 作 成 して い るFel308
丸 山 は 、HOPG上 のIr,,Ag,,Au,な ど の ナ ノ ク ラ やFe,,CO,,Ni,(n=8-20)、AU,な ど の 様 々 な マ イ
ス タ ー の 拡 散 が 〈x2>=Dtのrandomwalk的 で は な ク ロ ク ラ ス タ ー の キ ャパ シ タ ン ス を計 算 し た 結 果
く、 〈x2>=D亡 のrandomwalk的 で は な い 、 〈x2>ニ に つ い て 報 告 し た 。 特 にFei3esは 鉄 の 正20面 体
D亡12のLevywalk的 に な る と い う異 常 表 面 拡 散 の ク ラ ス タ ー を酸 素 の 立 方 体 が 取 り囲 ん だ 構 造 を 持
問 題 を 取 り上 げ 、 こ れ を 分 子 動 力 学 法 に よ る シ ち 、D4h対 称 性 を有 し て い る が 、こ れ を通 常 の 第 一
ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り解 析 し た 結 果 を 報 告 し た 。 原 理 計 算 に よ り構 造 最 適 化 した 。 続 い て 、DVM法
グ ラ フ ァ イ ト表 面 の 六 角 格 子 と ナ ノ ク ラ ス タ ー の に よ り全 エ ネ ル ギ ー を 計 算 した 。 キ ャパ シ タ ン ス
原 子 間 隔 の 間 に 生 ず る格 子 ミ ス フ ィ ッ トに よ り、 は イ オ ン化 ポ テ ン シ ャル と電 気 親 和 力 の 差 に 関 係
ク ラ ス タ ー の 位 置 や 角 度 に 応 じ て ポ テ ン シ ャ ル に し て お り、 電 子 数 が 異 な る 系 の 全 エ ネ ル ギ ー の 差1
整 合 ・不 整 合 的 な デ ィ ス コ メ ン シ ュ レ ー シ ョ ン が か ら そ の 値 を 見 積 も っ た 。
形 を 変 え て 現 れ 、 こ れ が 単 純 な 拡 散 運 動 か ら の ずKumarは 、Si4,Ge4,Al,は 平 面 構 造 を 持 つ が 、P、は
れ を 与 え 、 ハ ミル トン カ オ ス に な っ て い る こ と を 四 面 体 構 造 を持 ち 、 元 素 に よ っ て そ の ク ラ ス タ ー
論 じ た 。 の 安 定 構 造 が 大 き く変 わ る こ と を ま ず 指 摘 し た 。
畠 山 は 、 ア ー ク 放 電 プ ラ ズ マ の 周 辺 に 別 の 補 助 続 い て 、SiやGeク ラ ス タ ー に 異 種 元 素 を ドー プ
プ ラ ズ マ を作 る こ と に よ り、 こ れ まで 報 告 励 の 少 す る こ と に よ りエ ネ ル ギ ー ギ ャ ッ プ を 制 御 出 来 る
な か っ たC74を 選 択 的 に 生 成 す る こ と が 可 能 で あ こ と を 示 唆 した 。 特 にLDAのKohn-Shamレ ベ ル
る こ と を示 した 。C6。は ア ー ク 中 心 で 生 成 さ れ る の エ ネ ル ギ ー一か ら の 見 積 も り の 範 囲 で は あ る が 、
に 対 し て 、 こ れ ら高 次 フ ラ ー レ ン は 中 心 よ り も3Si4Ag4,Si4Cu4,Ge4Ag4,Ge4Cu4な ど の 一 連 の ク ラ ス
cm程 度 離 れ た と こ ろ で 生 成 す る 。 ま た 、炭 素 電 極 夕 一 の エ ネ ル ギ ー ギ ャ ッ プ を 評 価 し た 。 ま た 、
中 にSiを 入 れ 、 サ ブ ア ノ ー ドを 加 え 、二 つ の 陽 極M8CI2の よ う な ク ラ ス タ ー も 系 統 的 に 調 べ た 結 果
を 用 い てSiの 蒸 気 曜 を 増 や す こ と に よ っ て ・生 に つ い て 報 告 した ・1
成 し た す す 中 にSi@C74やS@C86が 大 量 に 含 ま れ 池 庄 司 は 、 二 成 分 レ ナ ー ド ・ジ ョー ン ズ ・ク ラ
て い る こ と をTOF測 定 に よ っ て 検 出 した 。 ス タ ー の 構 造 の サ イ ズ 依 存 性 を 分 子 動 力 学 法 に よ
岡 田 は 、Girifalcoポ テ ン シ ャ ル を 用 い たfccC60り 調 べ 、 多 数 の 液 滴 を 立 方 セ ル 中 に入 れ て セ ル を
結 晶 の 古 典 分 子 動 力 学 シ ミュ レー シ ョ ン を 行 い 、 外 し て 断 熱 凝 固 さ せ た もの と、 系 の 中 心 部 の み を
edgedis」 。cati。n(dislocationlineとBergarsvector冷 や す サ ー モ ス タ ッ トを 導 入 して 等 温 凝 固 させ た
が 垂 直)やscrewdislocation(dislocationlineと も の の 二 通 り の 結 果 を 紹 介 し た 。icosahedronと
Bergarsvectorが 並 行)の 形 成 や 、 空 孔 形 成 エ ネ ルfcc(octahedron)を 比 べ る と、 二 成 分 系 で はicosa一
ギ ー を 評 価 した 。 空 孔 形 成 エ ネ ル ギ ー は 空 孔 の まhedronを 好 む傾 向 が 強 ま る こ と を 結 論 した 。 こ れ
わ りの 格 子 が 殆 ど緩 和 し て い な い 為 に 凝 集 エ ネ ル はicosahedronの 原 子 間 距 離 は 、 中 心 原 子 と周 辺
ギ ー と ほ ぼ 等 しい こ と を 示 し た 。 ま た 、C6。薄 膜 に 原 子 の 問 の 距 離 よ り も 周 辺 原 子 間 距 離 の 方 が 長
disiocationを 導 入 す る こ と に よ り励 起 子 が 転 移 芯 く、 原 子 が2種 類 に な る こ とで う ま く調 整 さ れ る
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為 であ ることを説明 した。 興味 ある振 る舞 いが得 られるこ とを紹介 した。
三上は、水溶液中のOMCTS(CH3SiO,)の よ うな この後、市橋 が特別講演を行 い、メ タノールや
疎水性球 形分 子が表面 を選択的にぬ らして集団化 ベ ンゼンをニ ッケル イオ ンクラスターや銅 イオン
す る性質 を定量的に評価す るために、表面分子間 クラスターに低速 で衝 突 させ た ときの反応過程 と
力 と疎 水性相 互作 用 を設 けた グ ラン ドカノニ カ 反応生成物 を議論 した。実験では、メタノール(ベ
ル ・モ ンテカル ロ法 に基 づ くシ ミュレーシ ョンを ンゼン)蒸 気圧 は十分小 さ く、1回 衝 突の条件 が満
行 った。溶液中に間隔Lの 並行平板 を置 くと、こ た されてい る。 メタノール とNi,+の 衝 突の場合、
の 問に分子が入 り込 んで二つの並行平板 を吸 い寄n=9以 上の場合 には単純吸着す るが、Ni4+(n=4)
せ る圧力が働 く。Lが 安定分子間距離 の整数倍の はNi40+と な り、脱メ タン反応が特異的 に起 こ り
ときに並行平板 間に分子 が最 も規則的に層状 に並 やす いこと、n=7,8の ときにはNi,C+の ような炭
び、距離が整合 しない ときには層状構 造が多少乱 化物生成反応 が起 こ りやすいこ とを示 した。 しか
れ、圧 力がLに 対 して周期 的に変化 する ことを示 し、Ni,+とNi8+は 反応断面積 が比較的小 さ く、物
した。 理吸着状態 と化 学吸着状態の問のバ リアが高いこ
長谷川 は、気 液臨界 点付近の臨界現象 を特徴つ とが観測 されてお り、 どの ような理 由でこの反応
ける臨 界指数 βがIsing模 型の値 と僅か にずれ る が起 こ り易 いのか大変 に興味 の持 たれ るところで
こ とを指摘す るとともに、臨界点か らはずれた気 ある。 イオンであることか ら互 いに引 き合 って物
液相転移の場合や固液相転移の場合 には無限系 で 理吸着状態 にはなる ものの、再蒸発 して しまうの
は相分・離現象 が起 こるが、有限 系 の シ ミュレー で、反応断面積 はLangevin断 面積 よ りも小 さくな
シ ョンを行 うと界面 形成 エネル ギーの損がバル ク ることも説明 された。 また、ベ ンゼンとの衝突の
エネ ルギーの得 に比 べて無視 で きな くな るた め 場合 には、Ni6+と の結びつ きが特異的 に大 きいこ
に、相分離 を起 こさずに単一相の まま状態が推移 とを示 した。 クラスターサイズの違 いによってこ
して しま うこ とを指摘 し、有限 系 の シ ミュレー の ように単純な化 学反応の起 こり易 さが選択 的に
シ ョンの問題点 を強調 した。特 に、C6。の相転移 の 変化 することを明示 したのは本報告が初めてであ
解析 において、 この ような間違 った解析が最近数 り、今後の クラス ターサイエ ンスの発展 を大いに
例 あるこ とを報告 した。 刺激 する可能性 のある内容であ った。
西舘 は、 プロセ スシ ミュ レー タ、高温 プロセス 多井は、Ag,+ク ラスター をHOPG表 面 に0～120
シ ミュ レー タ、形状 シ ミュ レー タな どの重要性 ・eVで 照射 し、どのよ うな反応 が現 れるか を観測 し
必要性 を強調す るとともに、 セル ・オー トマ トン た結果 につ いて報告 した。Ag3+の 場合、20～80eV
(決定論的な格子模 型)に よるシ リコン表面 のエ ッ 程 度な ら跳ね返 るが、80eV以 上 ではイ ンプラン
チング過程の シ ミュレーシ ョンを紹介 した。Siダ トす る こ とを示 した。 ク ラス ターが フ ラグ メ ン
イヤ モン ドセルの8個 のSiの の位置 の 占有 状態 テーシ ョンを含 めて跳 ね返 るYieldの 入射エ ネル
を0(空)、r(表 面 占有)、2(バ ル ク占有)で 表 し、 ギー依存性は簡単 なモデルで一応説明が 出来 るこ
表面指数 に依存 した表面 エネル ギー を設定するこ とも示 し、同 じ入射 エネル ギーに対 しては、 クラ
とによ り、エ ッチ ピッ トが丸み を帯びた り、表面 スターが大 きければ大 きいほ ど跳ね返 り易 いこと
指数 に依存 した異方性 が現 れて角が 出来た りす る を説明 した。
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山口は、Ag,+(nニ 「t3,5,7,9)の サイズ選別 さ スカーボ ンにデポ ジッ トした試 料 をTEM観 測 で
れたク ラスター ・ビームのエネルギー分布 をなる 一 つ一 つ構造の分析 を行 った結果 を報告 した。粒
べ く小 さ くしてHOPGに 衝突 させてデポジ ッ トさ 子サイズが6nmよ り小 さい場合 にはDh構 造 を持
せ るエネルギー制御実験 を行 い、 デポ ジッシ ョン つ もの とIh構 造 を持 つ もの が共 に多 いの に対 し
が起 こる最低の エネルギー とクラスターサイズの て、粒子サ イズが6nmよ り大 きい場合 はDh構 造
関係 を議論 した。 この最低 エ ネル ギーは ク ラス が支配的 にな ること、 そ して、粒子 サイズに関わ
夕一サイズnと ともに大 き くな り、 およそn2/3に りな くfcc構 造 を とる粒子 は殆 どない ことを説明
比例 する。これは、クラスターがHOPGに 衝突 する した。試料 を一度溶か して再生する と、構造の粒
ときの接触面積 に比例 す るこ とを物語 って いる。 子サイズ依 存性 には6nmで の明確 な変化 が消失
この議論 は、 クラスターが球 ではな く回転楕 円体 す るこ とも示 した。
の場合に も成 り立つ ことも示 した。 齋藤 は、中性の クラスター を大量 に生成す る条
桜 井 は、純 粋 に一 成分 の遷移 金 属 ク ラス ター 件下 で、 プラズマ中の レーザーアブレー シ ョン法(
(Fe,,CO,,Ni,)で はn=13が マジックナ ンバ ー一一には を用 いてIO,OOO原 子程度 までの比較的大 きなNb
な らな いのに対 して、Fe。O,,CO。0,,Ni.0、な どの酸 ク ラスター を大量 に生成 し、これ にARFの エ キシ
化 物 クラス ターでは(m=13,n=8)お よび(m=マ レーザー を照射 してイオ ン化 し、TOF質 量スペ
9,nニ6)が 明確 なマジックナンバーになっている ク トル を測定 した結果 について報告 した。結果 に
ことを実験 的に示 した。 これ らの安定クラスター よ ると、2,000原 子程度の イオ ンク ラス ターは殆
の存在は、孫 らの第一原理計算 によると遷移金属 ど生成 されず、生成頻度は2,000原 子 よ り小 さい
元素か らなる正20面 体の隣合 わな い三 角形の面 原子サ イズの場合 と大 きい場合の両倶1」で増 加 して
の上 に位置 する立方体 の8個 の頂 点に酸素が付 い いる。2,000原 子 よ り小 さい側の生成頻度 の増大
ている構造 が最安定であることと符合 することを は、 フィッシ ョン ・プロダク トではないか と予想
説明 した。 され ることを説明 した。




13=30-13:45開 会の挨拶 豊 田工大 近藤 保
座長 粕谷 厚生(東 北大学際セ ンター/東 北大金研)
13:45-14:10マ イク ロクラスター の構造安定性 と物性 東北大金研 川添良幸
14:10-14=35水 素終端 シ リコン表面 における原子細線 と構造緩和
日立基礎研 橋詰富博、平家誠 嗣、小野木敏之/東 工大 一杉太郎、松浦志のぶ、
渡邊 聡/東 北大金研 李 志強、大野かお る、川添良幸
座 長 池庄 司民夫(東 北 工研)
】4:35-15:00フ ラー レンを用 いた材料科学 理研 尾上 順
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15:00-15:25フ ラ ー レ ン 結 合 状 態 の 光 照 射 効 果
東 北 大 学 際 セ ン タ ー/東 北 大 金 研 粕 谷 厚 生 、 胡 長 武 、 大 野 か お る 、 川 添 良 幸
15:25-i5=45休 憩
座 長 三 上 益 弘(物 質 研)
i5:45-16=Ioイ オ ン結 晶 中 を 動 くCu+イ オ ン 山 形 大 理 長 坂 慎 一 郎 、 高 橋 良 雄
16:]O-16i35フ ラ ー レ ンへ の 重 い 異 原 子 挿 入 の 可 能 性 東 北 大 核 理 研 大 槻 勤
座 長 高 橋 良 雄(山 形 大 理)
16:35-17:00C・BNナ ノ ケ ー ジ 構 造 大 阪 大 産 研 奥 健 夫 、 久 野 昌 樹 、 平 野 孝 典 、 菅 沼 克 昭
17=00-17:25微 粒 子 に生 ず る 表 面 お よ び 体 積 プ ラ ズ モ ン の 内 部 構 造 岩 手 大 工 稲 岡 毅
17=25■7:50ナ ノ ク ラ ス タ ー の 表 面 拡 散 ダ イ ナ ミ ッ ク ス と ハ ミル トン カ オ ス
名 古 屋 工 研 丸 山 豊
18:00一 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン2号 館1階 会 議 室
19:00一 ポ ス タ ー を 見 な が らの 懇 親 会
II月30日(火)
座 長 長 谷 川 正 之(岩 手 大 工)
9;00-9=25プ ラ ズ マ 制 御 に よ る フ ラ ー レ ン ベ ー ス の ナ ノ 新 物 質 創 製
東 北 大 工 畠 山 力 三 、 平 田 孝 道 、 佐 藤 徳 芳
9:25-9:50GirifalcoPotentialを 用 い たfccC60結 晶 の 転 移 と 空 孔 の コ ン ピ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
横 浜 市 立 大 理 岡 田 勇 、 玉 木 滋 、 井 手 直 樹 、 小 島 謙 一
座 長KeivanEsfarjani(東 北 大 金 研)
g=50-10:】5Capacitanceofmicroc[uster東 北 大 金 研Q.WangQ.SunJ・-Z・YuY・Kawazoe
IO=15-lO:40BandgapengineeringbydopinginSiandGeclusters東 北 大 金 研VijarKumar
lO=40-10:50休 憩
座 長 相 原 智 康(東 北 大 金 研)
io:50-11:15二 成 分LJク ラ ス タ ー一構 造 の サ イ ズ 依 存 性 一 な ぜ 正20面 体 に な りや す い か 一
東 北 工 研 池 庄 司 民 夫
Il:15-ll:40GCMC法 に よ る ナ ノ 細 孔 中 に 哉 け るLJ物 質 の 構 造 と 相 互 作 用 の 研 究
物 質 研 三 上 益 弘 、 永 井 朋 子
座 長 五 十 嵐 一 男(名 古 屋 工 研)
II:40-12=05相 転 移 の 計 算 機 実 験 に お け る い くつ か の 混 乱 岩 手 大 工 長 谷 川 正 之
12:05-12=30シ リ コ ン エ ッ チ ン グ のCAシ ミ ュ レ ー シ ョ ン 岩 手 大 工 西 館 数 芽 、 馬 場 守
12:30-13:30昼 食
座 長 近 藤 保(豊 田 工 大)
13=30-14:20(特 別 講演)遷 移 金 属 ク ラ ス タ ー イ オ ン の 触 媒 反 応
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豊 田 工 大 市 橋 正 彦 、 半 村 哲 、R.T,Yadav、 近 藤 保
14:20-14:45金 属 ク ラ ス タ ー の 固 体 表 面 で の 散 乱 名 古 屋 工 研 多 井 豊 、 山 口 渡 、 村 上 純 一
r4:45-14:55休 憩
座 長 寺 嵜 享(豊 田 工 大)
14:55-15:20金 属 ナ ノ ク ラ ス タ ー の 固 体 表 面 へ の エ ネ ル ギ ー 制 御 デ ポ ジ ッ シ ョ ン
名 古 屋 工 研 山 口 渡 、 吉 村 和 記 、 多 井 豊 、 丸 山 豊 、 村 上 純 一
15:20-15:45遷 移 金 属 酸 化 物 ク ラ ス タ ー に 見 ら れ る マ ジ ッ ク ナ ン バ ー ク ラ ス タ ー
東 北 大 金 研 桜 井 雅 樹
座 長 村 上 純 一(名 古 屋 工 研)
15=45-16:IO金 属 ナ ノ 粒 子 安 定 構 造 の サ イ ズ 依 存 性:実 験 的 証 拠 物 質 研 古 賀 健 司
16:lO-16:35プ ラ ズ マ 中 の レ ー ザ ー ア ブ レ ー シ ョ ン に よ る遷 移 金 属 ク ラ ス タ ー の 生 成
電 総 研 斉 藤 直 昭 、 小 山 和 義 、 谷 本 充 司 唾
16:35-i6:55ま とめ ・将 来 展 望 豊 田 工 大 近 藤 保
16:55-17:00閉 会 の 挨 拶 東 北 大 金 研 川 添 良 幸
ポ ス ターII月29日(月)18:00-21:00
1.異 種 原 子 を ドー プ した フ ラ ー レ ン 薄 膜 に お け る科 学 反 応
理 研 田 中 秀 樹 、 尾 上 順 、 原 寿 樹 、 武 内 一 夫
2.電 子 ビー ム 照 射 に よ り誘 起 さ れ るC6。 固 体 内 の 化 学 反 応
理 研 原 寿 樹 、 尾 上 順 、 田 中 秀 樹 、 武 内 一 夫
3,フ ラ ー レ ン系 の 圧 力 制 御 強 結 合 近 似 分 子 動 力 学 計 算
岩 手 大 工 船 渡 川 久 美 子 、 西 館 数 芽 、 馬 場 守 、 長 谷 川 正 之
4。 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ の 強 結 合 近 似 分 子 動 力 学 計 算
岩 手 大 工 伊 藤 孝 徳 、 西 館 数 芽 、 馬 場 守 、 進 藤 浩 一1!
5.C言 語 に よ る 第 一 原 理 分 子 動 力 学 プ ロ グ ラ ム の 開 発
岩 手 大 工 夏 坂 大 輔 、 西 館 数 芽 、 馬 場 守 、 伊 藤 孝 徳
6.Photoabsorpt1onSpectroscopyofNickelClusterIons
コ ン ポ ン研RamkuberT.YadavAkiraMatsushitaKensukeTonoAkiraTerasaki
TamotsuKondow
7.カ ー ボ ン ナ ノ 構 造 へ の ナ ノ粒 子 内 包 大 阪 大 産 研 久 野 昌 樹 、 奥 健 夫 、 菅 沼 克 昭
8.原 子 直 視 に よ る ナ ノ構 造 解 析 大 阪 大 産 研 奥 健 夫
9.DepositionofSize-selectedClusterbnsandSTMObservation
豊 田 工 大 安 松 久 登 、 小 泉 真 一 、 近 藤 保
10.液 体 中 の 金 属 レー ザ ー 蒸 発 に よ る 銀 ナ ノ微 粒 子 の 生 成
コ ン ポ ン研 河 野 淳 也 、 武 田 佳 宏 、 真 船 文 隆 、 近 藤 保
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II.ク ラ ス タ ー 一 固 体 表 面 衝 突 に よ り誘 起 さ れ る化 学 反 応
コ ン ポ ン研 小 泉 真 一 、 安 松 久 登 、 近 藤 保
12.サ イ ズ 選 別 さ れ た ニ ッ ケ ル ク ラ ス タ ー イ オ ン上 で の ベ ン ゼ ン 分 子 の 吸 着 と解 離
コ ン ポ ン研 半 村 哲 、 市 橋 正 彦 、 近 藤 保
13.マ ン ガ ン3量 体 イ オ ン の 光 吸 収 分 光
理 研 松 下 明/豊 田 工 大R.T.Yadav、 登 野 健 介 、峰 本 紳 一 郎 、寺 嵜 亨 、
近 藤 保
[4.Pb/Si(100)表 面 の 電 子 構 造 東 大 理 登 野 健 介 、Han-WoongYeom、 松 田 巌 、 太 田俊 明
15.Tight-bindingstudyofencapsulatedC60incarbonnanotubes
物 質 研AmirAbbasFarajian、MasuhiroMikamiSeijiTsuzuki、KazutoshiTanabe
I6.中 性 お よ び 帯 電 した チ タ ン ク ラ ス タ ー の 構 造 安 定 性 東 北 大 金 研 種 田 晃 人 、 川 添 良 幸
17.第 一 原 理GW計 算 に よ るNaク ラ ス タ ー の 準 粒 子 ス ペ ク トル の 計 算
東 北 大 金 研 石 井 聡 、 大 野 か お る 、 川 添 良 幸
18.決 定 論 的 に 記 述 さ れ る ス ピ ン系 の 時 間 発 展 過 程 一 自 己 組 織 的 多 値 記 録 媒 体 を 目標 と して 一
東 北 大 金 研 石 原 正 仁 、 大 野 か お る 、 川 添 良 幸
19.全 電 子 混 合 基 底 法 に お け る 第 一 原 理 分 子 動 力 学 計 算=C60へ の 異 種 原 子 挿 入
東 北 大 金 研 志 賀 圭 一 郎 、 大 野 か お る 、 川 添 良 幸
20.ElasticModelofSelf-assembledQuantumDot
東 北 大 金 研SornthepVannarat、KeivanEsfarjani、YoshiyukiKawazoe
21.First-principlesStudiesontheStructuralandMagneticPropertiesofFe/AuMultilayers
東 北 大 金 研Jian-TaoWang、LeiZhou、ZoshiyukiKawazoe
3,ま とめ 夕 一 を 少 数 多 体 系 と し て 捉 え て 基 本 的 に 重 要 な
一 つ 一 つ の 内 容 の 紹 介 は 略 す が
、 初 日夜 に 行 わ(例 え ば 熱 力 学 に お け る エ ン トロ ピー の よ う な)パ
れ た ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン で も 大 変 興 味 あ る 数 多 く ラ メ ー タ を 抽 出 して 議 論 す る 理 論 の 構 築 も 、 今 後
の 発 表 が 行 わ れ た 。 参 加 者 の 投 票 に よ り今 回 の ポ の ク ラ ス タ ー サ イ エ ン ス 発 展 の 為 に は 必 要 な の で
ス タ ー 賞 は 、1位 奥 、2位3位 は 同 票 で 、河 野 、半 は な い か と い う 問 題 提 起 も行 っ た 。 当 該 研 究 分 野
村 の 二 人 に 決 ま っ た 。ワ ー ク シ ョ ッ プ の 最 後 に 、近 に お い て 第 一 線 で 活 発 に 活 躍 し て い る 多 くの 研 究
藤 が ま と め を 行 い 、 実 験 的 に は ク ラ ス タ ー を ど の 者 が 一 堂 に 集 ま っ て 開 か れ た 今 回 の ワ ー ク シ ョ ッ
よ う に 作 る か が 議 論 に お い て 極 め て 重 要 に な っ て プ は 、 充 実 した 発 表 と 活 発 な 討 論 に よ っ て 大 変 有
き て い る こ と、 最 近 の ク ラ ス タ ー 研 究 の 傾 向 と し 意 義 で あ っ た 。 口 頭 発 表 な ら び に ポ ス タ ー 発 表 の
て 、 何 らか の 形 で 二 種 類 以 上 の 原 子 を 扱 う こ と が 講演 者 の 方 々 は 勿 論 の こ と、 忙 し い 中 を お 集 ま り
そ の 複 雑 性 に 由 来 す る 高 度 に 制 御 可 能 な 有 用 物 性 頂 い て 活 発 な 討 論 に加 わ っ て 下 さ っ た 参 加 者 の 皆
故 に 欠 か せ な く な っ て き た こ と な ど を 強 調 し た 。 様 に 感 謝 い た し ま す 。
さ ら に 今 後 の 理 論 的 発 展 へ の 期 待 と し て 、 ク ラ ス(文 責1大 野 か お る)
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ワークシ目暫プ報告(4):
短 波 長 光 エ レ ク トロ ニ ク ス の 展 開
電 子 材 料 物 性 学研 究 部 門 教 授 八 百 隆 文
1,は じめ に 導 体 材 料 ・デバ イ ス の 最 近 の 展 開 の オーバ ー
高度 情報化社 会の展開 とともに、 可視領域か ら ビューがなされた。取 り上 げ られ た トピックスは
紫外領域 にわ たる短波 長光 エ レク トロニク スは、ZnO系 酸 化物 半導体 エ ピタキ シ膜 の励起 子 光物
近年 ます ます、その重要性 を増 しつつある。大容 性 、GaN系III-V族 窒化物 半導体の新 しい光デバイ
量 ・超高速の情報伝 送 ・処理 システム、 高品質 で ス応 用の可能性、II-VI族 化合物量子 ドッ トとフォ 画
ユーザー フレン ドリーな マン・マシー ン・インター トニ ックク リスタル、 ダイヤモン ド薄膜形成 と光
フ ェイス等 々の次世代高度情報化社 会の基盤技術 デバイス応用の展望 、の4件 であった。 この2日
の構築 に、短波長光エ レク トロニクスが果 たす役 問の講演 で、短波長光エ レク トロニクスの研 究の
割 は極め て大 きい。 ワイ ドギャップ半導体 は短波 現状 をほぼサーベイ出来 るよ うにプログラムが組
長光 エ レク トロニクスの キー マテ リアル であ り、 まれている。な お、別表 に、 ワー クシ ョップのプ
これ を用 いて、半導体 レーザ、発光 ダイオー ド、光 ログ ラムを記す。
セ ンサー、光記憶素子、変調器 、等々の基本的 な 本 ワー クシ ョップで議 論 された 半導体 材 料 は
要素 デバ イスが開発 されている。本 ワークシ ョッ111-V族 窒化物半導体、II-V1族 化合物半導体、カル
プは、 この ような最近の研 究展 開 を背景に、金研 コパイライ ト化合物、ZnO系 酸化物半導体 であっ
共 同利用の重点テー マ 「短波長光エ レク トロニク た。
スの展開」 において金研 共同利 用研 究 を行 っていIH-〉 族 窒化物 半導体 は、400nm付 近 の半 導体
る研 究グルー プ と関連研 究者 が最近 の螺 を発表 レーザ・緑色 龍 の発 光ダイオー ドと して・最1
し、新 たな研究展開 を探 るために開催 された。 近実用化 され た材料系である。 この材料系の新た
な展開の方向 として、半導体 レーザ と しては更な
2,ワ ー クシ ョップ報告 る短波長を 目指す方向が大 きな研究 テー マとな っ
ワークシ ョップは1999年12月10日(金)9時 ～ てい る。この ためには、AINと の混晶化、あ るいは
17時 に、東北 大学金属材料研 究所講堂(仙 台市青BN系 との混晶化(川 西)が 検討 され ている。他方、
葉 区片平2丁 目1-Dに て、開催 された。参加者数 発光素子の多色化 あるいは純然 たる白色発光素子
は80名 程度 であった。 の開発 も検討 されて いる。 このため に、従来の有
本 ワー クシ ョップは、その前 日の12月9日 に同 機 金属気相法(MOCVD)に 加 えて、RFプ ラズマを
じ会場 で 日本学術振興会 】61委員会研 究会 が同 じ 用 いた分子線 エ ピタキシ法(MBE)(岸 野)や 、ホ ッ
「短波長光 エ レク トロニクスの展開」とい う題 目で トウオールエ ピタキシ(HWE)法(藤 安)な どが試
研 究会 が開催 され、 そこでは、 ワイ ドギャップ半 み られている。特 に、最近 の興味 ある展開 と して、
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BN系 でフラー レンが形成 されてお り、この形成 と の報告 は、A面 上へのエ ピタキシ成長では、これ ら
電子顕微鏡 による評価が、特別講演 として報告 さ の問題が克服で きる とい う、興味 ある研 究である。
れた(坂 東)。 今後、光物性評 価研 究 とともに、理 このアプ ローチ とは別 に、格子整合の とれ る基板
論 面か らのバ ン ド構造計算 を含めた研究が待 たれ 上 で高品質膜形成 を目指 す立 場 もあ り、ZnOと 格
る。 子整 合 の とれ るScAIMgO4基 板 上 へ のZnO/(Mg,
ll-Vl族化合物半導体に関 しては、青緑色ZnCdSeZn)0量 子井戸 の作製 とその光物性評価 がな され、
系半導体 レーザの寿命 が500時 間で頭打 ち となっ 半値幅 の狭 いX線 回折 と発 光 スペ ク トル が示 さ
て いる。最近 は、 む しろ、 この物質系の特色 を鮮 れ、高品質の量子構造 の形成 が示 され た(牧 野)。
明 に出 した研 究が展 開され てお り、特 に、量子 ドッGaNもZnOと 比較 的格 子整合の 良い物質 であ る。
卜形成 とその発光素子応用の研究は、非 常に興味 サ ファイ ヤ基板 上 に成長 させたGaNを 基板 と し
深 い。CdSe/ZnSe系 量子 ドッ ト系での多色発光素 て成長 したZnOの 報告がな され、X線 回折、フォ ト
子作製の試 み(小 林)は 、一つの方向 を示 す もの ル ミネ ッセ ンス測定、反射スペク トル測定の詳細
と考 えられ る。 また、微傾斜基板 を用 いて、量子 な検討か ら、残留格子歪みの小 さな高品質のZnO
ドッ トを制御する試 み もな され てお り(鍋谷)、 よ 薄膜の成長 が示 され た。 さらに、 エ ピタキシ膜で
り制御 され た量子 ドッ トを利用 した光デバイスの は初めての励起子分子形成 も報告 され、励起子デ
展開が期待で きる。 バ イスの可能性 が示 された(高)。 最後の講演 は2
カル コパ イライ ト系では、CuGaS2の 伝 導制御 に 件 ともp型 ドー ピングに関する もので、MOCVD成
関す る試 みがな され、p,nの 伝導制御の可能性 が 長ZnOに おけ る窒素 ドー ピング によ るp型 伝導
示 された。結晶成長法 はMOCVDで あ り、さらに、 の実現(峰 岸)、 窒素 とGaの 同時 ドー ピングによ
励起子の光物性 も検討 され、 この物質系 におけ る る低 抵 抗p-ZnOの パ ル ス レーザ デポ ジシ ョン法
励起子分子の形成が初 めて報告 された(打 木)。 による形成(Joeph)で あ り、今後の更 なる研究展
午後 は、特別講演 の後、ZnO系 酸化物半導体につ 開が待たれ る。
いて5件 の講演があ った。特別講演では、ZnO系 の 以上が、本 ワークシ ョップでの研 究発表 の概要
導電制御 の方法 と して同時 ドー ピングが理論的 に であるが、 ワイ ドギャップ半導体 全般 をみ る と、
検討 され、同時 ドー ピングに よって、ワイ ドギャッGaN系 の窒化 物半導体 を牽引車 と しつつ も、新 し
プ半導体 における導電制御の問題 が解決 できる可 い紫 外光材 料 であ るZnO系 酸 化物 半導体 の研 究
能性 が示唆 され た(吉 田)。ZnOと その 関連酸化物 は ます ます盛んになってお り、 さらに、ll-Vl族 化
に関 しては、サフ ァイアのA面 基板上への高品質 合物、カル コパイ ライ ト、BNな どの窒化 物半導体、
のZnOエ ピタキシが報告 された(Fons)。 この系 は あるいはダイヤモ ン ド系薄膜な どの、いわば役者
c面 上 では格子 ミスフィッ トが18%も あ り、残留 が揃 いつつあ るのが現状で あろう。今 後の展開が
格 子歪みの存在、界面層近傍 の結晶性 の劣化な ど 大いに期待で きる所以 である。
の ために、高品質の結晶成長が困難であ ったが、こ
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〈 東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 ワ ー ク シ ョ ッ プ 「短 波 長 光 エ レ ク トロ ニ ク ス の 展 開 」 プ ロ グ ラ ム 〉
座 長1吉 川 明 彦(千 葉 大)
・9:00-9:05:lntroductoryTalk(八 百)
〈111-V族 窒 化 物 系 〉
・9:05-9:30:「RF-MBEに よ る 高 品 質GaNの 成 長 と極 性 制 御 」
岸 野 克 巳 、 菊 池 昭 彦 、杉 原 大 輔 、 山 田 隆 之 、 草 部 一 秀 、 中 村 進 一 、 豊 浦 洋 祐(上 智 大
学 理 工 学 部)
・9:30-9:55:「 ボ ロ ン を 含 む 窒 化 物 系 半 導 体 の 最 近 の 展 開 」
川 西 英 雄 、 栗 本 誠 、 高 野 隆 好 、 山本 淳 、 鍔 本 美 恵 子 、 本 田 徹(工 学 院 大 学 電
子 工 学 科)
・9:55-10=20;「 ホ ッ トウ オ ー ル 法 に よ る ワ イ ドギ ャ ッ プ 窒 化 物 半 導 体 の 作 製 」
、 Φ藤 安 洋
、 楚 樹 成 、 石 田 明 広 、 石 野 健 英(静 岡 大 学 工 学 部)
・10:20-10:35:休 憩
座 長=松 本 俊(山 梨 大)
〈1トVI半 導 体 系 〉
・10:35-11=00:「CdSを 用 い た 新 型 発 光 素 子 の 検 討 」
小 林 正 和 、 北 村 和 也 、 梅 谷 治 樹 、 頁 岸 偉 、 吉 川 明 彦(千 葉 大 工)
・II:00-ll:25:「 微 傾 斜 基 板 上 に 作 製 したZnSe/CdSe/ZnSe単 一 量 子 井 戸 の エ ネ ル ギ ー 状 態 」
鍋 谷 暢 一 、 松 本 俊(山 梨 大)
〈 カ ル コ パ イ ラ イ ト系 〉
・II:25-lI=50:「 カ ル コ パ イ ラ イ ト半 導 体 の 短 波 長 光 材 料 と し て の 可 能 性 一CuGaS2の 伝 導 性 制 御
と励 起 子 発 光 特 性 一 」 打 木 久 雄 、 飯 田誠 之(長 岡 技 科 大)
・Il:50-13=00:昼 食
(
座 長:春 日 正 伸(山 梨 大)
〈 牛寺男1」言苛5寅〉
・13:00-13=45:「 多 元 素 ナ ノ チ ュ ー ブ ・フ ラ ー レ ン の 創 製 と構 造 解 析 」 板 東 義 雄(無 機 材 研)
・13:45-14=30:「 第 一 原 理 計 算 に よ るGaN
,AIN,ZnOの 新 し い 価 電 子 制 御 法 と マ テ リ ア ル デ ザ イ ン:
予 言 と実 験 」 吉 田 博(阪 大 産 研)、 佐 藤 和 則(阪 大 産 研)、 山 本 哲 也(高 知 工 大)
・14:30-14=45:休 憩





IMRニ ュー スNo.33ワ ークシ ョップ報告
・15=10-15:35:「 レ ー ザ ーMBE法 を 用 い てScAIMgO4上 に 成 長 し たZnO薄 膜 お よ び 量 子 井 戸 に お け
る 光 学 ス ペ ク トル 」
牧 野 哲 征 、 瀬 川 勇 三 郎(理 研PDC)、 川 崎 雅 司 、 大 友 明(東 工 大 総 理 工)、 鯉 沼 秀 臣
(東 工 大 応 セ ラ研)
・15:35-16=00;「templateGaN上 へ のZnOの プ ラ ズ マMBE成 長 」
高 恒 柱 、S.K.Hong、Y.F.Chen、 花 田 貴 、 牧 野 久 雄 、 八 百 隆 文(東 北 大)
・16:00-16=25:「CVDに よ るp型ZnO膜 の 結 晶 成 長 」 峰 岸 一 典 、 春 日正 伸(山 梨 大)
・16:25-16=50:「FormationofP-typeZnOthinImsbyGaandNcodoping(Ga 、N同 時 ドー ピ ン グ に よ
るp型ZnO薄 膜 の 形 成)」Dr,MathewJoseph(大 阪 大)
ClosingRemark(瀬 川)
3.ま と め た 。導 電 制 御 に 関 して は 、n型 伝 導 制 御 は 可 能 で あ
本 年 度 の ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、 材 料 サ イ ドと 物 り、p型 伝 導 の 再 現 性 と 制 御 が 重 要 で あ る 。 ま た 、
性 研 究 に 重 点 を置 い た 。 幾 つ か の 新 し い 研 究 展 開 ヘ テ ロ構 造 に 関 して は 、ZnO/ZnMgO系 は バ ン ドオ
の 方 向 が 明 ら か に な っ た 。GaN系 に 関 し て は よ り フ セ ッ トが 不 十 分 で あ り、 こ れ に 代 わ る ヘ テ ロ構
紫 外 領 域 を 目指 す 方 向 で あ り、 こ の た め の 材 料 物 造 の 開 発 が 待 た れ る。II-Vl族 系 で は 、 緑 色 帯 、 あ
性 研 究 の 課 題 が 本 ワ ー ク シ ョ ッ プ で の 討 論 を 通 し る い は 黄 色 帯 の 発 光 ダ イ オ ー ド、半 導 体 レー ザ 、あ
て 明 らか に な っ た 。ZnO系 に 関 して は 、高 品 質ZnOる い は 、 紫 外 領 域 の 受 光 セ ン サ ー 応 用 、 量 子 ドッ
の 成 長 を ベ ー ス と し て 、 次 の 段 階 、 す な わ ち 、 へ トを 利 用 した 光 記 憶 素 子 応 用 が 今 後 の 展 開 と し て
テ ロ 構 造 の 形 成 と導 電 制 御 が 最 重 要 課 題 と な っ 重 要 に な る と考 え ら れ る 。
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IMRInformationBureau
● 受 賞 状 況(1999.8-2000.6)●
ISMANAM・1999BestPosterPaperAward
井 上 明 久(教 授)1999.92
日本 分析 化学会1999年 有 効賞
高橋 三 幸(技 官)1999.9.9
日本 応用 磁 気学 会賞
藤森 啓 安(教 授)1999.10.6
金属 研究 助成 会 第9回 金 属材料科 学助 成賞
米 永 一 郎(助 教 授)1999、11.4峻
金 属研 究助成 会 第9回 金属 材料科 学助 成賞
高橋 三 郎(助 手)1999.11.4
金 属研 究助成 会 第39回 原田研 究奨 励賞
野尻 浩 之(助 教 授)1999.11.4
金 属研 究助成 会 第39回 原田研 究奨 励賞
小椎 八重 航(助 手)1999。11.4
金属 研究 助成 会 第39回 原田研 究奨 励賞
西嵜 照和(助 手)1999.11.4
金属 研究助 成 会 第39回 原田研 究奨 励賞
大 山 研 司(助 手)1999.11.4
白本金 属学 会論 文 賞(物 性 部門)
松原 英 一郎(教 授)1999・11・8σ
B本 金 属学 会技 術 開発賞 、
松原 英 一郎(教 授)1999.11.8
TenOutstandingYoungScientistsofChineseAcademyofSciencesinl999
醇 其坤(助 手)1999.11
日本金 属学 会 研 究技術功 労賞
庄子 徳志(技 官)2000.3.29
紛体 紛末 冶金協 会 技能賞
大 久保 昭(技 官)2000.5.16
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● 教 官 人 事 異 動(1999.8-2000.6)●
中 山 幸 仁1999.8.16採 用 回折結晶学研究部門 講師
金 堂1999.8.31辞 職
松 原 英一郎1999.9.1昇 任 ラ ンダム構造物質学研 究部門 教授
河 村 能 人1999.9.1昇 任 非平衡物質工学研究部門 助教授
王 紅 梅1999.9、15辞 職
享B麗t婁1999.9.30舌 辛 月哉
i高 橋 弘 紀1999.10.1採 用 強磁場超伝導材料研究セ ンター 助手'
1ス ル イター一 マーセル ヘン リスカ フラ ンシスカス
2000.1.1任 用更新 新素材設計開発施設 助教授
関 ロ 隆 史2000.1.1昇 任 結晶欠陥物性学研究部門 助教授
高 橋 英 志2000.1.1昇 任 ラ ンダム構造物質学研究部門 助手
宇佐美 徳 隆2000.2.1昇 任 結晶物理学研究部門 助教授
高 廣 克 己2000.3.1転 出(京 都工芸繊維大学)
隅 山 兼 治2000.3.16転 出(名 古屋工 業大学)
藤 森 啓 安2000.3.31停 年退官
花 田 黎 門2000.3.31停 年退官
岸 本 睦 義2000.3.31停 年退官
ルボ ーウ ケ リー一ダイ ン2000.3.31辞 職
1山 □ 久2000 .3.31定 年退職
斎 邦 明2000。3.31定 年退職
関 ロ 隆 史2000。4.1転 出(科 学技術庁 金属材料技術研究所)
黒 田 規 敬2000.4.1転 出(熊 本大学工学部)
宮 下 哲2000.4.1転 出(富 山医科薬科大学医学部)
幅 崎 浩 樹2000.4.1転 出(北 海道大学大学院)
井 上 明 久2000.4.1転 入 非平衡物質工学研究部門 教授
宍 戸 統 悦2000.4.1昇 任 結晶材料化学研究部門 助教授
張 涛2000.4.1昇 任 新素材設計開発施設 助教授
呉 克 輝2000.4.1採 用 回折結晶学研究部門 助手
ムチ ェ ドウリゼ タイムラーズ ラマズ
2000.4.1採 用 結晶欠陥物性学研究部門 助手
1平 賀 晴 弘2000.4.1採 用 先端物性学研究部 助手
チ ェルホ"イ ナ ラマ ベ ンカステワラ ラオ
2000.4.1採 用 先端物性学研究部 助手
山 浦 真 一2000.4.1採 用 新素材設計開発施設 助手
王 新 栄2000.4.15辞 職
醇 其 貞2000.4.16採 用 回折結晶学研究部門 助 手
大 野 かおる2000.5.1転 出(横 浜国立大学工学部)
相 原 智 康2000.5.1転 出(群 馬大学工学部)
加 藤 秀 実2000.5.1採 用 非平衡物質工学研究部門 助手
沈 強2000.5.1採 用 特殊耐熱材料学研究部門 助手
我 妻 和 明2000.6,1昇 任 分析科学研究部門 教授
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②1驚轍 諜繍 調 一ジより蝶農藁辮 蹴 蹴
、
(1♪ 金研 っτ角rの研究しτるか、知 っτるか6)g銅 の中に
O.2か ら1.7%の 炭素を加えると
金研の正式の名前は`'金 属材料研究所"で しょ。 引っ張り強く 、硬く、脆い鋼になる。
だったら、金属の研究に決まってるよ。
君はそう答えるだろう。 銅の中に
18%の クロムと8%の ニッケル を加えると
そう 、確かに、昔はそうだ った。今は?さ びない鋼(ス テンレス)に なる。
初代所長の本多光太郎博士によるKS磁 石鋼の発明のお陰で
東北大学に鉄鋼研究所 ある金属に何か別の元素を加えて出来た金属を合金という。












だから、"金 研(KINKEN)"っ ていえば 黄金を作 り出して、大金持ちになろ うとした。
「ああ 、東北大学の金属材料研究所のことネ」 って 千年もの永い間
みんなにすぐわかってもらえるほど有名にな った。 たくさんの錬金術師が夢を見、努力 した。















ち ょっとやそっとでは 幅広い頒域でいろいろな方法で進め られている。
変えられなくな ってしまったんだ。
② κ5磁 石鋼も超伝導体も合金だ っτ,卸 っτるかC)?(3)材 料の研究 っτ・どうやっτするか 、知 っτるかO?
鋼の中に 君たちは・
30か ら40%の コバル ト この世の中のすべての物が
1な鐵 総 テン 敷 聖 ～小さし、つ/Sl7,S"
1%弱 の炭素を加えたもの からできている って
それが、本多博士の発明したKS磁 石鋼だ。 間いたことがあるだろう?
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同じ種類の原子からできている材料でも(5?物 荏 っτ何のことか、 釦っτるかひ9
規則的にきちんと並んでいるもの(結 晶)か
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r4聯 鷹 珊 ・τ,どうやっ'('V'g5D、,MpτるDNC)P畿 罐 識 論 か


















X線 や 世界中の どこにも売 っていない新しい装置を









いろいろな方溢 試す・ 研究の成果は主に謙 として
し'うし'うな方瀧 醗 する・ 世界中の学術雑誌に発表される
。
こうして原子の並び欄 類やそ砒 率がわかる・ 灘 器霧鞠 翫
これらのデータによって たく登んの本が集め られてし'る・
べらぼ一緻 の尉 の集合体は 日杢語の本よりも
結晶か,ア モルファスか、出来そこなし、か 英語躰 がず『 っと釦 ・
























委費長 櫻井雅樹(松 原研)鋸 内
今野豊彦(平 賀研)島 村清史(福 田研)吉 見享祐(花 田研)
秋山膚子(情 報広報室)木 村久道(新 素材設計開発施設)
副委費長 小山佳一(本 河研)
左近拓男(本 河研)ホ 』一ムページ 宍戸統悦
嶋敏之(藤 森研)小 野瀬うた子(情 報広報室)(ク リスタルサイエンスコア)
山崎倫昭(兼 花田研)
会計 石原純夫(前 川研)見 敢図 ・アイコン確成
高広克己(兼 松井研)東 方綾(山 口研)佐 藤和弘(情 報広報室)
広鞭 ・渉外 スタンブラリー グルーブ遣話入
佐崎元(中 嶋研)河 村能人(井 上研〉 湯蓋邦夫(長 谷川研)
板垣俊子 山本琢也(松 井研)唐 政(長 谷川研)
(材料分析研究コア)村 山洋之介(花 田研)王 新栄(平 井研)
本間佳哉(塩 川研)伊 藤ひさ子
ポヌター 中村慎太郎(ク リスタルサイエンスコア)
深田直樹(末 澤研)(極 低温科学センター)杉 山誠一(技 術部)
鈴木栄男(深 瀬研)佐 藤伊佐務
嶋敏之(藤 森研)会 樹華僧(ア ルファ放射体実験室)
増本博(後 藤研)植 野豊子(事 務部 ・総務課)
バンヲレット 竹内章(井 上研)川 合高志(事 務部 ・総務課)
佐々木尚子(小 林研)大 砂哲(平 賀研)沼 田幸子(事 務部 ・総務課)
相原智康(川 添研)松 田秀幸(我 妻研)赤 坂光子(助 成会)
牧野久雄(八 百研)
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最近発表 された論文等 リス ト








33-003非 平 衡 相 バ ル ク ア ル ミ ニ ウ ム 基 合 金 の 創 製 と 井 上 明 久 ・ 木 村 久 道 軽 金 属49[5]































IMRニ ュ ー スNo.33最 近 発 表 さ れ た論 文 等 リ ス ト





















































































lMRニ ュ ー スNo,33最 近 発 表 され た 論 文 等 リス ト
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
AtouT,andSyonoY.
33-034ガ ラ ス 被 覆 し たPbTeの 耐 酸 化 性 に 及 ぼ す ガ ラ 陳 立 東 ・ 塗 溶 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会 学
ス 組 成 の 影 響 後 藤 孝 ・ 平 井 敏 雄 術 論 文 誌107[6]
(1999),591-594
33-035UT-3水 素 製 造 プ ロ セ ス に お け る 耐 熱 合 金 の 高 後 藤 孝 ま て り あ38[3]
温 腐 食 と 防 食(1999),198-202
33-036白 金 お よ び イ リ ジ ウ ム を 被 覆 し た 耐 熱 合 金 の 後 藤 孝 ・ 佐 々 木 拓 也 日 本 金 属 学 会 誌63[4]











































































IMRニ ュ ー スNo,33最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト



















































































IMRニ ュ ー スNo,33最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト

































33-086ア モ ル フ ァ ス 及 び ナ ノ 構 造 磁 性 材 料 藤 森 啓 安 ・ 三 谷 誠 司 金 属69[8]
(1999),714-721
33-087遷 移 金 属 酸 化 物 の 物 理(そ の5)前 川 禎 通 固 体 物 理34[9]
(1999),747-751
33-088残 存 ア モ ル フ ァ ス 相 を 含 む αFe/NdFeB系 ナ ノ 山 崎 実 ・ 水 口 博 崇 電 気 学 会 論 文 誌A
コ ン ポ ジ ツ ト合 金 の 磁 気 特 性 浜 野 正 昭 ・ 山 元 洋119[6](1999),790-795
井 上 明 久
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lMRニ ュ ー・一・一スNo.33最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト

































































33-11115T冷 凍 機 冷 却 型 超 伝 導 マ グ ネ ッ トの 開 発 三 上 行 雄 ・ 櫻 庭1順 二 低 温 工 学34[5]
渡 澤 恵 一 ・ 渡 辺 和 雄(1999),200-205
淡 路 智
33-112ヘ リ ウ ム フ リー 超 伝 導 磁 石 渡 辺 和 雄 丸 善 実 験 物 理 学 講 座2,
基 礎 技 術lll実 験 環 境 技
術(1999),134-150
33-113液 体 ヘ リ ウ ム フ リー 超 伝 導 マ グ ネ ッ ト 渡 辺 和 雄 低 温 工 学34[5]
(1999),179-187
¢
33-114超 伝 導 磁 石 渡 辺 和 雄 丸 善 実 験 物 理 学 講 座2,
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33-166金 属 ガ ラ ス の 精 密 ・微 細 加 工 に 関 す る 研 究 秦 誠 一 ・ 山 田 典 弘 日 本 機 会 学 会 論 文 集
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番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
(Zr基 金 属 ガ ラ ス の 過 冷 却 液 体 域 に お け る 成 早 乙 女 康 典 ・ 井 上 明 久(C編)65[633]
形 性)下 河 辺 明(1999),2080-2086
33-1670sO・ グ ロー 放 電 堆 積 膜 の キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ 早 川 優 子 ・ 古 曳 重 美X線 分 析 の 進 歩30
ヨ ン 奥 正 興 ・ 新 井 正 男(1999),123-129
吉 川 英 樹 ・ 福 島 整
生 地 文 也
33-168バ ル ク 金 属 ガ ラ ス の 開 発 と 実 用 化 の 現 状 な ら 井 上 明 久 素 形 材40[5]
び に 将 来 展 望(1999),5-13
33-169急 速 凝 固 ア モ ル フ ァ ス 相 の 利 用 に よ るMg基 合 井 上 明 久 ま て り あ38[4]
金 の 高 強 度 化(1999),310-316
33-170新 金 属 材 料 と して の バ ル ク 金 属 ガ ラ ス 井 上 明 久 ・ 木 村 久 道 大 学 ・高 専 ・研 究 機 関 の 研
究 機 関 の 研 究 情 報9
(1999>,10-11
33-171高 強 度 ・高 靭 性Zr基 バ ル ク 金 属 ガ ラ ス の 創 製 大 貫 正 秀 ・ 井 上 明 久 ま て り あ38[3]
な ら び に ゴ ル フ ク ラ ブ へ の 実 用 化 山 口 哲 男 ・ 南 ロ 治 義(1999),251-253
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33-214急 速 凝 固P/MAI-Ti-Fe-TM合 金 の 耐 摩 耗 性 と 太 田 英 伸 ・ 高 木 誠 日 本 金 属 学 会 誌63[5]
耐 熱 性 井 村 徹 ・ 河 村 能 人(1999),617-620
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番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
井 上 明 久
33-215反 応 性 レ ー ザ ー 蒸 発 ク ラ ス タ ー 源 で 得 ら れ る 櫻 井 雅 樹 ・ 孫 強 超 微 粒 子 と ク ラ ス タ ー 懇
安 定 酸 化 物 ク ラ ス タ ー と そ の 構 造 隅 山 兼 治 ・ 川 添 良 幸 談 会,第3回 研 究 会
(1999),87-90
33-216Coク ラ ス タ ー の2次 元 堆 積 ・集 合 化 過 程 に お 山 室 佐 益 ・ 日 原 岳 彦 日 本 金 属 学 会 誌63[9]
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33-240紫 外 固 体 レ ー ザ ー 用 フ ッ 化 物 単 結 晶 島 村 清 史 ・ レ ー ザ ー 研 究27[8]
BaldochiS.L,,LiuZ.,(1999),547-552
猿 倉 信 彦 ・ 福 田 承 生
【33-241波 長 可 変 全 固 体 紫 外 レ ー ザ ー の 開 発 島 村 清 史 ・ 福 田 承 生 光 ア ラ イ ア ン ス10[10]












33-245不 定 比 ペ ロ ブ ス カ イ ト型 化 合 物YRh3Bx,宍 戸 統 悦 ・ 葉 金 花 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会 学
YRh・C.及 びYRh3B.Ci-.のB又 はC量 の 変 化 に 小 原 和 夫 ・ 菅 原 孝 昌 術 論 文 誌107[7]
伴 う 格 子 定 数 の 変 化 吉 川 彰 ・ 堀 内 弘 之(1999),648-651
福 田 承 生
33-246不 定 比 性 ペ ロ ブ ス カ イ ト型 化 合 物SoRh・B.の 宍 戸 統 悦 ・ 葉 金 花 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会 学
硬 度 と 耐 酸 化 性 工 藤 邦 男 ・ 岡 田 繁 術 論 文 誌107[6]
奥 正 興 ・ 吉 川 彰(1999),546-550


















33-252TheRenormaIizedInteractionMethod:AEsfarjaniK.超 微 粒 子 と ク ラ ス タ ー 懇
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33-2661n・0・:Li.(x=O-1,0)の 合 成 と キ ャ ラ ク タ リ 清 島 隆 太 ・ 古 曳 重 美 日 本 化 学 会 誌[5」

























































































































33-296YBa・Cu・0・ 膜 に お け る 固 有 ピ ン ニ ン グ か ら外 淡 路 智 ・ 渡 辺 和 雄 低 温 工 学34[6]
的 ピ ン ニ ン グ へ の ク ロ ス オ ー バ ー 小 林 典 男(1999),276-285
33-297単 一 磁 束 の ピ ン 止 め 高 橋 三 郎 高 温 超 伝 導 の 科 学,







33-2990ptimizedGeometriesandChargeTransferFarajianA.A.,超 微 粒 子 と ク ラ ス タ ー 懇
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33-323グ ロ ー バ ル ニ 酸 化 炭 素 リ サ イ ク ル 橋 本 功 二 ・ 山 崎 倫 昭 ソ ー ダ と塩 素50[6]
藤 村 和 也 ・ 松 井 徹 郎(1999),224-232
泉 屋 宏 一 ・ 秋 山 英 二
幅 崎 浩 樹 ・ 川 嶋 朝 日





33-325Fe-30%Cr合 金 の 疲 れ 特 性 に 及 ぼ す 炭 化 物 お 福 田 正 日 本 金 属 学 会 誌63[5]
よ び 窒 化 物 の 影 響(1999),581-584
33-326Fe-30%Cr合 金 の 延 性 に 及 ぼ す 粒 界 窒 化 物 の 福 田 正 日 本 金 属 学 会 誌63[9]
形 態 の 影 響(1999),1137-1140
33-327Nb-Ir系 合 金 の ミク ロ 組 織 と高 温 圧 縮 強 度 謁 毅 ・ 田 中 久 男 日 本 金 属 学 会 誌63[5]
馬 朝 利 ・ 笠 間 昭 夫(1999),605-608
田 中 良 平 ・ 三 島 良 直




















33-333低 ス ピ ン ・高 ス ピ ン コ バ ル ト化 合 物 の2pX線 奥 正 興 ・ 我 妻 和 明X線 分 析 の 進 歩30
光 電 子 とKαX線 発 光 ス ペ ク トル に お け る 多 小 西 徳 三(1999),99-109
体 効 果
一105一
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
33-334グ ロ ー 放 電 発 光 分 光 分 析 に お け る 最 適 分 析 線 我 妻 和 明BUNSEKIKAGAKU48[4]
の 選 択 要 件(1999)t457-461
Electron・,Ion・andOptical?lficrOSCOPPtandScanning、ProbeMicroscopy
33-335メ カ ニ カ ル ア ロ イ ン グ したA1-Ti合 金 の 微 少 金 恵 成 ・ 鄭 夏 国 日本 金 属 学 会 誌63[7]
相 か らのX線 回 析 強 度 花 田 修 治 ・ 琴 同 和(1999),938-943
DiffractiOnandScatteringofX・ray,Electron,NeutronandIon
33-336逆 転 配 置 型 分 光 器 池 田 進 ・ 柴 田 薫 結 晶 解 析 ハ ン ドブ ッ ク,
外 舘 良 衛 日本 結 晶 学 会 編q999),
437-443

















33-342電 荷 移 動 を 考 慮 し た タ イ トバ イ ン デ ィ ン グ 分 種 田 晃 人 ・ 川 添 良 幸 超 微 粒 子 と ク ラ ス タ ー 懇
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E1闘etsc叩e;一 一般公開 ・譲濱会(藩 轟教授 ・松井教撹)暫 臼
;i'?L,,r3Stza糎 醸05薗
金 研 一 般 公 開 ・講 演 会
1999年11月13日(土)14=00-15=10
会場 塁2号姐1踏 講堂 一
お話其の壱1役 に 立 つ 不 思 護 な 磁 気 の 話 し 』 三
`藷 演者=藤 轟啓安撒{
テレビ緻 でお馴染の贈石碁石、磁石将棋駒、あるいはパ・一ソナルコンピュー'等
S一 やV・一ドプロセvV一 の磁気デイスクメモリーなど、私たちのpa`」で 磁 雌
気j{ま 大活醒をもています。-今や 「磁気]な くもてこの便利な生活は考えられ




などの磁気を1考 え」、 現 たり測,た 彦
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